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(57)【要約】
　置換基が請求項１で規定されている式（Ｉ）の化合物
、並びに式Ｉの化合物の農業上許容された塩及び全ての
立体異性体及び互変異性型は、農薬活性成分として用い
ることができ、それ自体知られた方法において調製する
ことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物
【化１】

　｛式中、
　ｎは０又は１であり；
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、
Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキル
スルホニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニルオキシ、Ｃ

1－Ｃ8ハロアルキルスルホニルオキシ又は－ＯＳＯ2Ｆであり；
　Ｒ2及びＲ3のそれぞれは、同一であるか又は異なっていることができ、水素、ハロゲン
、シアノ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8ハ
ロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルス
ルフィニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル、Ｃ1－
Ｃ8ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニルオキシ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキ
ルスルホニルオキシ、－ＯＳＯ2Ｆを表す；
　或いは、Ｒ2はＲ3と共に、Ｃ2－Ｃ6アルキレン或いは窒素、酸素及び／若しくは－Ｃ（
Ｏ）又は－Ｓ（Ｏ）m－により介在され得るＣ3－Ｃ6アルケニレン架橋を形成する；
　且つ、当該架橋は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6アルキニル、Ｃ2－Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1－Ｃ6アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルオキ
シ、メルカプト、アミノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチ
オ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルチオ、
Ｃ1－Ｃ3アルコキシ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルキルカルボニル－Ｃ1－Ｃ3ア
ルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルコキシカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、シアノ－Ｃ1－Ｃ3

アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ

1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、Ｃ1

－Ｃ2アルキルアミノスルホニル、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ1－Ｃ2アルキル）アミノスルホニル、
ジ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ及び／又はフェニルにより一
置換或いは多置換されることができ、当該フェニル基はヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アルキルチ
オ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ
、Ｃ3－Ｃ6アルキニルチオ、Ｃ1－Ｃ3アルコキシ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アル
キルカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルコキシカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アル
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キルチオ、シアノ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハ
ロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニ
ル、アミノスルホニル、Ｃ1－Ｃ2アルキルアミノスルホニル、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ1－Ｃ2アル
キル）アミノスルホニル、ジ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノ、ハロゲン、シアノ又はニトロ
により置換されることが可能であり、且つ当該架橋中の窒素原子における置換基はハロゲ
ン以外であり、且つ２つの酸素原子は互いに隣に位置しない；
　ｍは０、１又は２であり；
　Ｓ1及びＳ2はそれぞれ、同一であるか又は異なることができ、水素、ハロゲン、シアノ
、ニトロ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8ハ
ロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルケニル、Ｃ2－Ｃ8ハロアルケニル、Ｃ1－Ｃ8アルキニル、Ｃ

2－Ｃ8ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－
Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ

8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスル
ホニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルアミノ又はジ－（Ｃ1－Ｃ6アルキル）アミノ（このＣ1－Ｃ6ア
ルキル基は、同一であるか又は異なることができる）を表す；
　Ｓ3は、シアノ、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ハロ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、
ハロ－Ｃ1 －Ｃ6アルコキシ、ハロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシハロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1

－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－
Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル又はＣ1－Ｃ8ハロアルキル
スルホニルである；或いは
　Ｓ3は、部分的に飽和又は完全に飽和した芳香族であることができ、窒素、酸素及び硫
黄から成る群から選択される１～４のヘテロ原子を含むことのできる、３～１０員の単環
系又は縮合二環系であり、当該環系は直接的に又は－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ1－Ｃ4アルキレン
、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＨ2Ｎ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）－、－Ｃ
Ｈ2ＳＯ－若しくは－ＣＨ2ＳＯ2基を介してフェニル環と結合し、各環系は２超の酸素原
子及び２以下の硫黄原子を含むことができなく、環系それ自体はＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1

－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ6アルケニル、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ3－Ｃ6アルキニ
ル、Ｃ3－Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ6

アルケニルオキシ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルオキシ、メルカプト、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ

1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ、Ｃ3

－Ｃ6アルキニルチオ、Ｃ2－Ｃ5アルコキシアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ5アセチルアルキルチ
オ、Ｃ3－Ｃ6アルコキシカルボニルアルキルチオ、Ｃ2－Ｃ4シアノアルキルチオ、Ｃ1－
Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルスル
ホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、Ｃ1－Ｃ2アルキルアミノ
スルホニル、ジ－（Ｃ1－Ｃ2アルキル）アミノスルホニル、ジ－（Ｃ1－Ｃ4アルキル）ア
ミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル及びベンジルチオにより一置換、二置換又は
三置換されることができ、フェニル及びベンジルチオはフェニル環上でＣ1－Ｃ3アルキル
、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ3アルコキシ、Ｃ1－Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シ
アノ、又はニトロにより置換されることができ、複素環中の窒素上の置換基はハロゲン以
外である；
　Ｒ4及びＲ5のそれぞれは、同一であるか又は異なることができ、水素、Ｃ1－Ｃ6アルキ
ル、Ｃ3－Ｃ6アルケニル又はＣ3－Ｃ6アルキニルを表す；
　Ｙ1は、Ｒ9により一置換、二置換又は三置換されることのできるＣ1－Ｃ6アルキレン、
Ｃ2－Ｃ6アルケニレン又はＣ3－Ｃ6アルキニレン鎖であり（当該鎖の不飽和結合は直接的
に硫黄原子に結合しない）；或いは、Ｒ10により一置換、二置換又は三置換されることの
できるＣ3－Ｃ6シクロアルキレンである；
　Ｒ9及びＲ10は互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アル
キル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、
Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6ア
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ルキルカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1

－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロ－アルコキシ、ベンジル又はフェニ
ルである（それぞれの部分のフェニル及びベンジルは、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキ
シ又はニトロにより一置換又は多置換されることができる）；
　Ｙ2は、Ｒ11により一置換、二置換又は三置換されることのできるＣ1－Ｃ6アルキレン
、Ｃ2－Ｃ6アルケニレン又はＣ3－Ｃ6アルキニレン鎖であり（当該鎖の不飽和結合は直接
的に硫黄原子に結合しない）；或いは、Ｒ12により一置換、二置換又は三置換されること
のできるＣ3－Ｃ6シクロアルキレンである；
　Ｒ11及びＲ12は互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アル
キル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、
Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6ア
ルキルカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1

－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロ－アルコキシ、ベンジル又はフェニ
ルであり（これらの部分のフェニル及びベンジルは、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
ル又はニトロにより一置換、二置換又は三置換されることができる）；
　Ｙ3は、水素又はＣ1－Ｃ6アルキルである；
　Ｚは水素、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1

－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ若しくは
Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ
、若しくはＣ1－Ｃ6ハロアルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ
、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ若しくはＣ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルであり；或
いは、Ｚは－Ｃ（Ｏ）Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ7、－ＣＯＮＲ13Ｒ14、－ＳＯ2Ｒ15又は－
ＯＰ（ＯＲ16）（ＯＲ17）－ＯＲ18 である；
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ

6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ア
ルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルカルボニル若しくはＣ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－
Ｃ6アルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、若しくはＣ1－Ｃ6ハロア
ルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチ
オ、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルカルボニル若しくはＣ1－Ｃ6アル
コキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルである；Ｒ7、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は互い
に独立に、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル若しくは
Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、
Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ若しくはＣ

1－Ｃ6ハロアルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1

－Ｃ6シクロアルキル若しくはＣ1－Ｃ6ハロシクロアルキルである｝；及び
　それらの化合物の農業上許容された塩／異性体／鏡像異性体／互変異性体。
【請求項２】
　Ｚが水素、－Ｃ（Ｏ）Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ7、－ＣＯＮＲ13Ｒ14、－ＳＯ2Ｒ15又は
－ＯＰ（ＯＲ16）（ＯＲ17）－ＯＲ18である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　活性成分として、遊離の形態又は農薬として利用可能な塩の形態の、式Ｉの請求項１に
記載の少なくとも１つの化合物、又は適切な場合にはその互変異性体、及び少なくとも１
つの助剤を含んで成る、農薬組成物。
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【請求項４】
　昆虫又は代表的なダニ目を防除するための、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　請求項３に記載の組成物を、害虫又はそれらの環境に対して適用することを含んで成る
、害虫を防除するための方法。
【請求項６】
　昆虫又は代表的なダニ目を防除するための、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　植物繁殖材料又は植物繁殖材料を植える場所を処理することを含んで成る、害虫による
攻撃から植物繁殖材料を保護するための、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法で処理した植物繁殖材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フタルアミド誘導体、それらの調製のための方法、それらの化合物を含んで
成る組成物、及び昆虫又は代表的なダニ目を防除するためのそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　殺虫特性を有するフタルアミド誘導体は知られており、例えばＥＰ－Ａ－１００６１０
７及びＵＳ２００４／００９７５９５Ａ１に記載されている。しかし、これらの既知の化
合物の生物学的特性は、害虫防除の分野において常に完全に満足できるものではない。そ
れは、特に昆虫及びダニ目のメンバーの防除のための、殺虫特性を有する更なる化合物を
開発する必要があるからである。
【発明の開示】
【０００３】
　殺虫特性を有する新規のフタルアミド誘導体を見出した。従って、本発明は式Ｉの化合
物に関する

【化１】

　｛式中、
　ｎは０又は１であり；
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、
Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキル
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スルホニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニルオキシ、Ｃ

1－Ｃ8ハロアルキルスルホニルオキシ又は－ＯＳＯ2Ｆであり；
　Ｒ2及びＲ3のそれぞれは、同一であるか又は異なっていることができ、水素、ハロゲン
、シアノ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8ハ
ロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルス
ルフィニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル、Ｃ1－
Ｃ8ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニルオキシ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキ
ルスルホニルオキシ、－ＯＳＯ2Ｆを表す；
　或いは、Ｒ2はＲ3と共に、Ｃ2－Ｃ6アルキレン或いは窒素、酸素及び／若しくは－Ｃ（
Ｏ）又は－Ｓ（Ｏ）m－により介在され得るＣ3－Ｃ6アルケニレン架橋を形成する；
　且つ、当該架橋は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2－Ｃ6アルケニル、
Ｃ2－Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2－Ｃ6アルキニル、Ｃ2－Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1－Ｃ6アル
コキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルオキ
シ、メルカプト、アミノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチ
オ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルチオ、
Ｃ1－Ｃ3アルコキシ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルキルカルボニル－Ｃ1－Ｃ3ア
ルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルコキシカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、シアノ－Ｃ1－Ｃ3

アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ

1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、Ｃ1

－Ｃ2アルキルアミノスルホニル、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ1－Ｃ2アルキル）アミノスルホニル、
ジ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ及び／又はフェニルにより一
置換或いは多置換されることができ、当該フェニル基はヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アルキルチ
オ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ
、Ｃ3－Ｃ6アルキニルチオ、Ｃ1－Ｃ3アルコキシ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アル
キルカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ4アルコキシカルボニル－Ｃ1－Ｃ3アル
キルチオ、シアノ－Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハ
ロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニ
ル、アミノスルホニル、Ｃ1－Ｃ2アルキルアミノスルホニル、Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ1－Ｃ2アル
キル）アミノスルホニル、ジ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）アミノ、ハロゲン、シアノ又はニトロ
により置換されることが可能であり、且つ当該架橋中の窒素原子における置換基はハロゲ
ン以外であり、且つ２つの酸素原子は互いに隣に位置しない；
　ｍは０、１又は２であり；
　Ｓ1及びＳ2はそれぞれ、同一であるか又は異なることができ、水素、ハロゲン、シアノ
、ニトロ、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8ハ
ロアルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルケニル、Ｃ2－Ｃ8ハロアルケニル、Ｃ1－Ｃ8アルキニル、Ｃ

2－Ｃ8ハロアルキニル、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－
Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ

8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルスル
ホニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルアミノ又はジ－（Ｃ1－Ｃ6アルキル）アミノ（このＣ1－Ｃ6ア
ルキル基は、同一であるか又は異なることができる）を表す；
　Ｓ3は、シアノ、Ｃ1－Ｃ6アルキル、ハロ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、
ハロ－Ｃ1 －Ｃ6アルコキシ、ハロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシハロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1

－Ｃ8アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルフィニル、Ｃ1－
Ｃ8ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ8アルキルスルホニル又はＣ1－Ｃ8ハロアルキル
スルホニルである；或いは
　Ｓ3は、部分的に飽和又は完全に飽和した芳香族であることができ、窒素、酸素及び硫
黄から成る群から選択される１～４のヘテロ原子を含むことのできる、３～１０員の単環
系又は縮合二環系であり、当該環系は直接的に又は－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ1－Ｃ4アルキレン
、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ2Ｏ－、－ＣＨ2Ｎ（Ｃ1－Ｃ4アルキル）－、－Ｃ
Ｈ2ＳＯ－若しくは－ＣＨ2ＳＯ2基を介してフェニル環と結合し、各環系は２超の酸素原
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子及び２以下の硫黄原子を含むことができなく、環系それ自体はＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1

－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3－Ｃ6アルケニル、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ3－Ｃ6アルキニ
ル、Ｃ3－Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ6

アルケニルオキシ、Ｃ3－Ｃ6アルキニルオキシ、メルカプト、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ

1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ6アルケニルチオ、Ｃ3－Ｃ6ハロアルケニルチオ、Ｃ3

－Ｃ6アルキニルチオ、Ｃ2－Ｃ5アルコキシアルキルチオ、Ｃ3－Ｃ5アセチルアルキルチ
オ、Ｃ3－Ｃ6アルコキシカルボニルアルキルチオ、Ｃ2－Ｃ4シアノアルキルチオ、Ｃ1－
Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルスル
ホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、アミノスルホニル、Ｃ1－Ｃ2アルキルアミノ
スルホニル、ジ－（Ｃ1－Ｃ2アルキル）アミノスルホニル、ジ－（Ｃ1－Ｃ4アルキル）ア
ミノ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、フェニル及びベンジルチオにより一置換、二置換又は
三置換されることができ、フェニル及びベンジルチオはフェニル環上でＣ1－Ｃ3アルキル
、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ3アルコキシ、Ｃ1－Ｃ3ハロアルコキシ、ハロゲン、シ
アノ、又はニトロにより置換されることができ、複素環中の窒素上の置換基はハロゲン以
外である；
　Ｒ4及びＲ5のそれぞれは、同一であるか又は異なることができ、水素、Ｃ1－Ｃ6アルキ
ル、Ｃ3－Ｃ6アルケニル又はＣ3－Ｃ6アルキニルを表す；
　Ｙ1は、Ｒ9により一置換、二置換又は三置換されることのできるＣ1－Ｃ6アルキレン、
Ｃ2－Ｃ6アルケニレン又はＣ3－Ｃ6アルキニレン鎖であり（当該鎖の不飽和結合は直接的
に硫黄原子に結合しない）；或いは、Ｒ10により一置換、二置換又は三置換されることの
できるＣ3－Ｃ6シクロアルキレンである；
　Ｒ9及びＲ10は互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アル
キル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、
Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6ア
ルキルカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1

－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロ－アルコキシ、ベンジル又はフェニ
ルである（それぞれの部分のフェニル及びベンジルは、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキ
シ又はニトロにより一置換又は多置換されることができる）；
　Ｙ2は、Ｒ11により一置換、二置換又は三置換されることのできるＣ1－Ｃ6アルキレン
、Ｃ2－Ｃ6アルケニレン又はＣ3－Ｃ6アルキニレン鎖であり（当該鎖の不飽和結合は直接
的に硫黄原子に結合しない）；或いは、Ｒ12により一置換、二置換又は三置換されること
のできるＣ3－Ｃ6シクロアルキレンである；
　Ｒ11及びＲ12は互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ1－Ｃ6アル
キル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6アルキルスルフィニル、
Ｃ1－Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6ア
ルキルカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1

－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロ－アルコキシ、ベンジル又はフェニ
ルであり（これらの部分のフェニル及びベンジルは、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコキシ、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
ル又はニトロにより一置換、二置換又は三置換されることができる）；
　Ｙ3は、水素又はＣ1－Ｃ6アルキルである；
　Ｚは水素、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1

－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ若しくは
Ｃ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ
、若しくはＣ1－Ｃ6ハロアルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ
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、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ若しくはＣ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルであり；或
いは、Ｚは－Ｃ（Ｏ）Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ7、－ＣＯＮＲ13Ｒ14、－ＳＯ2Ｒ15又は－
ＯＰ（ＯＲ16）（ＯＲ17）－ＯＲ18 である；
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ

6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ア
ルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルカルボニル若しくはＣ1－Ｃ6アルコキシ－Ｃ1－
Ｃ6アルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロ
アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、若しくはＣ1－Ｃ6ハロア
ルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロア
ルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルチ
オ、Ｃ1－Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1－Ｃ6アルキルカルボニル若しくはＣ1－Ｃ6アル
コキシ－Ｃ1－Ｃ6アルキルである；Ｒ7、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は互い
に独立に、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル若しくは
Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキルであり；又は、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、
Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ若しくはＣ

1－Ｃ6ハロアルコキシにより置換されたＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1

－Ｃ6シクロアルキル若しくはＣ1－Ｃ6ハロシクロアルキルである｝；及び
　それらの化合物の農業上許容された塩／異性体／鏡像異性体／互変異性体。
【０００４】
　少なくとも１つの塩基性中心（ｂａｓｉｃ ｃｅｎｔｒｅ）を有する化合物Ｉは、例え
ば酸付加塩、例えば強無機酸との酸付加塩、例えば鉱酸、例えば過塩素酸、硫酸、硝酸、
含硝硫酸、リン酸又はハロゲン化水素酸との酸付加塩を形成し、強有機カルボン酸との酸
付加塩、例えばハロゲンにより非置換又は置換されたＣ1－Ｃ4アルカンカルボン酸、例え
ば酢酸、例えば飽和又は不飽和ジカルボン酸、例えばシュウ酸、マロン酸、コハク酸、マ
レイン酸、フマル酸又はフタル酸、例えばヒドロキシカルボン酸、例えばアスコルビン酸
、乳酸、リンゴ酸、酒石酸又はクエン酸、又は例えば安息香酸、或いは有機スルホン酸と
の酸付加塩、例えばハロゲンにより非置換又は置換されたＣ1－Ｃ4アルカン－又はアリー
ルスルホン酸、例えばメタン－又はｐ－トルエンスルホン酸との酸付加塩を形成すること
ができる。少なくとも１つの酸基を有する化合物は、例えば塩基との塩、例えば鉱塩、例
えばアルカリ金属又はアルカリ土類金属塩、例えばナトリウム、カリウム又はマグネシウ
ム塩を形成し、或いはアンモニア又は有機アミンとの塩、例えばモルホリン、ピペリジン
、ピロリジン、モノ－、ジ－若しくはトリ－低級－アルキルアミン、例えばエチル－、ジ
エチル－、トリエチル－若しくはジメチルプロピルアミン、又はモノ－、ジ－若しくはト
リヒドロキシ－低級－アルキルアミン、例えばモノ－、ジ－若しくはトリエタノールアミ
ンとの塩を形成することができる。適切な場合には、対応する内部塩（ｉｎｔｅｒｎａｌ
 ｓａｌｔ）を更に形成することができる。本発明の範囲内では、農薬として有利な塩が
好ましいが、本発明は農薬としての使用に関して不利である塩、例えばハチ又は魚に対し
て毒性である塩（それらは、例えば遊離の化合物Ｉの単離又は精製に用いられる）又はそ
れらの農薬として利用可能な塩を包含する。遊離形態の化合物Ｉとそれらの塩形態の化合
物Ｉとの間の近い関係により、本発明の目的に対して、遊離の化合物Ｉ又は上記及び下記
のそれらの塩は、それぞれ適切な場合には、対応する塩又は遊離の化合物Ｉを含むことが
理解されるべきである。
【０００５】
　置換基の定義において生じるアルキル基は、直鎖又は分岐であることができ、例えばメ
チル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル及びオクチル及びそれらの分岐し
た異性体である。アルコキシ、アルケニル及びアルキニル基は、言及したアルキル基から
誘導される。アルケニル及びアルキニル基は、一価不飽和又は多価不飽和であることがで
きる。
【０００６】
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　ハロゲンは、一般的にフッ素、塩素、臭素又はヨウ素である。これは、他の意味との組
み合わせ（例えばハロアルキル又はハロフェニル）においても、ハロゲンに対して準用さ
れる。
【０００７】
　好ましくは、ハロアルキル基は、１～６の炭素原子の鎖長を有する。ハロアルキルは、
例えばフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロメチル、ジクロ
ロメチル、トリクロロメチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－フルオロエチル、
２－クロロエチル、ペンタフルオロエチル、１，１－ジフルオロ－２，２，２－トリクロ
ロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロエチル及び２，２，２－トリクロロエチル；
好ましくは、トリクロロ－メチル、ジフルオロクロロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロメチル及びジクロロフルオロメチルである。
【０００８】
　適切なハロアルケニル基は、ハロゲンにより一置換又は多置換されたアルケニル基であ
り、ハロゲンはフッ素、塩素、臭素及びヨウ素、特にフッ素及び塩素であり、例えば２，
２－ジフルオロ－１－メチルビニル、３－フルオロプロペニル、３－クロロプロペニル、
３－ブロモプロペニル、２，３，３－トリフルオロプロペニル、２，３，３－トリクロロ
プロペニル及び４，４，４－トリフルオロブト（トリフルオロブト）－２－エン－１－イ
ルである。ハロゲンにより一置換、二置換又は三置換されたＣ3－Ｃ8アルケニル基の中で
、３～５の炭素原子の鎖長を有するものが好ましい。
【０００９】
　適切なハロアルキニル基は、例えばハロゲンにより一置換又は多置換されたアルキニル
基であり、ハロゲンは臭素及びヨウ素、特にフッ素及び塩素であり、例えば３－フルオロ
プロピニル、３－クロロプロピニル、３－ブロモプロピニル、３，３，３－トリフルオロ
－プロピニル及び４，４，４－トリフルオロブト－２－イン（ｙｎ）－１－イルである。
ハロゲンにより一置換又は多置換されたアルキニル基の中で、３～５の炭素原子の鎖長を
有するものが好ましい。
【００１０】
　好ましくは、アルコキシ基は、１～６の炭素原子の好ましい鎖長を有する。アルコキシ
は、例えばメトキシ、エトキシ、プロポキシ、ｉ－プロポキシ、ｎ－ブトキシ、イソブト
キシ、ｓｅｃ－ブトキシ及びｔｅｒｔ－ブトキシ並びにペンチルオキシ異性体及びヘキシ
ルオキシ基；好ましくはメトキシ及びエトキシである。好ましくは、アルキルカルボニル
はアセチル又はプロピオニルである。アルキルオキシカルボニルは、例えばメトキシカル
ボニル、エトキシカルボニル、プロポキシカルボニル、イソプロポキシカルボニル、ｎ－
ブトキシカルボニル、イソブトキシカルボニル、ｓｅｃ－ブトキシカルボニル又はｔｅｒ
ｔ－ブトキシカルボニル、好ましくはメトキシカルボニル又はエトキシカルボニルである
。好ましくは、ハロアルキル基は、１～６の炭素原子の鎖長を有する。ハロアルコキシは
、例えばフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、２，２，２－
トリフルオロエトキシ、１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ、２－フルオロエトキ
シ、２－クロロエトキシ、２，２－ジフルオロエトキシ及び２，２，２－トリクロロエト
キシ、好ましくはジフルオロメトキシ、２－クロロエトキシ及びトリフルオロメトキシで
ある。好ましくは、アルキルチオ基は、１～６の炭素原子の鎖長を有する。アルキルチオ
は、例えばメチルチオ、エチルチオ、プロピルチオ、イソプロピルチオ、ｎ－ブチルチオ
、イソブチルチオ、ｓｅｃ－ブチルチオ又はｔｅｒｔ－ブチルチオ、好ましくはメチルチ
オ及びエチルチオである。アルキルスルフィニルは、例えばメチルスルフィニル、エチル
スルフィニル、プロピルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル、ｎ－ブチルスルフィ
ニル、イソブチルスルフィニル、ｓｅｃ－ブチルスルフィニル、ｔｅｒｔ－ブチルスルフ
ィニル、好ましくはメチルスルフィニル及びエチルスルフィニルである。
【００１１】
　アルキルスルホニルは、例えばメチルスルホニル、エチルスルホニル、プロピルスルホ
ニル、イソプロピルスルホニル、ｎ－ブチルスルホニル、イソブチルスルホニル、ｓｅｃ
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－ブチルスルホニル又はｔｅｒｔ－ブチルスルホニル、好ましくはメチルスルホニル又は
エチルスルホニルである。好ましくは、アルコキシアルコキシ基は、１～８の炭素原子の
鎖長を有する。アルコキシアルコキシの例は、メトキシメトキシ、メトキシエトキシ、メ
トキシプロポキシ、エトキシメトキシ、エトキシエトキシ、プロポキシメトキシ又はブト
キシブトキシである。アルキルアミノは、例えばメチルアミノエチルアミノ、エチルアミ
ノ、ｎ－プロピルアミノ、イソプロピルアミノ又はブチルアミン異性体である。ジアルキ
ルアミノは、例えばジメチルアミノ、メチルエチルアミノ、ジエチルアミノ、ｎ－プロピ
ルメチルアミノ、ジブチルアミノ及びジイソプロピルアミノである。１～４の炭素原子の
鎖長を有するアルキルアミノ基が好ましい。好ましくは、アルコキシアルキル基は、１～
６の炭素原子の鎖長を有する。アルコキシアルキルは、例えばメトキシメチル、メトキシ
エチル、エトキシメチル、エトキシエチル、ｎ－プロポキシメチル、ｎ－プロポキシエチ
ル、イソプロポキシメチル又はイソプロポキシエチルである。好ましくは、アルキルチオ
アルキル基は、１～８の炭素原子の鎖長を有する。アルキルチオアルキルは、例えばメチ
ルチオメチル、メチルチオエチル、エチルチオメチル、エチルチオエチル、ｎ－プロピル
チオメチル、ｎ－プロピルチオエチル、イソプロピルチオメチル、イソプロピルチオエチ
ル、ブチルチオメチル、ブチルチオエチル又はブチルチオエチルである。好ましくは、シ
クロアルキル基は３～６の炭素原子の鎖長を有し、例えばシクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル及びシクロヘキシル。フェニル（また、フェノキシ、ベンジル、ベンジ
ルオキシ、ベンゾイル、フェニルチオ、フェニルアルキル、フェノキシアルキルのような
置換基の一部としても）は、置換されることができる。この場合、置換基はオルト、メタ
及び／又はパラ位であることができる。好ましい置換基の位置は、環結合点に対してオル
ト位及びパラ位である。
【００１２】
　Ｒ2はＲ3と共に、窒素、酸素及び／又は－Ｃ（Ｏ）－、又は－Ｓ（Ｏ）mにより介在さ
れることのできる、Ｃ2－Ｃ6アルキレン又Ｃ3－Ｃ6アルケニレン架橋を形成することがで
き、それらが置換するフェニル環と共に、二環系、例えばナフタレン、テトラヒドロナフ
タレン、インデン、インダン、キノリン、イソキノリン、キノキサリン、シンノリン、キ
ナゾリン、クロマン、イソクロマン、インドール、イソインドール、インドリン、イソイ
ンドリン、ベンゾジオキサン、ベンゾフラン、ジヒドロベンゾフラン、ベンゾチオフェン
、ジヒドロベンゾチオフェン、ベンゾキサゾール、ベンゾイミダゾールまたはインダゾー
ルを形成することができる。
【００１３】
　本発明によると、芳香族で部分的に飽和又は完全に飽和であることのできる、３～１０
員の単又は縮合二環系は、例えばシクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シク
ロヘキシル（それらの部分のための当該シクロアルキル基は、好ましくはＣ1－Ｃ6アルキ
ル又はハロゲンにより非置換又は置換されることができる）から成る群から選択され、或
いはフェニル、ナフチル又は以下の複素環基である：ピロリル；ピリジル；ピラゾリル；
ピリミジル；ピラジニル；イミダゾリル；チアジアゾリル；キナゾリニル；フリル；オキ
サジアゾリル；インドリジニル；ピラニル；イソベンゾフラニル；チエニル；ナフチリジ
ニル；（１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（１－エチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－３－イル）－；（１－プロピル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾ
ール－３－イル）－；（１，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（４－ク
ロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）
－；（３－メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－イル）－；（３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル）－；（３－イソキサゾリル）－；（５－メチル－３－イソキサゾリル
）－；（３－メチル－５－イソキサゾリル）－；（５－イソキサゾリル）－；（１Ｈ－ピ
ロール－２－イル）－；（１－メチル－１Ｈ－ピロール－２－イル）－；（１Ｈ－ピロー
ル－１－イル）－；（１－メチル－１Ｈ－ピロール－３－イル）－；（２－フラニル）－
；（５－メチル－２－フラニル）－；（３－フラニル）－；（５－メチル－２－チエニル
）－；（２－チエニル）－；（３－チエニル）－；（１－メチル－１Ｈ－イミダゾリル－
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２－イル）－；（１Ｈ－イミダゾリル－２－イル）－；（１－メチル－１Ｈ－イミダゾリ
ル－４－イル）－；（１－メチル－１Ｈ－イミダゾリル－５－イル）－；（４－メチル－
２－オキサゾリル）－；（５－メチル－２－オキサゾリル）－；（２－オキサゾリル）－
；（２－メチル－５－オキサゾリル）－；（２－メチル－４－オキサゾリル）－；（４－
メチル－２－チアゾリル）－；（５－メチル－２－チアゾリル）－；（２－チアゾリル）
－；（２－メチル－５－チアゾリル）－；（２－メチル－４－チアゾリル）－；（３－メ
チル－４－イソチアゾル）－；（３－メチル－５－イソチアゾル）－；（５－メチル－３
－イソチアゾル）－；（１－メチル－１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－４－イル）－；
（２－メチル－２Ｈ－１，２，３－トリアゾール－４－イル）－；（４－メチル－２Ｈ－
１，２，３－トリアゾール－２－イル）－；（１－メチル－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ
ール－３－イル）－；（１，５－ジメチル－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－イル
）－；（３－メチル－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－；（５－メチル－
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－；（４，５－ジメチル－４Ｈ－１，２，
４－トリアゾール－３－イル）－；（４－メチル－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３
－イル）－；（４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）－；（５－メチル－１，２
，３－オキサジアゾール－４－イル）－；（１，２，３－オキサジアゾール－４－イル）
－；（３－メチル－１，２，４－オキサジアゾール－５－イル）－；（５－メチル－１，
２，４－オキサジアゾール－３－イル）－；（４－メチル－３－フラザニル）－；（３－
フラザニル）－；（５－メチル－１，２，４－オキサジアゾール－２－イル）－；（５－
メチル－１，２，３－チアジアゾル－４－イル）－；（１，２，３－チアジアゾル－４－
イル）－；（３－メチル－１，２，４－チアジアゾル－５－イル）－；（５－メチル－１
，２，４－チアジアゾル－３－イル）－；（４－メチル－１，２，５－チアジアゾル－３
－イル）－；（５－メチル－１，３，４－チアジアゾル－２－イル）－；（１－メチル－
１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（５－メチ
ル－１Ｈ－テトラゾール－１－イル）－；（２－メチル－２Ｈ－テトラゾール－５－イル
）－；（２－エチル－２Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（５－メチル－２Ｈ－テトラ
ゾール－２－イル）－；（２Ｈ－テトラゾール－２－イル）－；（２－ピリジル）－；（
６－メチル－２－ピリジル）－；（４－ピリジル）－；（３－ピリジル）－；（６－メチ
ル－３－ピリダジニル）－；（５－メチル－３－ピリダジニル）－；（３－ピリダジニル
）－；（４，６－ジメチル－２－ピリミジニル）－；（４－メチル－２－ピリミジニル）
－；（２－ピリミジニル）－；（２－メチル－４－ピリミジニル）－；（２－クロロ－４
－ピリミジニル）－；（２，６－ジメチル－４－ピリミジニル）－；（４－ピリミジニル
）－；（２－メチル－５－ピリミジニル）－；（６－メチル－２－ピラジニル）－；（２
－ピラジニル）－；（４，６－ジメチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－；（４
，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジン－２－イル）－；（１，３，５－トリアジン－
２－イル）－；（４－メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－；（３－メチル－
１，２，４－トリアジン－５－イル）－；（３－メチル－１，２，４－トリアジン－６－
イル）－；
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【化２】

　｛式中、各Ｒ26はメチルであり、各Ｒ27及び各Ｒ28は独立に水素、Ｃ1－Ｃ3アルキル、
Ｃ1－Ｃ3アルコキシ、Ｃ1－Ｃ3アルキルチオ又はトリフルオロメチルであり、Ｘ4は酸素
又は硫黄であり、ｒ＝１、２、３又は４である｝。
【００１４】
　ここで、遊離原子価はそれらの定義において（例えば、
【化３】

　において）示されておらず、結合場所は「ＣＨ」で標識された炭素原子に示され、又は
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例えば
【化４】

　の場合、左下に示した結合場所に示される。
【００１５】
　Ｒ10により一置換、二置換又は三置換されることのできるＣ3－Ｃ6シクロアルキレンの
ようなＹ1は、隣接の窒素及び硫黄原子と共に、例えば以下の基を表す：

【化５】

【００１６】
　式Ｉの化合物が好ましく、ここで
　ａ）Ｒ5は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル又はハロ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、好まし
くは水素であり；及び／又は
　ｂ）Ｒ4は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル又はハロ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、好まし
くは水素であり；及び／又は
　ｃ）Ｓ2は、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルキル、好ましくは水素である。
【００１７】
　Ｓ1が水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル又はハロ－Ｃ1－Ｃ6アルキル、好ましくはハ
ロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、最も好ましくはメチル又は塩素である式Ｉの化合物は特筆す
べきである。
【００１８】
　式Ｉの化合物の顕著な群は、Ｓ3が水素、Ｃ1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6ハロアルコ
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ロアルキル、最も好ましくはトリフルオロメチル、－ＣＦ（ＣＦ3）2、－ＣＦ2ＣＦ3又は
ＣＨ（ＣＦ3）2、ハロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、好ましくはフルオロ－Ｃ1－Ｃ6アルコキシ
、最も好ましくはトリフルオロメトキシである化合物を含んで成る。
【００１９】
　好ましい式Ｉの化合物において、Ｒ1は、ハロゲン又はＣ1－Ｃ4アルキル、好ましくは
メチル、ヨウ素、臭素又は塩素である。
【００２０】
　式Ｉの更なる化合物は、ｎが１であるものが好ましい。
【００２１】
　好ましくは、Ｒ2及びＲ3は独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6ハ
ロ－アルキル、好ましくは水素である。
【００２２】
　ａ）Ｙ1が、Ｃ1－Ｃ6アルキル、好ましくはＣ（ＣＨ3）2ＣＨ2、Ｃ（ＣＨ3）2（ＣＨ2

）2、Ｃ（ＣＨ3）2（ＣＨ2）3、Ｃ（ＣＨ3）2（ＣＨ2）4 又はＣＨ（ＣＨ3）により置換
された、Ｃ1－Ｃ6アルキレン又はＣ1－Ｃ6シクロ－アルキレンであり；及び／又は
　ｂ）Ｙ2が、Ｃ1－Ｃ6アルキレン、Ｃ1－Ｃ6シクロ－アルキレン、好ましくはメチレン
であり；
　ｃ）Ｙ3が、水素又はＣ1－Ｃ6アルキル、好ましくは水素であり；
　ｄ）Ｚが、水素、－Ｃ（Ｏ）Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ7、－ＣＯＮＲ13Ｒ14、－ＳＯ2Ｒ1

5又は－ＯＰ（ＯＲ16）（ＯＲ17）－ＯＲ18であり；ここで、Ｒ6はＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ

1－Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1－Ｃ6シクロアルキル又はＣ1－Ｃ6ハロシクロアルキルである式
Ｉの化合物も、重要視される。
【００２３】
　Ｒ7、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は互いに独立に、Ｃ1－Ｃ6アルキル又は
Ｃ1－Ｃ6ハロアルキルであり；或いは、Ｃ1－Ｃ6アルキル又はＣ1－Ｃ6ハロアルキルによ
り置換された、Ｃ1－Ｃ6アルキル又はＣ1－Ｃ6ハロアルキル；好ましくは、Ｚは水素、－
Ｃ（Ｏ）Ｒ6、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｒ7、－ＣＯＮＲ13Ｒ14、－ＳＯ2Ｒ15又は－ＯＰ（ＯＲ16

）（ＯＲ17）－ＯＲ18であり；ここで、Ｒ6はＣ1－Ｃ6アルキル又はＣ1－Ｃ6ハロアルキ
ルであり；ここで、Ｒ7、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17及びＲ18は互いに独立にメチル
、エチル、ブチル又はｔｅｒｔ－ブチルである。
【００２４】
　式Ｉの化合物を調製するための本発明の方法は、既知の方法、例えばＵＳ２００４／０
０９７５９５Ａ１及びＥＰ－Ａ－１００６１０７に記載の方法と同じように実施する。
【００２５】
　式Ｉの化合物｛式中、Ｒ4は水素である｝は、例えば式ＩＩの化合物を
【化６】

　｛式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、式Ｉのように定義される｝
　式ＩＩＩの化合物と共に、
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【化７】

　｛式中、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は式Ｉのように定義され、Ｒ4は水素である｝
　不活性溶媒の存在下で、適切な場合には塩基の存在下で反応させて、式ＩＶの化合物と
し、

【化８】

　｛式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は、式Ｉのように定義され、Ｒ4は水素であ
る｝
　縮合剤を用いて式Ｖの化合物に変換し、
【化９】

　｛式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は、式Ｉのように定義される｝
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　不活性溶媒の存在下で式ＶＩの化合物と反応させて、
【化１０】

　｛式中、ｎ、Ｒ5、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義され、Ｒ4は水素である｝
　式ＶＩＩの化合物
【化１１】

　｛式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ5、Ｓ1、Ｓ2、Ｓ3、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義
され、Ｒ4は水素である｝
　とすることにより調製することができる。式ＶＩＩ（式中、Ｒ4は水素と異なる）は、
不活性溶媒の存在下における式ＶＩの化合物との、式ＩＶ（式中、Ｒ4は水素と異なる）
の化合物の縮合により調製することができる。類似の反応は、例えばＥＰ－Ａ－１００６
１０７のページ９～１７に記載されている。
【００２６】
　式Ｉの化合物は、既知の手順により式ＶＩＩの対応する化合物から生成することができ
る（ｎ＝０：段階Ａ及びＢ、ｎ＝１：段階Ｂ、例えばＭ．Ｒｅｇｇｅｌｉｎ，Ｃ．Ｚｕｒ
，Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ，２０００，１を参照のこと）。代わりの経路は、式ＶＩＩ（ｎ＝
０）（段階Ｂ）のスルフィドからの式Ｉ（ｎ＝０）のスルフィルイミンの調製である。式
Ｉ（ｎ＝０）の化合物の酸化は、式Ｉ（ｎ＝１、段階Ａ）のスルホキシミンを与える。
【００２７】
　古典的な酸化試薬（段階Ａ：スルフィド－スルホキシド又はスルフィルイミン－スルホ
キシミン）は、ＫＭｎＯ4、ｍＣＰＢＡ、ＮａｌＯ4/ＲｕＯ2、Ｈ2Ｏ2、オキソンである。
変換スルホキシド－スルホキシミン又はスルフィドスルフィルイミン（段階Ｂ）のための
典型的な試薬は、ＮａＮ3／Ｈ2ＳＯ4、Ｏ－メシチレンスルホニルヒドロキシルアミン（
ＭＳＨ）、又は金属触媒法、例えばＲＮ3／ＦｅＣｌ2、Ｐｈｌ＝Ｎ－Ｒ／ＣｕＯＴｆ、Ｐ
ｈｌ＝Ｎ－Ｒ／Ｃｕ（ＯＴｆ）2、Ｐｈｌ＝Ｎ－Ｒ／ＣｕＰＦ6、ＰＨｌ（ＯＡｃ）2／Ｒ
－ＮＨ2／ＭｇＯ／Ｒｕ2（ＯＡｃ）4又はオキサジリジン（例えば、３－（４－シアノ－
フェニル）－オキサジリジン－２－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチルエステル）である。
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【化１２】

【００２８】
　或いは、式Ｉの化合物は、不活性溶媒の存在下で、式ＶＩａの化合物と共に、式Ｖ｛式
中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は、式Ｉのように定義される｝の化合物を反応させ
ることにより調製することができる
【化１３】

　｛式中、ｎ、Ｒ5、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3及びＺは、式Ｉのように定義される｝。式ＶＩａの化
合物は、文献の方法（Ｈ．Ｏｋａｍｕｒａ，Ｃ．ＢｏＩｍ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔ
ｔｅｒｓ（２００４），３３（５），４８２－４８７）により調製することができる。
【００２９】
　式Ｉ｛式中、Ｒ5は水素である｝の化合物は、式ＩＩの無水フタル酸誘導体を、

【化１４】
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　｛式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、式Ｉのように定義される｝不活性溶媒の存在下で、式Ｖ
Ｉの化合物と反応させて、
【化１５】

　｛式中、ｎ、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義される｝式ＶＩＩＩの化合物とし
、
【化１６】

　｛式中、ｎ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉに定義されており、Ｒ5は水素
である｝縮合剤を用いて式ＩＸの化合物に変換し、
【化１７】

　｛式中、ｎ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義される｝式ＩＩＩ
ａの化合物と共に、
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　｛式中、Ｒ4、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は、式Ｉのように定義される｝不活性溶媒の存在下で反
応させて、式ＶＩＩの化合物とすることにより、ＥＰ－Ａ－１００６１０７に従って調製
することもできる。式ＶＩＩ（式中、Ｒ5は水素とは異なる）の化合物は、不活性溶媒の
存在下での式ＶＩの化合物との、式ＶＩＩＩ（式中、Ｒ5は水素とは異なる）の化合物の
縮合により調製することができる。式ＶＩＩの化合物は、上記の式Ｉの化合物に変換する
ことができる。
【００３０】
　或いは、式Ｉの化合物は、式ＩＩＩａ（式中、Ｒ4、Ｓ1、Ｓ2及びＳ3は、式Ｉのように
定義される）の化合物を、式ＩＸａの化合物と反応させることにより調製することができ
、

【化１９】

　｛式中、Ｚ、ｎ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義される｝式Ｉ
Ｘａの化合物は、式ＶＩＩＩａの化合物から生成することができ、
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【化２０】

　｛式中、Ｚ、ｎ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｙ1、Ｙ2及びＹ3は、式Ｉのように定義され、Ｒ5は
水素である｝式ＶＩＩＩａの化合物は、式ＩＩの化合物を式ＶＩａ（式中、ｎ、Ｙ1、Ｙ2

及びＹ3は、式Ｉのように定義され、Ｒ5は水素である）の化合物と反応させることにより
生成することができる。
【００３１】
　上記及び下記の反応は、それ自体知られた方法において、例えば適切な溶媒又は希釈剤
又はこれらの混合物の不在下、或いは通常はその存在下で実施される。この方法は、必要
に応じて、冷却しながら、室温において、又は加熱しながら、例えば約－８０℃～反応混
合物の沸点までの温度範囲において、好ましくは－２０℃～約＋１５０℃で、必要であれ
ば、密封容器中で、減圧、通常の圧力又は高圧下で、不活性ガス雰囲気中で、及び／又は
無水条件で実施される。特に有利な反応条件は、実施例から理解することができる。
【００３２】
　言及することのできるこのような溶媒又は希釈剤の例は：芳香族、脂肪族及び脂環式の
炭化水素及びハロ炭化水素、例えばベンゼン、トルエン、キシレン、メシチレン、テトラ
リン、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン、ブロモベンゼン、石油エーテル、ヘキサン、
シクロヘキサン、ジクロロメタン、トリクロロメタン、テトラクロロメタン、ジクロロエ
タン、トリクロロエテン又はテトラクロロエテン；エステル、例えば酢酸エチル；エーテ
ル、例えばジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、ジイソプロピルエーテル、ジブチル
エーテル、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、
エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、ジメト
キシジエチルエーテル、テトラヒドロフラン又はジオキサン；ケトン、例えばアセトン、
メチルエチルケトン又はメチルイソブチルケトン；アルコール、例えばメタノール、エタ
ノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタノール、エチレングリコール又はグリセ
ロール；アミド、例えばＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルホルムアミド
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン又はヘキサメチルリン酸トリア
ミド；ニトリル、例えばアセトニトリル又はプロピオニトリル；及びスルホキシド、例え
ばジメチルスルホキシドである。
【００３３】
　別段特定しない限り、式Ｉ、又は適切な場合にはその互変異性体（それぞれの場合にお
いて遊離形態又は塩形態）の調製に用いる上記及び下記で言及した出発物質は知られてお
り、或いはそれ自体知られた方法により（例えば下記で与えられる情報により）調製する
ことができる。
【００３４】
　式Ｉの化合物は、それ自体知られた方法において、出発化合物Ｉの１以上の置換基を通
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常の方法で、本発明の他の置換基により置換することにより、別の化合物Ｉに変換するこ
とができる。
【００３５】
　各場合において適した反応条件及び出発物質の選択に依存して、例えば１つの反応段階
において、１つの置換基のみを本発明の別の置換基により置換することが可能であり、或
いは複数の置換基を同一の反応段階において本発明の他の置換基により置換することがで
きる。
【００３６】
　化合物Ｉの塩は、それ自体既知の方法において調製することができる。従って、例えば
、化合物Ｉの酸付加塩は、適切な酸又は適切なイオン交換試薬を用いた処理により得られ
、塩基との塩は、適切な塩基又は適切なイオン交換試薬を用いた処理により得られる。
【００３７】
　化合物Ｉの塩は、通常の方法で遊離の化合物Ｉへと変換することができる。酸付加塩は
、例えば適切な塩基性化合物又は適切なイオン交換試薬を用いた処理により変換すること
ができ、塩基との塩は、例えば適切な酸又は適切なイオン交換試薬を用いた処理により変
換することができる。
【００３８】
　化合物Ｉの塩は、それ自体知られた方法で化合物Ｉの他の塩に変換することができる。
酸付加塩は、例えば塩化銀を形成する無機塩が不溶性であり、それにより反応混合物から
沈殿する適切な溶媒中で、例えば塩酸塩などの無機酸の塩の、適切な金属塩、例えば酸の
ナトリウム、バリウム又は銀塩、例えば酢酸銀を用いた処理により、例えば他の酸付加塩
へと変換することができる。
【００３９】
　手順又は反応条件に依存して、塩形成特性を有する化合物Ｉは、遊離の形態又は塩の形
態で得ることができる。
【００４０】
　化合物Ｉ、及び適切な場合にはそれらの互変異性体（それぞれ場合において遊離の形態
又は塩の形態）は、分子中に現れる不斉炭素原子の数、絶対的基準（ａｂｓｏｌｕｔｅ）
及び相対的配置、及び／又は分子中に現れる非芳香族二重結合の配置に依存して、可能な
異性体の１つの形態又はこれらの混合として存在することができ、例えば純粋な異性体（
例えば、対掌体及び／又はジアステレオマー）の形態において、或いは異性体混合物（例
えば、鏡像異性体混合物、例えばラセミ酸塩、ジアステレオマー混合物又はラセミ酸塩混
合物）の形態で存在することができる；本発明は、純粋な異性体に関し、可能な全ての異
性体混合物にも関し、そして立体化学的な詳細についてそれぞれの場合で具体的に言及し
ない場合でも、上記及び下記ではそれぞれの場合においてこの意味で理解されるべきであ
る。
【００４１】
　選択された出発物質及び手順に依存して得ることのできる化合物Ｉのジアステレオマー
混合物又はラセミ酸塩混合物（それぞれ場合において遊離の形態又は塩の形態）は、要素
の物理化学的な相違に基づいて、例えば分別結晶、蒸留及び／又はクロマトグラフィーに
より、既知の方法において純粋なジアステレオマー又はラセミ酸塩に分離することができ
る。
【００４２】
　類似の方法で得ることのできるエナンチオマー混合物（例えば、ラセミ酸塩）は、既知
の方法により、例えば光学活性溶媒からの再結晶により、キラル吸着剤上でのクロマトグ
ラフィー、例えばアセチルセルロース上での高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）に
より、適切な微生物の助けを用いて、特異的固定化酵素による切断により、たった一つの
エナンチオマーが複合する例えばキラルクラウンエーテルを用いた包接化合物の形成によ
り、或いは例えば塩基性最終生成物ラセミ酸塩を光学活性酸、例えばカルボン酸、例えば
樟脳、酒石酸又はリンゴ酸又はスルホン酸、例えばカンファースルホン酸と反応させるこ
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とによりジアステレオマー塩に変換することにより、光学的対掌体に分離することができ
、この方法で得ることのできるジアステレオマー混合物を、例えばそれらの異なる溶解性
に基づいた分別結晶により分離してジアステレオマーを得、そこから適切な物質、例えば
塩基性物質の作用により所望のエナンチオマーが解放され得る。
【００４３】
　純粋なジアステレオマー又はエナンチオマーは、適切な異性体混合物を分離することに
よるだけでなく、ジアステレオ選択的又はエナンチオ選択的合成の一般的に知られた方法
により、例えば適切な立体化学の出発物質を用いた本発明の方法を実施することにより、
本発明に従って得ることができる。
【００４４】
　個々の要素が異なる生物活性を有する場合、それぞれの場合において、生物学的により
効果的な異性体、例えばエナンチオマー若しくはジアステレオマー、又は異性体混合物、
例えばエナンチオマー混合物又はジアステレオマー混合物を、単離又は合成することが有
利である。
【００４５】
　化合物Ｉ及び適切な場合にはその互変異性体（それぞれの場合において、遊離の形態又
は塩の形態）は、適切な場合、水和物の形態で得ることもでき、そして／或いは他の溶媒
、例えば固体の形態で存在する化合物の結晶化に用いることができたものを含む。
【００４６】
　本発明の化合物Ｉは、害虫防除の分野において、低い程度の適用でも、予防的及び／又
は治療的に有益な活性成分であり、それは非常に好ましい殺生範囲を有し、温血種、魚及
び植物により十分に耐性である。本発明の活性成分は、全ての又は個々の発達段階の、標
準的に感受性の、また耐性の動物害虫、例えば昆虫又は代表的なダニ目に対して作用する
。本発明の活性成分の殺虫又は殺ダニ活性は、直接的に、すなわち害虫の破壊（直ちに又
はいくらか時間が経過して始めて、例えば脱皮の間に起こる）、或いは間接的に、例えば
低下した産卵及び／又は孵化率において現れ、少なくとも５０～６０％の破壊率（致死率
）に対応する優れた活性である。
【００４７】
　ダニ目から、例えば、
　アカルス シロ（Ａｃａｒｕｓ ｓｉｒｏ）、アセリア シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ ｓｈ
ｅｌｄｏｎｉ）、アクルス シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａ
ｌｉ）、アンブリオマ種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ ｓｐｐ．）、アルガス種（Ａｒｇａｓ ｓ
ｐｐ．）、ブーフィルス種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ ｓｐｐ．）、ブレビパルプス種（Ｂｒ
ｅｖｉｐａｌｐｕｓ ｓｐｐ．）、ブリオビア プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ ｐｒａｅ
ｔｉｏｓａ）、カリピトリメルス種（Ｃａｌｉｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ ｓｐｐ．）、コリ
オプテス種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ ｓｐｐ．）、デルマニスス ガリナエ（Ｄｅｒｍａｎ
ｙｓｓｕｓ ｇａｌｌｉｎａｅ）、エオテトラニクス カルピニ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ ｃａｒｐｉｎｉ）、エリオフィエス種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ ｓｐｐ．）、ヒアロマ
種（Ｈｙａｌｏｍｍａ ｓｐｐ．）、イクソデス種（Ｉｘｏｄｅｓ ｓｐｐ．）、オリゴニ
クス プラテンシス（Ｏｌｙｇｏｎｙｃｈｕｓ ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、オルニソドロス種
（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ ｓｐｐ．）、パノニクス種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ ｓｐｐ
．）、フィロコプトルタ オレイボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ ｏｌｅｉｖｏｒａ
）、ポリファゴタルソネムス ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ ｌａｔ
ｕｓ）、プソロプテス種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ ｓｐｐ．）、リピセファルス種（Ｒｈｉ
ｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ ｓｐｐ．）、リゾグリフス種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ ｓｐｐ
．）、サルコプテス種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ ｓｐｐ．）、タルソネムス種（Ｔａｒｓｏ
ｎｅｍｕｓ ｓｐｐ．）及びテトラニクス種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ ｓｐｐ．）；
　シラミ目から、例えば、
　ハエマトピヌス種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ ｓｐｐ．）、リノグナサス種（Ｌｉｎ
ｏｇｎａｔｈｕｓｕ ｓｐｐ．）、ペジクルス種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ ｓｐｐ．）、ペム
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フィグス種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ ｓｐｐ．）及びフィロキセラ種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒ
ａ ｓｐｐ．）；
　甲虫目から、例えば、
　アグリオテス種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ ｓｐｐ．）、アントノムス種（Ａｎｔｈｏｎｏｍ
ｕｓｕ ｓｐｐ．）、アトマリア リネアリス（Ａｔｏｍａｒｉａ ｌｉｎｅａｒｉｓ）、
カエトクネマ チビアリス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ ｔｉｂｉａｌｉｓ）、コスモポリテ
ス種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ ｓｐｐ．）、クルクリオ種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ ｓｐｐ
．）、デルメテス種（Ｄｅｒｍｅｔｅｓ ｓｐｐ．）、ジアブロチカ種（Ｄｉａｂｒｏｔ
ｉｃａ ｓｐｐ．）、エピラクナ種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ ｓｐｐ．）、エレムヌス種（Ｅ
ｒｅｍｎｕｓ ｓｐｐ．）、レプチノタルサ デセムリネアタ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ
 ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、リソロプトルス種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ ｓｐｐ
．）、メロロンタ種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ ｓｐｐ．）、オリカエフィルス種（Ｏｒｙ
ｃａｅｐｈｉｒｕｓ ｓｐｐ．）、オチオリンクス種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ ｓｐｐ
．）、フリクチヌス種（Ｐｈｌｙｃｔｉｎｕｓ ｓｐｐ．）、ポピリア種（Ｐｏｐｉｌｌ
ｉａ ｓｐｐ．）、プシリオデス種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ ｓｐｐ．）、リゾペルタ種（
Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ ｓｐｐ．）、スカラベイダエ（Ｓｃａｒａｂｅｉｄａｅ）、シ
トフィルス種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ ｓｐｐ．）、シトトロガ種（Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ 
ｓｐｐ．）、テネブリオ種（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ ｓｐｐ．）、トリボリウム種（Ｔｒｉｂ
ｏｌｉｕｍ ｓｐｐ．）及びトロゴデルマ種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ ｓｐｐ．）；
　双翅目から、例えば、
　アエデス種（Ａｅｄｅｓ ｓｐｐ．）、アンテリゴナ ソカタ（Ａｎｔｈｅｒｉｇｏｎａ
 ｓｏｃｃａｔａ）、バビオ ホルツラヌス（Ｂａｂｉｏ ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、カリ
フォラ エリスロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、セ
ラチチス種（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ ｓｐｐ．）、クリソミア種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ ｓ
ｐｐ．）、クレックス種（Ｃｕｌｅｘ ｓｐｐ．）、クテレブラ種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ 
ｓｐｐ．）、ダクス種（Ｄａｃｕｓ ｓｐｐ．）、ドロソフィラ メラノガステル（Ｄｒｏ
ｓｏｐｈｉｌａ ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ）、ファニア種（Ｆａｎｎｉａ ｓｐｐ．）、
ガストロフィルス種（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ ｓｐｐ．）、グロシナ種（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ ｓｐｐ．）、ヒポデルマ種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ ｓｐｐ．）、ヒッポボスカ種（
Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ ｓｐｐ．）、リリオミザ種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ ｓｐｐ．）、ル
シリア種（Ｌｕｃｉｌｉａ ｓｐｐ．）、メラナグロミザ種（Ｍｅｌａｎａｇｒｏｍｙｚ
ａ ｓｐｐ．）、ムスカ種（Ｍｕｓｃａ ｓｐｐ．）、オエストルス種（Ｏｅｓｔｒｕｓ 
ｓｐｐ．）、オルセオリア種（Ｏｒｓｅｏｌｉａ ｓｐｐ．）、オシネラ フリット（Ｏｓ
ｃｉｎｅｌｌａ ｆｒｉｔ）、ペゴミア ヒオシアミ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ ｈｙｏｓｃｙａ
ｍｉ）、フォルビア種（Ｐｈｏｒｂｉａ ｓｐｐ．）、ラゴレチス ポモネラ（Ｒｈａｇｏ
ｌｅｔｉｓ ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、スシアラ種（Ｓｃｉａｒａ ｓｐｐ．）、ストモキス
種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ ｓｐｐ．）、タバヌス種（Ｔａｂａｎｕｓ ｓｐｐ．）、タニア種
（Ｔａｎｎｉａ ｓｐｐ．）及びチプラ種（Ｔｉｐｕｌａ ｓｐｐ．）；
　異翅目から、例えば、
　シメックス種（Ｃｉｍｅｘ ｓｐｐ．）、ジスタンチエラ テオブロマ（Ｄｉｓｔａｎｔ
ｉｅｌｌａｔｈｅｏｂｒｏｍａ）、ジスデルクス種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ ｓｐｐ．）、
オイチスツス種（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ ｓｐｐ．）、オイリガステル種（Ｅｕｒｙｇａｓ
ｔｅｒ ｓｐｐ．）、レプトコリサ種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ ｓｐｐ．）、ネザラ種（
Ｎｅｚａｒａ ｓｐｐ．）、ピエスマ種（Ｐｉｅｓｍａ ｓｐｐ．）、ロドニウス種（Ｒｈ
ｏｄｎｉｕｓ ｓｐｐ．）、サールベルゲラ シングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ 
ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スコチノファラ種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ ｓｐｐ．）及
びトリアトマ種（Ｔｒｉａｔｏｍａ ｓｐｐ．）；
　同翅目から、例えば、
　アレウロトリクス フロコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、
アレイロデス ブラシカエ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、アオニジエラ種
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（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ ｓｐｐ．）、アフィジダエ（Ａｐｈｉｄｉｄａｅ）、アフィス
種（Ａｐｈｉｓ ｓｐｐ．）、アスピドツス種（Ａｓｐｉｄｏｔｕｓ ｓｐｐ．）、ベミシ
ア タバシ（Ｂｅｍｉｓｉａ ｔａｂａｃｉ）、セロプラステル種（Ｃｅｌｏｐｌａｓｔｅ
ｒ ｓｐｐ．）、クリソムファルス アオニジウム（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ ａｏｎ
ｏｄｉｕｍ）、クリソムファルス ジクチオスペルミ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ ｄｉ
ｃｔｙｏｓｐｅｒｍｉ）、コカス ヘスペリダム（Ｃｏｃｃｕｓ ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）
、エンポアスカ種（Ｅｍｐｏａｓｃａ ｓｐｐ．）、エリオソマ ラリゲルム（Ｅｒｉｏｓ
ｏｍａ ｌａｒｉｇｅｒｕｍ）、エリスロノイラ種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ ｓｐｐ．
）、ガスカルジア種（Ｇａｓｃａｒｄｉａ ｓｐｐ．）、ラオデルファクス種（Ｌａｏｄ
ｅｌｐｈａｘ ｓｐｐ．）、レカニウム コルニ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ ｃｏｒｎｉ）、レピ
ドサフェス種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ ｓｐｐ．）、マクロシフス種（Ｍａｃｒｏｓ
ｉｐｈｕｓ ｓｐｐ．）、ミズス種（Ｍｙｚｕｓ ｓｐｐ．）、ネフォテチックス種（Ｎｅ
ｐｈｏｔｅｔｔｉｘ ｓｐｐ．）、ニラパルバタ種（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ ｓｐｐ．）
、パラトリア種（Ｐａｒａｔｏｒｉａ ｓｐｐ．）、ペムフィグス種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕ
ｓ ｓｐｐ．）、プラノコカス種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ ｓｐｐ．）、シュードアウラ
カスピス種（Ｐｓｅｕｄｏａｕｌａｃａｓｐｉｓ ｓｐｐ．）、シュードコカス種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ ｓｐｐ．）、プシラ種（Ｐｓｙｌｌａ ｓｐｐ．）、プルビナリア
 アエチオピカ（Ｐｌｕｖｉｎａｒｉａ ａｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、クアドラスピジオツス
種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ ｓｐｐ．）、ロパロシフム種（Ｒｈｏｐａｌｏｓ
ｉｐｈｕｍ ｓｐｐ．）、サイセチア種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ ｓｐｐ．）、スカフィオデ
ウス種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ ｓｐｐ．）、スチザフィス種（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ 
ｓｐｐ．）、シトビオン種（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ ｓｐｐ．）、トリアロイロデス バポラア
リオルム（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ エリトリ
アエ（Ｔｒｉｏｚａ ｅｒｙｔｒｅａｅ）及びウナスピス シトリ（Ｕｎａｓｐｉｓ ｃｉ
ｔｒｉ）；
　膜翅目から、例えば、
　アクロミルメクスアッタ種（Ａｃｒｏｍｙｒｍｅｘ Ａｔｔａ ｓｐｐ．）、セフス種（
Ｃｅｐｈｕｓ ｓｐｐ．）、ジプリオン種（Ｄｉｐｒｉｏｎ ｓｐｐ．）、ジプリオニダエ
（Ｄｉｐｒｉｏｎｉｄａｅ）、ギルピニア ポリトマ（Ｇｌｉｐｉｎｉａ ｐｏｌｙｔｏｍ
ａ）、ホプロカムパ種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ ｓｐｐ．）、ラシウス種（Ｌａｓｉｕｓ 
ｓｐｐ．）、モノモリウム ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ ｐｈａｒａｏｎｉｓ）
、ネオジプリオン種（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ ｓｐｐ．）、ソレノプシス種（Ｓｏｌｅｎ
ｏｐｓｉｓ ｓｐｐ．）及びベスパ種（Ｖｅｓｐａ ｓｐｐ．）；
　等翅目から、例えば、
　レチクリテルメス種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ ｓｐｐ．）；
　鱗翅目から、例えば、
　アクレリス種（Ａｃｌｅｒｉｓ ｓｐｐ．）、アドキソフィエス種（Ａｄｏｘｏｐｈｙ
ｅｓ ｓｐｐ．）、アエゲリア種（Ａｅｇｅｒｉａ ｓｐｐ．）、アグロチス種（Ａｇｒｏ
ｔｉｓ ｓｐｐ．）、アラバマ アルギラセアエ（Ａｌａｂａｍａ ａｒｇｉｌｌａｓｅａ
ｅ）、アミロイス種（ａｍｙｌｏｉｓ ｓｐｐ．）、アンチカルシア ゲマタリス（Ａｎｔ
ｉｃａｒｓｉａ ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、アルチプス種（Ａｒｃｈｉｐｓ ｓｐｐ．）、
アルギロタエニア種（Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ ｓｐｐ．）、アウトグラファ種（Ａｕ
ｔｏｇｒａｐｈａ ｓｐｐ．）、ブセオラ フスカ（Ｂｕｓｓｅｏｌａ ｆｕｓｃａ）、カ
ドラ カウテラ（Ｃａｄｒａ ｃａｕｔｅｌｌａ）、カルポシナ ニッポネシス（Ｃａｒｐ
ｏｓｉｎａ ｎｉｐｐｏｎｅｓｉｓ）、チロ種（Ｃｈｉｌｏ ｓｐｐ．）、コリストネウラ
種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ ｓｐｐ．）、クリシア アンビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ 
ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロクロシス種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ ｓｐ
ｐ．）、クネファシア種（Ｃｎｅｐｈａｓｉａ ｓｐｐ．）、コチリス種（Ｃｏｃｈｙｌ
ｉｓ ｓｐｐ．）、コレオフォラ種（Ｃｏｌｅｏｐｈｏｒａ ｓｐｐ．）、クロシドロミア
 ビノタリス（Ｃｒｏｃｉｄｏｌｏｍｉａ ｂｉｎｏｔａｌｉｓ）、クリプトフレビア ロ
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イコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ ｌｅｕｃｏｔｒｅｔａ）、シジア種（Ｃｙｄ
ｉａ）、ジアトラエア種（Ｄｉａｔｒａｅａ ｓｐｐ．）、ジパロプシス カスタネア（Ｄ
ｉｐａｒｏｐｓｉｓ ｃａｓｔａｎｅａ）、エアリアス種（Ｅａｒｉａｓ ｓｐｐ．）、エ
フェスチア種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ ｓｐｐ．）、エウコスマ種（Ｅｕｃｏｓｍａ ｓｐｐ．
）、エウポエシリア アンビグエラ（Ｅｕｐｏｅｃｉｌｌｉａ ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、
エウプロクチス種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ ｓｐｐ．）、エウクソア種（Ｅｕｘｏａ ｓｐｐ
．）、グラフォリタ種（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ ｓｐｐ．）、ヘジア ヌビフェラナ（Ｈｅ
ｄｙａ ｎｕｂｉｆｅｒａｎａ）、ヘリオシス種（Ｈｅｌｏｉｔｈｉｓ ｓｐｐ．）、ヘル
ラ ウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ ｕｎｄａｌｉｓ）、ハイファントリア クネア（Ｈｙｐ
ｈａｎｔｒｉａ ｃｕｎｅａ）、ケイフェリア リコペルシセラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ ｌｙ
ｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、ロイコプテラ スシテラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ ｓｃｉｔ
ｅｌｌａ）、リソコレシス種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｈｉｓ ｓｐｐ．）、ロベシア ボ
トラナ（Ｌｏｂｅｓｉａ ｂｏｔｒａｎａ）、リマントリア種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ ｓｐ
ｐ．）、リオネチア種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ ｓｐｐ．）、マラコソマ種（Ｍａｌａｃｏｓ
ｏｍａ ｓｐｐ．）、マメストラ ブラシカエ（Ｍａｍｅｓｔｒａ ｂｒａｓｓｉｃａｅ）
、マンドゥカ セクスタ（Ｍａｎｄｕｃａ Ｓｅｘｔａ）、オペロフテラ種（Ｏｐｅｒｏｐ
ｈｔｅｒａ ｓｐｐ．）、オストリニア ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ ｎｕｂｉｌａｌ
ｉｓ）、パメネ種（Ｐａｍｍｅｎｅ ｓｐｐ．）、パンデミス種（Ｐａｎｄｅｍｉｓ ｓｐ
ｐ．）、パノリス フラメア（Ｐａｎｏｌｉｓｆｌａｍｍｅａ）、ペクチノフォラ ゴシピ
エラ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、フトリマエア オペルクレ
ラ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、ピエリス ラパエ（Ｐｉｅｒｉ
ｓ ｒａｐａｅ）、ピエリス種（Ｐｉｅｒｉｓ ｓｐｐ．）、プルテラ キシロステラ（Ｐ
ｌｕｔｅｌｌａ ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、プライス種（Ｐｒａｙｓ ｓｐｐ．）、スクリ
ポファガ種（Ｓｃｒｉｐｏｐｈａｇａ ｓｐｐ．）、セサミア種（Ｓｅｓａｍｉａ ｓｐｐ
．）、スパルガノシス種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ ｓｐｐ．）、スポドプテラ種（Ｓ
ｐｏｄｏｐｔｅｒａ ｓｐｐ．）、シナンセドン種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ ｓｐｐ．）
、タウメトポエア種（Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏｅａ ｓｐｐ．）、トルトリクス種（Ｔｏｒ
ｔｒｉｘ ｓｐｐ．）、トリコプルシアニ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ ｎｉ）及びイポノ
メウタ種（Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ ｓｐｐ．）；
　ハジラミ目から、例えば、
　ダマリネア種（Ｄａｍａｌｉｎｅａ ｓｐｐ．）及びトリコデクテス種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｄｅｃｔｅｓ ｓｐｐ．）；
　直翅目から、例えば、
　ブラッタ種（Ｂｌａｔｔａ ｓｐｐ．）、ブラッテラ種（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ ｓｐｐ．
）、グリロタルパ種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ ｓｐｐ．）、ロイコファエア マデラエ（
Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ ｍａｄｅｒａｅ）、ロクスタ種（Ｌｏｃｕｓｔａ ｓｐｐ．）、ペ
リプラネタ種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ ｓｐｐ．）及びスチストセルカ種（Ｓｃｈｉｓ
ｔｏｃｅｒｃａ ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目から、例えば、
　リポセリス種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ ｓｐｐ．）；
　隠翅目から、例えば、セラトフィルス種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ ｓｐｐ．）、
クテノセファライド種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）及びキセノプシラ
 チェオピス（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　総翅目から、例えば、
　フランクリニエラ種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｓｐｐ．）、ヘルシノスリプス種
（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ ｓｐｐ．）、シルトスリプス　アウランチ（Ｓｃｉｒｔ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、タエニオスリプス種（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ
 ｓｐｐ．）、スリプス パルミ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）及びスリプス タバシ（Ｔ
ｈｒｉｐｓ ｔａｂａｃｉ）；及び
　シミ目から、例えば、
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　レピスマ サッカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）。
【００４８】
　本発明の活性成分は、特に植物上で、特に農業、園芸及び森林において有用な植物及び
観賞植物上で、或いはこのような植物の器官、例えば果実、花、葉、茎、塊茎又は根で発
生する上記のタイプの害虫を防除、すなわち含み又は破壊するのに用いることができる。
いくつかの場合において、後の時点で形成される植物の器官はこれらの害虫に対して保護
が保たれる。
【００４９】
　適切な標的作物は、特に穀類、例えばコムギ、オオムギ、ライムギ、オートムギ、コメ
、トウモロコシ又はソルガム；ビート、例えば砂糖又は飼料ビート；果実、例えば仁果類
、石果又は柔らかい果物、例えばリンゴ、西洋ナシ、プラム、モモ、アーモンド、チェリ
ー又はベリー、例えばストロベリー、ラズベリー又はブラックベリー；豆科作物、例えば
マメ、レンティル、エンドウマメ又はダイズ；油料作物、例えばアブラナ、カラシナ、ケ
シ、オリーブ、ヒマワリ、ココナッツ、キャスター（ｃａｓｔｏｒ）、ココア又は挽いた
ナッツ；ウリ科植物、例えばカボチャ、キュウリ又はメロン；繊維植物、例えば綿、亜麻
、麻又はジュート；柑橘類の果実、例えばオレンジ、レモン、グレープフルーツ又はタン
ジェリン；野菜、例えばホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン、タ
マネギ、トマト、ジャガイモ又はピーマン；クスノキ科、例えばアボガド、シナモニウム
（Ｃｉｎｎａｍｏｎｉｕｍ）又はショウノウ；及び、タバコ、ナッツ、コーヒー、ナス、
サトウキビ、チャ、コショウ、ブドウ、ホップ、オオバコファミリー、ラテックス植物及
び観賞植物である。
【００５０】
　本発明の活性成分は、綿、野菜、トウモロコシ、コメ及びダイズ作物における、アフィ
ス　クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、ディアブロティカ　バルテアタ
（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ヘリオチス　ビレシンス（Ｈｅｌｉｏｔ
ｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ミザス　ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）
、プルテラ　キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）及びスポドプテ
ラ　リトラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）を防除するのに特に適
している。本発明の活性成分は、マメストラ（Ｍａｍｅｓｔｒａ）（好ましくは、野菜に
おいて）、シジア　ポモネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）（好ましくは、リンゴ
において）、エンポアスカ（Ｅｍｐｏａｓｃａ）（好ましくは、野菜、ブドウ園において
）、レプチノタルサ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ）（好ましくは、ジャガイモにおいて）
及びチロ　スプレサリス（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｒｅｓｓａｌｉｓ）（好ましくは、コメに
おいて）を防除するのに更に特に適している。
【００５１】
　「作物」という用語は、育種又は遺伝子工学の従来の方法の結果としての、ブロモキシ
ニルのような除草剤又は除草剤の類（例えば、ＨＰＰＤインヒビター、ＡＬＳインヒビタ
ー、例えばプリミスルフロン、プロスルフロン及びトリフロキシスルフロン、ＥＰＳＰＳ
（５－エノール－ピロビル－シキミ酸塩－３－リン酸塩－シンターゼ）インヒビター、Ｇ
Ｓ（グルタミングルタミンシンターゼ）インヒビター）に対する耐性が付与された作物も
含むことが理解されるべきである。育種の従来の方法（変異誘発）によりイミダゾリノン
（例えば、イマザモックス）に対する耐性が付与された作物の例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌ
ｄ（登録商標）サマーレイプ（ｓｕｍｍｅｒ　ｒａｐｅ）（カノーラ）である。遺伝子工
学的方法により除草剤又は除草剤の類に対する耐性が付与された作物の例はとしては、Ｒ
ｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　ＩＴＭおよびＬｉｂｅｒｔｙ
Ｌｉｎｋ（登録商標）の商品名で商業的に入手可能なグリホサート－及びグリホシネート
－耐性トウモロコシ品種が挙げられる。
【００５２】
　「作物」という用語は、例えば毒素産生細菌、特にバチルス属からの既知の１つ以上の
選択的に作用する毒素を合成することのできるように、組み換えＤＮＡ技術の使用により
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形質転換された作物も含むことが理解されるべきである。
【００５３】
　このような遺伝子組み換え植物により発現されることのできる毒素としては、例えば殺
虫タンパク質、例えばバチルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）又はバチ
ルス・ポプリエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｌｉａｅ）からの殺虫タンパク質；又は、バ
チルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）からの
殺虫タンパク質、例えばδ－エンドトキシン、例えばＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ
）、ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩ
ＩＩＢ（ｂ１）又はＣｒｙ９ｃ、又は植物性殺虫タンパク質（ＶＩＰ）、例えばＶＩＰ１
 、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３又はＶ１Ｐ３Ａ；又は、線虫に感染する細菌からの殺虫タンパク
質、例えばフォトラブダス種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）又はキセノラブダ
ス種（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）、例えばフォトラブダス・ルミネセンス（Ｐ
ｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、キセノラブダス・ネマトフィルス
（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）；動物により産生される毒素、
例えばサソリ毒、クモ毒、ハチ毒及び他の昆虫特異的神経毒；真菌により産生される毒素
、例えば放線菌毒素、植物レクチン、例えばエンドウマメレクチン、オオムギレクチン又
はユキノハナレクチン；凝集素；プロテイナーゼインヒビター、例えばトリプシンインヒ
ビター、セリンプロテアーゼインヒビター、パタチン（ｐａｔａｔｉｎ）、シスタチン、
パパインインヒビター；リボソーム－相互作用タンパク質（ＲＩＰ）、例えばリシン、ト
ウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフィン（ｌｕｆｆｉｎ）、サポリン（ｓａｐｏｒｉｎ
）又はブリドイン（ｂｒｙｏｄｉｎ）；ステロイド代謝酵素、例えば３－ヒドロキシステ
ロイドオキシナーゼ（ｈｙｄｒｏｘｙｓｔｅｒｏｉｄｏｘｉｄａｓｅ）、エクジステロイ
ド－ＵＤＰ－グリコシル－トランスフェラーゼ、コレステロールオキシダーゼ、エクジソ
ンインヒビター、ＨＭＧ－ＣＯＡ－レダクターゼ、イオンチャネルブロッカー、例えばナ
トリウム又はカルシウムチャネルのブロッカー、幼若ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモ
ンレセプター、スチルベンシンターゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼ及びグルカナ
ーゼが挙げられる。
【００５４】
　本発明との関連において、δ－エンドトキシン、例えばＣｒｙｌＡ（ｂ）、ＣｒｙｌＡ
（ｃ）、ＣｒｙｌＦ、ＣｒｙｌＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、Ｃｒ
ｙＩＩＩＢ（ｂ１）又はＣｒｙ９ｃ、又は植物性殺虫タンパク質（ＶＩＰ）、例えばＶＩ
Ｐ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３又はＶＩＰ３Ａ、特にハイブリッド毒素、切断された毒素及び
修飾毒素により理解されるべきである。ハイブリッド毒素は、これらのタンパク質の異な
るドメインの新規の組み合わせにより組み換えにより産生される（例えば、ＷＯ０２／１
５７０１を参照のこと）。切断された毒素、例えば切断されたＣｒｙＩＡ（ｂ）が知られ
ている。修飾毒素の場合、天然の毒素の１つ以上のアミノ酸が置換される。このようなア
ミノ酸の置換は、好ましくは非天然に存在するタンパク質認識配列が毒素に挿入され、例
えばＣｒｙＩＩＩＡ０５５の場合、カテプシン－Ｄ－認識配列がＣｒｙＩＩＩ毒素に挿入
される（ＷＯ０３／０１８８１０を参照のこと）。
【００５５】
　このような毒素又はこのような毒素を合成することのできる遺伝子組み換え植物の例は
、例えばＥＰ－Ａ－Ｏ３７４　７５３、ＷＯ９３／０７２７８、ＷＯ９５／３４６５６、
ＥＰ－Ａ－Ｏ４２７　５２９、ＥＰ－Ａ－４５１　８７８及びＷＯ０３／０５２０７３に
記載されている。
【００５６】
　このような遺伝子組み換え植物の調製のための方法は、一般的に当業者に知られており
、例えば上記の刊行物に記載されている。ＣｒｙＩ－型デオキシリボ核酸及びそれらの調
製は、例えばＷＯ９５／３４６５６、ＥＰ－Ａ－Ｏ　３６７　４７４、ＥＰ－Ａ－０　４
０１　９７９及びＷＯ９０／１３６５１から知られている。
【００５７】
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　遺伝子組み換え植物に含まれる毒素は、害虫に耐性な植物に与える。このような昆虫は
、昆虫の任意の分類群に生じることができるが、特に鞘翅目（鞘翅類）、双翅昆虫（双翅
目）及びチョウ（鱗翅目）において一般的に見出される。
【００５８】
　殺虫耐性をコードし、１つ以上の毒素を発現する１つ以上の遺伝子を含む遺伝子組み換
え植物が知られており、それらのいくつかは商業的に入手可能である。このような植物の
例：ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素を発現するトウモロコシ品
種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒
素を発現するトウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標）（Ｃｒｙ
ＩＡ（ｂ）及び ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒素を発現するトウモロコシ品種）；Ｓｔａｒ
ｌｉｎｋ（登録商標）（Ｃｒｙ９（ｃ）毒素を発現するトウモロコシ品種）；Ｈｅｒｃｕ
ｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（ＣｒｙＩＦ（ａ２）毒素及び除草剤グルホシネートアンモニウ
ムに対する耐性を得るための酵素ホスフィノトリシン　Ｎ－アセチルトランスフェラーゼ
（ＰＡＴ）を発現するトウモロコシ品種）；ＮｕＣＯＴＮ ３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ
ＩＡ（ｃ）毒素を発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ Ｉ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（
ｃ）毒素を発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ ＩＩ（登録商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）
及びＣｒｙＩＩＡ（ｂ）毒素を発現する綿品種）；ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（ＶＩＰ毒
素を発現する綿品種）；ＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（ＣｒｙＩＩＩＡ毒素を発現するジ
ャガイモ品種）；Ｎａｔｕｒｅ－Ｇａｒｄ（登録商標）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）
ＧＴ Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１グリホサート－耐性形質）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登
録商標）ＣＢ Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１　アワノメイガ（ＣＢ）形質）及びＰｒｏ
ｔｅｃｔａ（登録商標）。
【００５９】
　このような遺伝子組み換え作物の更なる例：
【００６０】
　１．Ｂｔ１１トウモロコシ、Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ、Ｃｈｅｍｉｎ 
ｄｅ Ｉ’Ｈｏｂｉｔ ２７、Ｆ－３１ ７９０ Ｓｔ． Ｓａｕｖｅｕｒ、フランス、登録
番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断されたＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素の遺伝子組み換え発
現により、ヨーロピアン・アワノメイガ（オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ
　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）及びセサミア・ノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ ｎｏｎａｇ
ｒｉｏｉｄｅｓ））による攻撃に対して耐性を付与された遺伝子組み換えズィー・メイス
（Ｚｅａ ｍａｙｓ）。Ｂｔ１１トウモロコシは、酵素ＰＡＴも遺伝子組み換え的に発現
し、除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を得る。
【００６１】
　２．Ｂｔ１７６トウモロコシ、Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ、Ｃｈｅｍｉｎ
 ｄｅ Ｉ’Ｈｏｂｉｔ ２７、Ｆ－３１ ７９０ Ｓｔ． Ｓａｕｖｅｕｒ、フランス、登録
番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素の遺伝子組み換え発現により、
ヨーロピアン・アワノメイガ（オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉ
ｌａｌｉｓ）及びセサミア・ノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄ
ｅｓ））による攻撃に対して耐性を付与された遺伝子組み換えズィー・メイス（Ｚｅａ 
ｍａｙｓ）。Ｂｔ１７６トウモロコシは、酵素ＰＡＴも遺伝子組み換え的に発現し、除草
剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を得る。
【００６２】
　３．ＭＩＲ６０４トウモロコシ、Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳＣｈｅｍｉｎ
 ｄｅ Ｉ’Ｈｏｂｉｔ ２７、Ｆ－３１ ７９０ Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ、フランス、登録
番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾ＣｒｙＩＩＩＡ毒素の遺伝子組み換え発現により
、昆虫耐性が付与されたトウモロコシ。この毒素は、カテプシン－Ｄ－プロテアーゼ認識
配列の挿入により修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような遺伝子組み換えトウモ
ロコシの調製は、ＷＯ０３／０１８８１０に記載されている。
【００６３】
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　４．ＭＯＮ ８６３トウモロコシ Ｍｏｎｓａｎｔｏ Ｅｕｒｏｐｅ Ｓ．Ａ． ２７０－
２７２ Ａｖｅｎｕｅ ｄｅ Ｔｅｒｖｕｒｅｎ、Ｂ－１１５０　ブリュッセル、ベルギー
、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ ８６３は、ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）毒素を発現
し、特定の鞘翅類の昆虫に対して耐性を有する。
【００６４】
　５．ＩＰＣ ５３１綿、Ｍｏｎｓａｎｔｏ Ｅｕｒｏｐｅ Ｓ．Ａ．２７０－２７２ Ａｖ
ｅｎｕｅ ｄｅ Ｔｅｒｖｕｒｅｎ、Ｂ－１１５０ Ｂｒｕｓｓｅｌｓ、ベルギー、登録番
号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【００６５】
　６．１５０７トウモロコシ、Ｐｉｏｎｅｅｒ Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ、Ａｖｅｎｕｅ Ｔｅｄｅｓｃｏ、７ Ｂ－１１６０　ブリュッセル、ベルギー、登録番
号Ｃ／ＮＬ／００／１０。鱗翅目昆虫に対する耐性を得るためのタンパク質Ｃｒｙ１Ｆ及
び除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を得るためのＰＡＴタンパク質 の発
現のための遺伝子組み換えトウモロコシ。
【００６６】
　７．ＮＫ６０３×ＭＯＮ ８１０トウモロコシ、Ｍｏｎｓａｎｔｏ Ｅｕｒｏｐｅ Ｓ．
Ａ．２７０－２７２ Ａｖｅｎｕｅ ｄｅ Ｔｅｒｖｕｒｅｎ、Ｂ－１１５０ ブリュッセル
、ベルギー、登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝子組み換え品種ＮＫ６０３及び
ＭＯＮ ８１０を交雑することによる、従来通りに品種改良したハイブリッドトウモロコ
シから成る。ＮＫ６０３×ＭＯＮ ８１０トウモロコシは、組み替え的にタンパク質ＣＰ
４ ＥＰＳＰＳ（アグロバクテリウム種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ ｓｐ．）株ＣＰ４
から得、除草剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（登録商標）（グリホサートを含む）に対して耐性を付与
する）、及びＣｒｙｌＡ（ｂ）毒素（バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ） から得
、特定の鱗翅目（ヨーロピアン・アワノメイガを含む）に対する耐性をもたらす）を発現
する。
【００６７】
　昆虫耐性植物の遺伝子組み換え作物は、ＢＡＴＳにも記載されている（Ｚｅｎｔｒｕｍ
 ｆｕｒ Ｂｉｏｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ ｕｎｄ Ｎａｃｈｈａｌｔｉｇｋｅｉｔ，Ｚｅｎｔ
ｒｕｍ ＢＡＴＳ，Ｃｌａｒａｓｔｒａｓｓｅ １３、４０５８ Ｂａｓｅｌ、Ｓｗｉｔｚ
ｅｒｌａｎｄ）Ｒｅｐｏｒｔ ２００３（ｈｔｔｐ：／／ｂａｔｓ．ｃｈ）。
【００６８】
　「作物」という用語は、選択的作用を有する抗病原性物質、例えばいわゆる「病原性関
連タンパク質」（ＰＲＰ、例えばＥＰ－Ａ－Ｏ ３９２ ２２５を参照のこと）を合成する
ことができるように、組み換えＤＮＡ技術の使用により形質転換した作物も含むことが理
解されるべきである。このような抗病原性物質及びこのような抗病原性物質を合成するこ
とのできる遺伝子組み換え植物は、例えばＥＰ－Ａ－Ｏ ３９２ ２２５、ＷＯ９５／３３
８１８及びＥＰ－Ａ－Ｏ ３５３ １９１から知られている。このような遺伝子組み換え植
物を作り出す方法は一般的に当業者に知られており、例えば上記の刊行物中に記載されて
いる。
【００６９】
　このような遺伝子組み換え植物により発現することのできる抗病原性物質としては、例
えばイオンチャネルブロッカー、例えばナトリウム及びカルシウムチャネルのブロッカー
、例えばウイルスＫＰ１、ＫＰ４又はＫＰ６毒素；スチルベンシンターゼ；ビベンジルシ
ンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ；いわゆる「病原性関連タンパク質」（ＰＲＰ；例
えばＥＰ－Ａ－０ ３９２ ２２５を参照のこと）；微生物により産生される抗病原性物質
、例えばペプチド抗生物質又は複素環抗生物質（例えば、ＷＯ９５／３３８１８を参照の
こと）又は植物病原体防御に関連するタンパク質若しくはポリペプチド因子（ＷＯ０３／
０００９０６に記載されている、いわゆる「植物病害耐性遺伝子」）が挙げられる。
【００７０】
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　本発明の活性成分のための他の示唆領域は、衛生部門における保管した生成物の保護、
物質の貯蔵、特に当該タイプの害虫に対する家畜（ｄｏｍｅｓｔｉｃ ａｎｉｍａｌ）及
び家畜（ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ）の保護である。
【００７１】
　従って、本発明は、農薬組成物、例えば乳化可能な濃縮、懸濁濃縮物、直接的に噴霧可
能な又は希釈可能な溶液、広げることのできるペースト、希薄エマルジョン、溶解性粉末
、分散可能性粉末、水和剤、ダスト（ｄｕｓｔ）、顆粒又はポリマー物質中の封入体にも
関し、それらは少なくとも１つの本発明の活性成分を含んで成り、意図した目的及び現状
に適するように選択されるべきである。
【００７２】
　これらの組成物において、活性成分は純粋な形態で用いられる。例えば特定の粒径の固
体活性成分、又は好ましくは製剤の分野において通常用いられる助剤、例えば増量剤、例
えば溶媒又は固体担体、或いは例えば界面活性化合物（界面活性剤）の少なくとも１つと
一緒の固体活性成分である。
【００７３】
　適切な溶媒の例：非水素化又は部分的に水素化された芳香族炭化水素、好ましくは画分
Ｃ8～Ｃ12のアルキルベンゼン、例えばキシレン混合物、アルキル化ナフタレン又はテト
ラヒドロナフタレン、脂肪族又は脂環式炭化水素、例えばパラフィン又はシクロヘキサン
、アルコール、例えばアルコール、プロパノール又はブタノール、グリコール及びそれら
のエーテル及びエステル、例えばプロピレングリコール、ジプロピレングリコールエーテ
ル、エチレングリコール又はエチレングリコールモノメチルエーテル又はエチレングリコ
ールモノメチルエーテル、ケトン、例えばシクロヘキサン、イソホロン又はジアセトンア
ルコール、強い極性溶媒、例えばＮ－メチルピロリド－２－オン、ジメチルスルホキシド
又はＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、水、非エポキシ化又はエポキシ化植物油、例えば非
エポキシ化又はエポキシ化ナタネ、キャスター、ココナッツ又はダイズ油、及びシリコー
ン油。
【００７４】
　例えばダスト及び分散可能な粉末に対して用いられる固体担体は、一般に粉末の天然鉱
物、例えば方解石、タルク、カオリン、モントモリロナイト又はアタパルジャイトである
。物理的特性を改善するために、高度に分散したシリカ又は高度に分散した吸着ポリマー
を添加することも可能である。適切な微粒子吸着担体は、多孔性タイプ、例えば軽石、レ
ンガ砂粒、海泡石又はベントナイトであり、適切な非選択的担体物質は方解石又は砂であ
る。更に、無機的又は有機的性質の多くの粒状物質、特にドロマイト又は粉砕した植物残
渣を用いることができる。
【００７５】
　適切な界面活性化合物は、製剤する活性成分のタイプに依存して、優れた乳化、分散及
び湿潤特性を有する、非イオン性、陽イオン性及び／又は陰イオン性の界面活性剤又は界
面活性剤混合物である。下記の界面活性剤は、例として考慮されるだけである；製剤の分
野で通常用いられ、本発明に適した多くの更なる界面活性剤は、関連文献に記載されてい
る。
【００７６】
　適切な非イオン性界面活性剤は、特に（脂環式）脂肪族炭化水素基中に約３～約３０の
グリコールエーテル基及び約８～約２０の炭素原子を含み、或いはアルキルフェノールの
アルキル部分に約６～約１８の炭素原子を含み得る、脂肪族若しくは脂環式アルコール、
飽和若しくは非飽和脂肪酸又はアルキルフェノールのポリグリコールエーテル誘導体であ
る。アルキル鎖中に１～約１０の炭素原子及び約２０～約２５０のエチレングリコールエ
ーテル基及び約１０～約１００のプロピレングリコールエーテル基を有する、ポリプロピ
レングリコール、エチレンジアミノポリプロピレングリコール又はアルキルポリプロピレ
ングリコールとの水溶性ポリエチレン酸化物付加化合物も適切である。通常、上記の化合
物は、プロピレングリコール単位あたり約５個のエチレングリコール単位を含む。言及す
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ることのできる例は、ノニルフェノキシポリエトキシエタノール、ヒマシ油ポリグリコー
ルエーテル、ポリプロピレングリコール／ポリエチレン酸化物付加化合物、トリブチルフ
ェノキシポリエトキシエタノール、ポリエチレングリコール又はオクチルフェノキシポリ
エトキシエタノールである。ポリオキシエチレンソルビタンの脂肪酸エステル、例えばポ
リオキシエチレンソルビタン三オレイン酸塩も適切である。
【００７７】
　陽イオン性界面活性剤は特に、一般的に置換基として約８～約２２のＣ原子の少なくと
も１つのアルキル基を、更なる置換基として（非ハロゲン化又はハロゲン化）低級アルキ
ル又はヒドロキシアルキル又はベンジル基を有する四級アンモニウム塩である。塩は、好
ましくはハロゲン化物、メチル硫酸塩又はエチル硫酸塩の形態である。例は、ステアリル
トリメチルアンモニウム塩化物及びベンジルビス（２－クロロエチル）エチル－アンモニ
ウム臭化物である。
【００７８】
　適切な陰イオン性界面活性剤の例は、水溶性せっけん又は水溶性合成界面活性化合物で
ある。適切なせっけんの例は、約１０～約２２のＣ原子を有する脂肪酸のアルカリ、アル
カリ土類又は（非置換又は置換）アンモニウム塩であり、例えばオレイン酸若しくはステ
アリン酸、又は例えばココナッツ若しくはトール油から得られる天然の脂肪酸混合物のナ
トリウム若しくはカリウム塩である；言及は、脂肪酸メチルタウレート（ｔａｕｒａｔｅ
）に関してもなされなければならない。しかし、合成界面活性剤はより頻繁に用いられ、
特に脂肪スルホン酸塩、脂肪硫酸塩、硫酸ベンズイミダゾール誘導体又はアルキルアリー
ルスルホン酸塩が用いられる。一般に、脂肪スルホン酸塩及び脂肪硫酸塩は、アルカリ、
アルカリ土類又は（置換又は非置換）アンモニウム塩として存在し、それらは一般的に約
８～約２２のＣ原子のアルキル基を有し、アルキルはアシル基のアルキル部分を含むこと
も理解されるべきである；言及することのできる例は、リグノスルホン酸、ドデシル硫酸
エステル又は天然の脂肪酸から調製される脂肪アルコール硫酸塩混合物のナトリウム又は
カルシウム塩である。この群は、硫酸エステルの塩及び脂肪アルコール／エチレン酸化物
付加化合物のスルホン酸も含む。スルホン化ベンズイミダゾール誘導体は、好ましくは２
つのスルホニル基及び約８～約２２のＣ原子の脂肪酸基を含む。アルキルアリールスルホ
ン酸塩の例は、ドデシルベンゼンスルホン酸、ジブチルナフタレンスルホン酸又はナフタ
レンスルホン酸／ホルムアルデヒド凝集物のナトリウム、カルシウム又はトリエタノール
アンモニウム塩である。更に、適切なリン酸塩、例えばｐ－ノニルフェノール／（４－１
４）エチレン酸化物付加化合物のリン酸エステルの塩、又はリン脂質も可能である。
【００７９】
　一般的に、組成物は、０．１～９９％、特に０．１～９５％の活性成分、１～９９．９
％、特に５～９９．９％の少なくとも１つの固体又は液体アジュバントを含んでなり、一
般に組成物の０～２５％、特に０．１～２０％が界面活性剤であることができる（％は、
各場合において重量パーセントを意味する）。濃縮組成物は商品に好ましい傾向があると
同時に、一般に最終消費者は実質的に低濃度の活性成分を含む希釈組成物を用いる。好ま
しい組成物は、特に以下のように構成される（％＝重量パーセント）：
【００８０】
【表１】

【００８１】
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【表２】

【００８２】
【表３】

【００８３】
【表４】

【００８４】
【表５】

【００８５】
　他の殺虫又は殺ダニ活性成分を添加することにより、本発明の組成物の活性を大幅に広
げ、現状に適合させることができる。ここでの活性成分の適切な添加は、例えば代表的な
以下のクラスの活性成分である：有機リン化合物、ニトロフェノール誘導体、チオ尿素、
幼若ホルモン、ホルムアミド、ベンゾフェノン誘導体、尿素、ピロール誘導体、カーバメ
ート、ピレスロイド、塩素化炭化水素、アシル尿素、ピリジルメチレンアミノ誘導体、マ
クロライド、ネオニコチノイド及びバチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）調製物。
【００８６】
　式Ｉの化合物に特に適した混合パートナーの例は、グループＭから選択される以下の化
合物を含む：
【００８７】
　石油（代替名）（６２８）から成る物質の群から選択されるアジュバント、
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　１，１－ビス（４－クロロ－フェニル）－２－エトキシエタノール（ＩＵＰＡＣ名）（
９１０）、２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホン酸塩（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブ
ストラクトネーム）（１０５９）、２－フルオロ－Ｎ－メチル－Ｎ－１－ナフチルアセト
アミド（ＩＵＰＡＣ名）（１２９５）、４－クロロフェニルフェニルスルホン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９８１）、アバメクチン（１）、アセキノシル（３）、アセトプロール［ＣＣＮ
］、アクリナトリン（９）、アルジカルブ（１６）、アルドキシカルブ（８６３）、アル
ファ－シペルメトリン（２０２）、アミジチオン（ａｍｉｄｉｔｈｉｏｎ）（８７０）、
アミドフルメト［ＣＣＮ］、アミドチオエート（８７２）、アミトン（８７５）、シュウ
酸水素アミトン（８７５）、アミトラズ（２４）、アラマイト（８８１）、亜ヒ酸（８８
２）、ＡＶＩ３８２（化合物コード）、ＡＺ６０５４１（化合物コード）、アジンホス－
エチル（４４）、アジンホス－メチル（４５）、アゾベンゼン（ＩＵＰＡＣ名）（８８８
）、アゾシクロチン（４６）、アゾトエート（ａｚｏｔｈｏａｔｅ）（８８９）、ベノミ
ル（６２）、ベノキサ（ｂｅｎｏｘａ）－ホス（ｆｏｓ）（代替名）［ＣＣＮ］、ベンゾ
キシメート（７１）、安息香酸ベンジル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］、ビフェナゼート（
７４）、ビフェントリン（７６）、ビナパクリル（９０７）、ブロフェンバレレート（ｂ
ｒｏｆｅｎｖａｌｅｒａｔｅ）（代替名）、ブロモ－シクレン（９１８）、ブロモホス（
９２０）、ブロモホス－エチル（９２１）、ブロモプロピレート（９４）、ブプロフェジ
ン（９９）、ブトカルボキシ（１０３）、ブトキシカルボキシム（１０４）、ブチルピリ
ダベン（代替名）、カルシウムポリスルフィド（ＩＵＰＡＣ名）（１１１）、カンフェク
ロル（９４１）、カーバノレート（９４３）、カルバリル（１１５）、カルボフラン（１
１８）、カルボフェノチオン（９４７）、ＣＧＡ５０’４３９（ディベロップメントコー
ド（ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｃｏｄｅ））（１２５）、チオ（ｃｈｉｎｏ）－メチオナ
ット（ｍｅｔｈｉｏｎａｔ）（１２６）、クロルベンシド（９５９）、クロロジメフォル
ム（９６４）、クロルジメホルム塩酸塩（９６４）、クロルフェナピル（１３０）、クロ
ルフェネトール（９６８）、クロルフェンソン（９７０）、クロルフェンスルフィド（ｃ
ｈｌｏｒｆｅｎｓｕｌｐｈｉｄｅ）（９７１）、クロルフェンビンホス（１３１）、クロ
ルベンジレート（９７５）、クロルメブホルム（ｃｈｌｏｒｏｍｅｂｕｆｏｒｍ）（９７
７）、クロロメチウロン（ｃｈｌｏｒｏｍｅｔｈｉｕｒｏｎ）（９７８）、クロロプロピ
レート（９８３）、クロルピリホス（１４５）、クロルピリホス－メチル（１４６）、ク
ロルチオホス（９９４）、シネリンＩ（６９６）、シネリンＩｌ（６９６）、シネリンス
（６９６）、クロフェンテジン（１５８）、クロサンテル（代替名）［ＣＣＮ］、クマホ
ス（１７４）、クロタミトン（代替名）［ＣＣＮ］、クロトキシホス（１０１０）、クフ
ラネブ（１０１３）、シアントエート（ｃｙａｎｔｈｏａｔｅ）（１０２０）、シフルメ
トフェン（ＣＡＳ登録番号：４００８８２－０７－７）、シハロトリン（１９６）、シヘ
キサチン（１９９）、シペルメトリン（２０１）、ＤＣＰＭ（１０３２）、ＤＤＴ（２１
９）、デメフィオン（１０３７）、デメフィオン－Ｏ（１０３７）、デメフィオン－Ｓ（
１０３７）、ジメトン（１０３８）、ジメトン－メチル（２２４）、ジメトン－O（１０
３８）、ジメトン－Ｏ－メチル（２２４）、ジメトン－Ｓ（１０３８）、ジメトン－Ｓ－
メチル（２２４）、ジメトン－Ｓ－メチルスルホン（１０３９）、ジアフェンチウロン（
２２６）、ジアリホス（１０４２）、ジアジノン（２２７）、ジクロフルアニド（２３０
）、ジクロルボス（２３６）、ジクロホス（代替名）、ジコホル（２４２）、ジクロトホ
ス（２４３）、ジエノクロル（１０７１）、ジメホックス（１０８１）、ジメトエ－ト（
２６２）、ジナクチン（代替名）（６５３）、ジネクス（１０８９）、ジネクス－ジクレ
キシン（ｄｉｃｌｅｘｉｎｅ）（１０８９）、ジノブトン（２６９）、ジノカップ（２７
０）、ジノカップ－４［ＣＣＮ］、ジノカップ－６［ＣＣＮ］、ジノクトン（１０９０）
、ジノペントン（ｄｉｎｏｐｅｎｔｏｎ）（１０９２）、ジノスルホン（ｄｉｎｏｓｕｌ
ｆｏｎ）（１０９７）、ジノテルボン（ｄｉｎｏｔｅｒｂｏｎ）（１０９８）、ジオキサ
チオン（１１０２）、ジフェニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（１１０３）、ジスルフィラ
ム（代替名）［ＣＣＮ］、ジスルホトン（２７８）、ＤＮＯＣ（２８２）、ドフェナピン
（ｄｏｆｅｎａｐｙｎ）（１１１３）、ドラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、エンドスル
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ファン（２９４）、エンドチオン（１１２１）、ＥＰＮ（２９７）、エプリノメクチン（
代替名）［ＣＣＮ］、エチオン（３０９）、エトエート－メチル（１１３４）、エトキサ
ゾール（３２０）、エトリムホス（１１４２）、フェナザフロール（１１４７）、フェナ
ザキン（３２８）、酸化フェンブタスズ（３３０）、フェノチオカルブ（３３７）、フェ
ンプロパトリン（３４２）、フェンピラド（代替名）、フェンピロキシメート（３４５）
、フェンソン（１１５７）、フェントリファニル（ｆｅｎｔｒｉｆａｎｉｌ）（１１６１
）、フェンバレレ－ト（３４９）、フィプロニル（３５４）、フルアクリピリム（３６０
）、フルアズロン（１１６６）、フルベンジミン（１１６７）、フルシクロクスロン（３
６６）、フルシトリネート（３６７）、フルエネチル（ｆｌｕｅｎｅｔｉｌ）（１１６９
）、フルフェノクススロン（３７０）、フルメトリン（３７２）、フルオルベンシド（ｆ
ｌｕｏｒｂｅｎｓｉｄｅ）（１１７４）、フルバリネート（１１８４）、ＦＭＣ１１３７
（ディベロップメントコード）（１１８５）、ホルメタネート（４０５）、ホルメタネー
ト塩酸塩（４０５）、ホルモチオン（１１９２）、ホルパラネート（ｆｏｒｍｐａｒａｎ
ａｔｅ）（１１９３）、ガンマ－ＨＣＨ（４３０）、グリオジン（１２０５）、ハルフェ
ンプロックス（４２４）、ヘプテノホス（４３２）、ヘキサデシルシクロプロパンカルボ
ン酸塩（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）（１２１６）、ヘキシチアゾック
ス（４４１）、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）、イソカルボホス（代替名）（
４７３）、イソプロピル Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸塩（ＩＵＰ
ＡＣ名）（４７３）、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ジャスンモリン（ジャスモ
リン）Ｉ（６９６）、ジャスンモリンＩＩ（６９６）、ジョドフェンホス（ｊｏｄｆｅｎ
ｐｈｏｓ）（１２４８）、リンデン（４３０）、ルフェヌロン（４９０）、マラチオン（
４９２）、マロノベン（ｍａｌｏｎｏｂｅｎ）（１２５４）、メカルバム（５０２）、メ
ホスホラン（１２６１）、メスルフェン（代替名）［ＣＣＮ］、メタクリホス（１２６６
）、メタミドホス（５２７）、メチダチオン（５２９）、メチオカルブ（５３０）、メソ
ミル（５３１）－メチル臭化物（５３７）、メトルカルブ（５５０）、メビンホス（５５
６）、メキサカルベート（ｍｅｘａｃａｒｂａｔｅ）（１２９０）、ミルベメクチン（５
５７）、ミルベマイシンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］、ミパホックス（１２９３）、モ
ノクロトホス（５６１）、モルホチオン（ｍｏｒｐｈｏｔｈｉｏｎ）（１３００）、モキ
シデクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ナレッド（５６７）、ＮＣ－１８４（化合物コード）
、ＮＣ－５１２（化合物コード）、ニフルリジド（ｎｉｆｌｕｒｉｄｉｄｅ）（１３０９
）、ニッコ－マイシン（代替名）［ＣＣＮ］、ニトリラカルブ（ｎｉｔｒｉｌａｃａｒｂ
）（１３１３）、ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛複合体（１３１３）、ＮＮＩ－０１０１
（化合物コード）、ＮＮＩ－０２５０（化合物コード）、オメトエート（５９４）、オキ
サミル（６０２）、オキシデプロホス（１３２４）、オキシジスルホトン（１３２５）、
ｐｐ’－ＤＤＴ（２１９）、パラチオン（６１５）、ペルメトリン（６２６）、石油（代
替名）（６２８）、フェンカプトン（１３３０）、フェントエート（６３１）、ホレート
（６３６）、ホサロン（６３７）、ホスホラン（１３３８）、ホスメット（６３８）、ホ
スファミドン（６３９）、ホキシム（６４２）、ピリミホス－メチル（６５２）、ポリク
ロロテルペン（従来の名前）（１３４７）、ポリナクチン（代替名）（６５３）、プロク
ロノール（１３５０）、プロフェノホス（６６２）、プロマシル（１３５４）、プロパル
ギット（６７１）、プロペタンホス（６７３）、プロポキスル（６７８）、プロチアダチ
オン（ｐｒｏｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）（１３６０）、プロトエート（１３６２）、ピレト
リン　I（６９６）、ピレトリン ＩＩ（６９６）、ピレトリン（６９６）、ピリダベン（
６９９）、ピリミジフェン（７０１）、ピリミジフェン（７０６）、ピリミタート（１３
７０）、キナルホス（７１１）、キンチオホス（１３８１）、Ｒ－１４９２（ディベロッ
プメントコード）（１３８２）、ＲＡ－１７（ディベロップメントコード）（１３８３）
、ロテノン（７２２）、シュラーダン（１３８９）、セブホス（ｓｅｂｕｆｏｓ）（代替
名）、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ＳＩ－０００９（化合物コード）、ソファミ
ド（ｓｏｐｈａｍｉｄｅ）（１４０２）、スピロジクロフェン（７３８）、スピロメシフ
ェン（７３９）、ＳＳＩ－１２１（ディベロップメントコード）（１４０４）、スルフィ
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ラム（代替名）［ＣＣＮ］、スルフラミド（ｓｕｌｆｌｕｒａｍｉｄ）（７５０）、スル
ホテップ（７５３）、硫黄（７５４）、ＳＺＩ－１２１（ディベロップメントコード）（
７５７）、タウ－フルバリネート（３９８）、テブフェンピラド（７６３）、ＴＥＰＰ（
１４１７）、タ－バム（代替名）、テトラクロルビンホス（７７７）、テトラジホン（７
８６）、テトラネクチン（代替名）（６５３）、テトラネクチン（１４２５）、チアフェ
ノクス（ｔｈｉａｆｅｎｏｘ）（代替名）、チオカルボキシム（ｔｈｉｏｃａｒｂｏｘｉ
ｍｅ）（１４３１）、チオファノックス（８００）、チオメトン（８０１）、チオキノク
ス（ｔｈｉｏｑｕｉｎｏｘ）（１４３６）、チュリンジエンシン（ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、トリアミホス（１４４１）、トリアラテン（ｔｒｉａｒ
ａｔｈｅｎｅ）（１４４３）、トリアゾホス（８２０）、トリアズロン（ｔｒｉａｚｕｒ
ｏｎ）（代替名）、トリクロルホン（８２４）、トリフェンホス（ｔｒｉｆｅｎｏｆｏｓ
）（１４５５）、トリアクチン（ｔｒｉｎａｃｔｉｎ）（代替名）（６５３）、バミドチ
オン（８４７）、バニリプロール（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）［ＣＣＮ］ 及びＹＩ－５
３０２（化合物コード）、から成る物質の群から選択されるダニ駆除剤、
　ベトキサジン［ＣＣＮ］、銅ジオクタノエート（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）、硫酸銅（
１７２）、シブトリン（ｃｙｂｕｔｒｙｎｅ）［ＣＣＮ］、ジクロン（１０５２）、ジク
ロロフェン（２３２）、エンドタール（２９５）、トリフェニルスズ（３４７）、消石灰
［ＣＣＮ］、ナーバム（５６６）、キノクラミン（７１４）、キノナミド（１３７９）、
シマジン（７３０）、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）及び水酸化トリ
フェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）から成る物質の群から選択される殺藻剤、
　アバメクチン（１）、クルホメート（１０１１）、ドラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］
、エマメクチン（２９１）、エマメクチン安息香酸塩（２９１）、エプリノメクチン（代
替名）［ＣＣＮ］、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ミルベマイシンオキシム（代
替名）［ＣＣＮ］、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ピペラジン［ＣＣＮ］、セラ
メクチン（代替名）［ＣＣＮ］、スピノサド（７３７）及びチオファネート（１４３５）
から成る物質の群から選択される駆虫剤、
　クロラロース（１２７）、エンドリン（１１２２）、フェンチオン（３４６）、ピリジ
ン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）及びストリキニーネ（７４５）から成る物質の
群から選択される殺鳥剤、
　１－ヒドロキシ－１Ｈ－ピリジン－２－チオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２２）、４－（
キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）、
８－ヒドロキシキノリン硫酸塩（４４６）、ブロノポール（９７）、銅ジオクタノエート
（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）、水酸化銅（ＩＵＰＡＣ名）（１６９）、クレゾール［ＣＣ
Ｎ］、ジクロロフェン（２３２）、ジピリチオン（１１０５）、ドジシン（ｄｏｄｉｃｉ
ｎ）（１１１２）、フェナミノスルフ（１１４４）、ホルムアルデヒド（４０４）、ヒド
ラルガフェン（代替名）［ＣＣＮ］、カスガマイシン（４８３）、塩酸カスガマイシン水
和物（４８３）、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）（ＩＵＰＡＣ名）（１３
０８）、二トラピリン（ｎｉｔｒａｐｙｒｉｎ）（５８０）、オクチリノン（５９０）、
オキソリン酸（６０６）、オキシテトラサイクリン（６１１）、カリウムオキシキノリン
硫酸塩（４４６）、プロベナゾール（６５８）、ストレプトマイシン（７４４）、二硫酸
ストレプトマイシン（７４４）、テクロフタラム（７６６）及びチメロサール（代替名）
［ＣＣＮ］から成る物質の群から選択される殺菌剤、
　アドクソフィエス・オラナ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎ）ＧＶ（代替名）（１２
）、アグロバクテウム・ラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｈｕｍ　ｒａｄｉｏｂａｃ
ｔｅｒ）（代替名）（１３）、アムブリセイウス種（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｓｐｐ．）
（代替名）（１９）、アナグラファ・ファルシフェラ（Ａｎａｇｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉ
ｆｅｒａ）ＮＰＶ（代替名）（２８）、アナグラス・アトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏ
ｍｕｓ）（代替名）（２９）、アフェリナ・アブドミナリス（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂ
ｄｏｍｉｎａｌｉｓ）（代替名）（３３）、アフィジウス・コレマニ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ
　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（代替名）（３４）、アフィドレテス・アフィジミザ（Ａｐｈｉｄ
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ｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（代替名）（３５）、オートグラファ・カリホル
ニア（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）ＮＰＶ（代替名）（３８）、バ
チルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）（代替名）（４８）、バチルス
・スパエリカス・ネイデ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）（学
名）（４９）、バチルス・チューリンゲンシス・ベルリナー（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）（学名）（５１）、バチルス・チューリンゲ
ンシス亜種アイザワ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ ｓｕｂｓｐ．　
ａｉｚａｗａｉ）（学名）（５１）、バチルス・チューリンゲンシス亜種イスラエレンシ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ ｓｕｂｓｐ．　ｉｓｒａｅｌｅｎ
ｓｉｓ）（学名）（５１）、バチルス・チューリンゲンシス亜種ジャポネンシス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（学
名）（５１）、バチルス・チューリンゲンシス亜種クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ ｓｕｂｓｐ． ｋｕｒｓｔａｋｉ）（学名）（５１）、バチルス
・チューリンゲンシス亜種テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（学名）（５１）、ベアウベリア・バシ
アナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）（代替名）（５３）、ベアウベリア・ブ
ロングニアルチ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（代替名）（５４）
、クリソペルラ・カルネア（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（代替名）（１５
１）、クリプトラエムス・モントロウジエリ（Ｃｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏ
ｕｚｉｅｒｉ）（代替名）（１７８）、シディア・ポモネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅ
ｌｌａ）ＧＶ（代替名）（１９１）、ダクヌサ・シビリカ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒ
ｉｃａ）（代替名）（２１２）、ジグリファス・イサエア（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａ
ｅａ）（代替名）（２５４）、エンカルシア・ホルモサ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏ
ｓａ）（学名）（２９３）、エレトモセルス・エレミカス（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅ
ｒｅｍｉｃｕｓ）（代替名）（３００）、ヘリコベルパ・ジア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ
　ｚｅａ）ＮＰＶ（代替名）（４３１）、ヘテロラブジチス・バクテリオフォラ（Ｈｅｔ
ｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）及びＨ．メジディス（ｍｅｇ
ｉｄｉｓ）（代替名）（４３３）、ヒポダミア・コンベルゲンス（Ｈｉｐｐｏｄａｍｉａ
　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）（代替名）（４４２）、レプトマスティクス・ダクチロピ（Ｌ
ｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｄａｃｔｙｌｏｐｉｉ）（代替名）（４８８）、マルコロファス
・カリジノサス（Ｍａｃｒｏｌｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（代替名）（４９
１）、マメストラ・ブラシカ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）ＮＰＶ（代替名
）（４９４）、メタフィカス・ヘルボラス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）
（代替名）（５２２）、メタリジム・アニソプリエ品種アクリダム（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉ
ｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．　ａｃｒｉｄｕｍ）（学名）（５２３）、メタリ
ジム・アニソプリエ品種アニソプリエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ
　ｖａｒ．　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）（学名）（５２３）、ネオジプリオン・セルチフェ
ル（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ）ＮＰＶ及びＮ．レコンテイ（ｌｅｃｏｎ
ｔｅｉ）ＮＰＶ（代替名）（５７５）、オリウス種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）
（５９６）、パエシロマイセス・フモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏ
ｓｏｒｏｓｅｕｓ）（代替名）（６１３）、フィトセイウラス・ぺるシミリス（Ｐｈｙｔ
ｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）（代替名）（６４４）、スポデプテラ・エキ
シグア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）マルチキャプシド核多角体病ウイルス（
学名）（７４１）、ステイネルネマ・ビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂｉｏ
ｎｉｓ）（代替名）（７４２）、ステイネルネマ・カルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅ
ｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）（代替名）（７４２）、ステイネルネマ・フェルチアエ
（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（代替名）（７４２）、ステイネルネマ・
グラセリ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（代替名）（７４２）、ステイネ
ルネマ・リオブラベ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（代替名）（７４２
）、ステイネルネマ・リオブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ）（
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代替名）（７４２）、ステイネルネマ・スカプテリスシ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃ
ａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（代替名）（７４２）、ステイネルネマ種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍ
ａ　ｓｐｐ．）（代替名）（７４２）、トリコグラマ種（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｓ
ｐｐ．）（代替名）（８２６）、チフロドロマス・オクシデンタリス（Ｔｙｐｈｌｏｄｒ
ｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（代替名）（８４４）及びベルチシリウム・レカ
ニ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（代替名）（８４８）から成る物質の
群から選択される生物剤、
　ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）及び臭化メチル（５３７）から成る物質の群
から選択される土壌滅菌剤、
　アフォレイト［ＣＣＮ］、ビサジル（ｂｉｓａｚｉｒ）（代替名）［ＣＣＮ］、ブスル
ファン（代替名）［ＣＣＮ］、ジフルベンズロン（２５０）、ジマチフ（ｄｉｍａｔｉｆ
）（代替名）［ＣＣＮ］、ヘメル（ｈｅｍｅｌ）［ＣＣＮ］、ヘンパ（ｈｅｍｐａ）［Ｃ
ＣＮ］、メテパ［ＣＣＮ］、メチオテパ（ｍｅｔｈｉｏｔｅｐａ）［ＣＣＮ］、メチルア
フォレイト［ＣＣＮ］、モルジド（ｍｏｒｚｉｄ）［ＣＣＮ］、ペンフルロン（ｐｅｎｆ
ｌｕｒｏｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、テパ（ｔｅｐａ）［ＣＣＮ］、チオケムパ（ｔｈｉ
ｏｈｅｍｐａ）（代替名）［ＣＣＮ］、チオテパ（代替名）［ＣＣＮ］、トレトアミン（
ｔｒｅｔａｍｉｎｅ）（代替名）［ＣＣＮ］及びウレデパ（ｕｒｅｄｅｐａ）（代替名）
［ＣＣＮ］から成る物質の群から選択される妊化剤、
　（Ｅ）－デカ－５－エン－１オールとの（Ｅ）－デカ（ｄｅｃ）－５－エン－１－イル
酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（２２２）、（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イル酢酸塩（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（８２９）、（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オール（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（５４１）、（Ｅ，Ｚ）－テトラデカ－４，１０－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵ
ＰＡＣ名）（７７９）、（２）－ドデカ－７－エン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（
２８５）、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル（ｅｎａｌ）（ＩＵＰＡＣ名）（４３６）
、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（４３７）、（Ｚ
）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン（ｙｎ）－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（
４３８）、（Ｚ）－イコス（ｉｃｏｓ）－１３－エン－１０－オン（ＩＵＰＡＣ名）（４
４８）、（Ｚ）－テトラデカ－７－エン－１－アル（ａｌ）（ＩＵＰＡＣ名）（７８２）
、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール（ＩＵＰＡＣ名）（７８３）、（Ｚ）－テ
トラデカ－９－エン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（７８４）、（７Ｅ，９Ｚ）－ド
デカ－７，９－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（２８３）、（９Ｚ，１１Ｅ）
－テトラデカ－９，１１－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（７８０）、（９Ｚ
，１２Ｅ）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（７８１
）、１４－メチルオクタデカ－１－エン（ｅｎｅ）（ＩＵＰＡＣ名）（５４５）、４－メ
チルノナン－５－オンとの４－メチルノナン－５－オール（ＩＵＰＡＣ名）（５４４）、
アルファ－マルチストリアチン（ｍｕｌｔｉｓｔｒｉａｔｉｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、
ブレビコミン（代替名）［ＣＣＮ］、コデレルレ（ｃｏｄｌｅｌｕｒｅ）（代替名）［Ｃ
ＣＮ］、コドレモン（ｃｏｄｌｅｍｏｎｅ）（代替名）（１６７）、クエルレ（ｃｕｅｌ
ｕｒｅ）（代替名）（１７９）、ジスパルレ（ｄｉｓｐａｒｌｕｒｅ）（２７７）、ドデ
カ－８－エン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（２８６）、ドデカ－９－エン－１－イ
ル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（２８７）、ドデカ－８，１０－ジエン－１－イル酢酸塩（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（２８４）、ドミニカルレ（ｄｏｍｉｎｉｃａｌｕｒｅ）（代替名）［ＣＣ
Ｎ］、エチル ４－オクタン酸メチル（ＩＵＰＡＣ名）（３１７）、オイゲノール（代替
名）［ＣＣＮ］、フロンタリン（代替名）［ＣＣＮ］、ゴシプルレ（ｇｏｓｓｙｐｌｕｒ
ｅ）（代替名）（４２０）、グランドプルレ（ｇｒａｎｄｌｕｒｅ）（４２１）、グラン
ドプルレＩ（代替名）（４２１）、グランドプルレＩＩ（代替名）（４２１）、グランド
プルレＩＩＩ（代替名）（４２１）、グランドプルレＩＶ（代替名）（４２１）、ヘキサ
ルレ（ｈｅｘａｌｕｒｅ）［ＣＣＮ］、イプスジエノール（代替名）［ＣＣＮ］、イプセ
ノール（ｉｐｓｅｎｏｌ）（代替名）［ＣＣＮ］、ジャポニルレ（ｊａｐｏｎｉｌｕｒｅ
）（代替名）（４８１）、リネアチン（ｌｉｎｅａｔｉｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、リト
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ルレ（代替名）［ＣＣＮ］、ループルレ（ｌｏｏｐｌｕｒｅ）（代替名）［ＣＣＮ］、メ
ドルレ（ｍｅｄｌｕｒｅ）［ＣＣＮ］、メガトモイクアシッド（ｍｅｇａｔｏｍｏｉｃ 
ａｃｉｄ）（代替名）［ＣＣＮ］、メチルオイゲノール（代替名）（５４０）、ムスカル
レ（５６３）、オクタデカ－２，１３－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（５８
８）、オクタデカ－３，１３－ジエン－１－イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（５８９）、オ
ルフラルレ（ｏｒｆｒａｌｕｒｅ）（代替名）［ＣＣＮ］、オリクタルレ（ｏｒｙｃｔａ
ｌｕｒｅ）（代替名）（３１７）、オストラモネ（ｏｓｔｒａｍｏｎｅ）（代替名）［Ｃ
ＣＮ］、シグルレ（ｓｉｇｌｕｒｅ）［ＣＣＮ］、ソルジジン（ｓｏｒｄｉｄｉｎ）（代
替名）（７３６）、スルカトール（代替名）［ＣＣＮ］、テトラデカ－１１－エン－１－
イル酢酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（７８５）、トリメドルレ（８３９）、トリメドルレＡ（代
替名）（８３９）、トリメドルレＢ１（代替名）（８３９）、トリメドルレＢ２（代替名
）（８３９）、トリメドルレＣ（代替名）（８３９）及びトランク－コール（ｔｒｕｎｃ
－ｃａｌｌ）（代替名）［ＣＣＮ］から成る物質の群から選択される昆虫フェロモン、
　２－（オクチルチオ）－エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（５９１）、ブトピロノキシル（
ｂｕｔｏｐｙｒｏｎｏｘｙｌ）（９３３）、ブトキシ（ポリプロピレングリコール）（９
３６）、アジピン酸ジブチル（ＩＵＰＡＣ名）（１０４６）、フタル酸ジブチル（１０４
７）、コハク酸ジブチル（ＩＵＰＡＣ名）（１０４８）、ジエチルトルアミド［ＣＣＮ］
、ジメチルカルベート（ｃａｒｂａｔｅ）［ＣＣＮ］、フタル酸ジメチル［ＣＣＮ］、エ
チルヘキサンジオール（１１３７）、ヘキサミド［ＣＣＮ］、メトキン（ｍｅｔｈｏｑｕ
ｉｎ）－ブチル（１２７６）、メチルネオデカナミド（ｍｅｔｈｙｌｎｅｏｄｅｃａｎａ
ｍｉｄｅ）［ＣＣＮ］、オキサメート［ＣＣＮ］及びピカリジン［ＣＣＮ］から成る物質
の群から選択される防虫剤、
　１，１－ジクロロ－１－ニトロエタン（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）
（１０５８）、１，１－ジクロロ－２，２－ビス（４－エチルフェニル）－エタン（ＩＵ
ＰＡＣ名）（１０５６）、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラ
クトネーム）（１０６２）、１，３－ジクロロプロペンとの１，２－ジクロロプロパンＩ
ＵＰＡＣ名）（１０６３）、１－ブロモ－２－クロロエタン（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブ
ストラクトネーム）（９１６）、２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロ－フ
ェニル）酢酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）（１４５１）、２，２－ジクロロビニル ２－エチ
ルスルフィニルエチル－メチルリン酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０６６）、２－（１，３－
ジチオラン－２－イル）フェニルジメチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ／ケミカルアブスト
ラクトネーム）（１１０９）、２－（２－ブトキシエトキシ）エチルチオシアン酸塩（Ｉ
ＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）（９３５）、２－（４，５－ジメチル－１，
３－ジオキソラン－２－イル）フェニル－メチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ／ケミカルア
ブストラクトネーム）（１０８４）、２－（４－クロロ－３，５－キシルイルオキシ）エ
タノール（ＩＵＰＡＣ名）（９８６）、２－クロロビニルジエチルリン酸塩（ＩＵＰＡＣ
名）（９８４）、２－イミダゾリドン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２５）、２－イソバレリル
インダン（ｉｓｏｖａｌｅｒｙｌｉｎｄａｎ）－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２
４６）、２－メチル（プロプ（ｐｒｏｐ）－２－イニル（ｙｎｙｌ））アミノフェニル－
メチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８４）、２－チオシアナトエチルラウリン酸
塩（ＩＵＰＡＣ名）（１４３３）、３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９１７）、３－メチル－１－フェニルピラゾール－５－イルジメチル－カーバメ
ート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８３）、４－メチル（プロプ－２－イニル）アミノ－３，５
－キシリル－メチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８５）、５，５－ジメチル－３
－オキソシクロヘキサ－１－エニルジメチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１０８５）
、アバメクチン（１）、アセフェート（２）、アセタミプリド（４）、アセチオン（ａｃ
ｅｔｈｉｏｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、アセトプロール［ＣＣＮ］、アクリナトリン（９
）、アクリロニトリル（ＩＵＰＡＣ名）（８６１）、アラニカルブ（１５）、アルジカル
ブ（１６）、アルドキシカルブ（８６３）、アルドリン（８６４）、アレトリン（１７）
、アロサミジン（代替名）［ＣＣＮ］、アリキシカルブ（８６６）、アルファ－シペルメ
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トリン（２０２）、アルファ－エクジソン（代替名）［ＣＣＮ］、リン化アルミニウム（
６４０）、アミジチオン（ａｍｉｄｉｔｈｉｏｎ）（８７０）、アミドチオエート（８７
２）、アミノカルブ（８７３）、アミトン（８７５）、シュウ酸水素アミトン（８７５）
、アミトラズ（２４）、アナバシン（８７７）、アチダチオン（ａｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ
）（８８３）、ＡＶＩ３８２（化合物コード）、ＡＺ６０５４１（化合物コード）、アザ
ジラクチン（代替名）（４１）、アザメチホス（４２）、アジンホス－エチル（４４）、
アジンホス－メチル（４５）、アゾトエート（ａｚｏｔｈｏａｔｅ）（８８９）、バチル
ス・チューリンゲンシス （Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタエ
ンドトキシン（代替名）（５２）、ヘキサフルオロケイ酸バリウム（代替名）［ＣＣＮ］
、多硫化バリウム（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）（８９２）、バルトリ
ン（ｂａｒｔｈｒｉｎ）［ＣＣＮ］、バイエル２２/１９０（ディベロップメントコード
）（８９３）、バイエル２２４０８（ディベロップメントコード）（８９４）、ベンダイ
オカルブ（５８）、ベンフラカルブ（６０）、ベンスルタップ（６６）、ベータ－シフル
トリン（１９４）、ベータ－シペルメトリン（２０３）、ビフェントリン（７６）、バイ
オアレスリン（７８）、バイオアレスリン－Ｓ－シクロペンテニル異性体（代替名）（７
９）、バイオエタノメトリン（ｂｉｏｅｔｈａｎｏｍｅｔｈｒｉｎ）［ＣＣＮ］、ビオペ
ルメトリン（ｂｉｏｐｅｒｍｅｔｈｒｉｎ）（９０８）、ビオレスメトリン（８０）、ビ
ス（２－クロロエチル）エーテル（ＩＵＰＡＣ名）（９０９）、ビストリフルロン（８３
）、ホウ砂（８６）、ブロフェンバレレート（ｂｒｏｆｅｎｖａｌｅｒａｔｅ）（代替名
）、ブロモフェビンホス（ｂｒｏｍｆｅｎｖｉｎｆｏｓ）（９１４）、ブロモシクレン（
９１８）、ブロモ－ＤＤＴ（代替名）［ＣＣＮ］、ブロモホス（９２０）、ブロモホス－
エチル（９２１）、ブフェンカルブ（９２４）、ブプロフェジン（９９）、ブタカルブ（
ｂｕｔａｃａｒｂ）（９２６）、ブタチオホス（９２７）、ブトカルボキシム（１０３）
、ブトネート（ｂｕｔｏｎａｔｅ）（９３２）、ブトキシカルボキシム（１０４）、ブチ
ルピリダベン（ｂｕｔｙｌｐｙｒｉｄａｂｅｎ）（代替名）、カズサホス（１０９）、ヒ
酸カルシウム［ＣＣＮ］、シアン化カルシウム（４４４）、多硫化カルシウム（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（１１１）、カンフェクロル（９４１）、カーバノレート（９４３）、カルバリル
（１１５）、カルボフラン（１１８）、二硫化炭素（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラク
トネーム）（９４５）、四塩化炭素（ＩＵＰＡＣ名）（９４６）、カルボフェノチオン（
９４７）、カルボスルファン（１１９）、カルタップ（１２３）、カルタップ塩酸塩（１
２３）、セバジン（代替名）（７２５）、クロルビシクレン（９６０）、クロルデン（１
２８）、クロルデコン（９６３）、クロロジメフォルム（９６４）、クロロジメフォルム
塩酸塩（９６４）、クロルエトキシホス（１２９）、クロルフェナピル（１３０）、クロ
ルフェンビンホス（１３１）、クロルフルアズロン（１３２）、クロルメホス（１３６）
、クロロホルム［ＣＣＮ］、クロルピクリン（１４１）、クロルホキシム（９８９）、ク
ロルプラゾホス（９９０）、クロルピリホス（１４５）、クロルピリホス－メチル（１４
６）、クロルチオホス（９９４）、クロマフェノジド（１５０）、シネリンＩ（６９６）
、シネリンＩＩ（６９６）、シネリン（６９６）、シス－レスメトリン（代替名）、シス
メトリン（ｃｉｓｍｅｔｈｒｉｎ）（８０）、クロシトリン（ｃｌｏｃｙｔｈｒｉｎ）（
代替名）、クロエトカルブ（９９９）、クロサンテル（代替名）［ＣＣＮ］、クロチアニ
ジン（１６５）、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］、ヒ酸銅［ＣＣＮ］、オレイン酸銅［ＣＣＮ
］、クマホス（１７４）、コウミトエート（ｃｏｕｍｉｔｈｏａｔｅ）（１００６）、ク
ロタミトン（代替名）［ＣＣＮ］、クロトキシホス（１０１０）、クルホメート（１０１
１）、氷晶石（代替名）（１７７）、ＣＳ ７０８（ディベロップメントコード）（１０
１２）、シアノフェンホス（１０１９）、シアノホス（１８４）、シアントエート（ｃｙ
ａｎｔｈｏａｔｅ）（１０２０）、シクレトリン（ｃｙｃｌｅｔｈｒｉｎ）［ＣＣＮ］、
シクロプロトリン（１８８）、シフルトリン（１９３）、シハロトリン（１９６）、シペ
ルメトリン（２０１）、シフェノトリン（２０６）、シロマジン（２０９）、サイチオア
ート（代替名）［ＣＣＮ］、ｄ－リモネン（代替名）［ＣＣＮ］、ｄ－テトラメトリン（
代替名）（７８８）、ＤＡＥＰ（１０３１）、ダゾメット（２１６）、ＤＤＴ（２１９）
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、デカルボフラン（ｄｅｃａｒｂｏｆｕｒａｎ）（１０３４）、デルタメトリン（２２３
）、デメフィオン（１０３７）、デメフィオン－Ｏ（１０３７）、デメフィオン－Ｓ（１
０３７）、ジメトン（１０３８）、ジメトン－メチル（２２４）、ジメトン－Ｏ（１０３
８）、ジメトン－Ｏ－メチル（２２４）、ジメトン－Ｓ（１０３８）、ジメトン－Ｓ－メ
チル（２２４）、ジメトン－Ｓ－メチルスルホン（１０３９）、ジアフェンチウロン（２
２６）、ジアリホス（１０４２）、ジアミダホス（ｄｉａｍｉｄａｆｏｓ）（１０４４）
、ダイアジノン（２２７）、ジカプトン（ｄｉｃａｐｔｈｏｎ）（１０５０）、ジクロフ
ェンチオン（１０５１）、ジクロルボス（２３６）、ジクリホス（ｄｉｃｌｉｐｈｏｓ）
（代替名）、ジクレシル（ｄｉｃｒｅｓｙｌ）（代替名）［ＣＣＮ］、ジクロトホス（２
４３）、ジシクラニル（２４４）、ディルドリン（１０７０）、ジエチル ５－メチルピ
ラゾール－３－イルリン酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０７６）、ジフルベンズロン（２５０
）、ジロル（ｄｉｌｏｒ）（代替名）［ＣＣＮ］、ジメフルトリン（ｄｉｍｅｆｌｕｔｈ
ｒｉｎ）［ＣＣＮ］、ジメホックス（１０８１）、ジメタン（ｄｉｍｅｔａｎ）（１０８
５）、ジメトエート（２６２）、ジメトリン（１０８３）、ジメチルビンホス（２６５）
、ジメチラン（１０８６）、ジネックス（ｄｉｎｅｘ）（１０８９）、ジネックス（ｄｉ
ｎｅｘ）－ジクレキシン（ｄｉｃｌｅｘｉｎｅ）（１０８９）、ジノプロップ（ｄｉｎｏ
ｐｒｏｐ）（1093）、ジノサム（ｄｉｎｏｓａｍ）（1094）、ジノセブ（１０９５）、ジ
ノテフラン（２７１）、ジオフェノラン（１０９９）、ジオキサベンゾホス（１１００）
、ジオキサカルブ（１１０１）、ジオキサチオン（１１０２）、ジスルホトン（２７８）
、ジチクロホス（ｄｉｔｈｉｃｒｏｆｏｓ）（１１０８）、ＤＮＯＣ（２８２）、ドラメ
クチン（代替名）［ＣＣＮ］、ＤＳＰ（１１１５）、エクジステロン（代替名）［ＣＣＮ
］、Ｅｌ １６４２（ディベロップメントコード）（１１１８）、エマメクチン（２９１
）、エマメクチン安息香酸塩（２９１）、ＥＭＰＣ（１１２０）、エンペントリン（２９
２）、エンドスルファン（２９４）、エンドチオン（ｅｎｄｏｔｈｉｏｎ）（１１２１）
、エンドリン（１１２２）、ＥＰＢＰ（１１２３）、ＥＰＮ（２９７）、エポフェノナン
（ｅｐｏｆｅｎｏｎａｎｅ）（１１２４）、エプリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、エ
スフェンバレレート（３０２）、エタホス（ｅｔａｐｈｏｓ）（代替名）［ＣＣＮ］、エ
チオフェンカルブ（３０８）、エチオン（３０９）、エチプロール（３１０）、エトエー
ト－メチル（１１３４）、エトプロホス（３１２）、ギ酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣ
Ｎ］、エチル－ＤＤＤ（代替名）（１０５６）、二臭化エチレン（３１６）、二塩化エチ
レン（化学名）（１１３６）、酸化エチレンン［ＣＣＮ］、エトフェンプロックス（３１
９）、エトリムホス（１１４２）、ＥＸＤ（１１４３）、ファムフール（３２３）、フェ
ナミホス（３２６）、フェナザフロール（１１４７）、フェンクロルホス（１１４８）、
フェネタカルブ（ｆｅｎｅｔｈａｃａｒｂ）（１１４９）、フェンフルトリン（ｆｅｎｆ
ｌｕｔｈｒｉｎ）（１１５０）、フェニトロチオン（３３５）、フェノブカルブ（３３６
）、フェノキサクリム（ｆｅｎｏｘａｃｒｉｍ）（１１５３）、フェノキシカルブ（３４
０）、フェンピリトリン（ｆｅｎｐｉｒｉｔｈｒｉｎ）（１１５５）、フェンプロパトリ
ン（３４２）、フェンピラド（代替名）、フェンスルホチオン（１１５８）、フェンチオ
ン（３４６）、フェンチオン－エチル［ＣＣＮ］、フェンバレレ－ト（３４９）、フィプ
ロニル（３５４）、フロニカミド（３５８）、フルベンジアミド（ＣＡＳ登録番号.：２
７２４５１－６５－７）、フルコフロン（ｆｌｕｃｏｆｕｒｏｎ）（１１６８）、フルシ
クロクスロン（３６６）、フルシトリネート（３６７）、フルエネチル（ｆｌｕｅｎｅｔ
ｉｌ）（１１６９）、フルフェネリム［ＣＣＮ］、フルフェノクススロン（３７０）、フ
ルフェンプロックス（１１７１）、フルメトリン（３７２）、フルバリネート（１１８４
）、ＦＭＣ １１３７（ディベロップメントコード）（１１８５）、ホノホス（１１９１
）、ホルメタネート（４０５）、塩酸ホルメタネート（４０５）、ホルモチオン（１１９
２）、ホルムパラナート（ｆｏｒｍｐａｒａｎａｔｅ）（１１９３）、ホスメチラン（ｆ
ｏｓｍｅｔｈｉｌａｎ）（１１９４）、ホスピラート（ｆｏｓｐｉｒａｔｅ）（１１９５
）、ホスチアゼート（４０８）、ホスチエタン（１１９６）、フラチオカルブ（４１２）
、フレトリン（ｆｕｒｅｔｈｒｉｎ）（１２００）、ガンマ－シハロトリン（１９７）、
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ガンマ－ＨＣＨ（
４３０）、グアザチン（４２２）、酢酸グアザチン（４２２）、ＧＹ－８１（ディベロッ
プメントコード）（４２３）、ハルフェンプロックス（４２４）、ハロフェノジド（４２
５）、ＨＣＨ（４３０）、ＨＥＯＤ（１０７０）、ヘプタクロル（１２１１）、ヘプテノ
ホス（４３２）、ヘテロホス（ｈｅｔｅｒｏｐｈｏｓ）［ＣＣＮ］、ヘキサフルムロン（
４３９）、ＨＨＤＮ（８６４）、ヒドラメチルノン（４４３）、シアン化水素（４４４）
、ヒドロプレン（４４５）、ヒキンカルブ（ｈｙｑｕｉｎｃａｒｂ）（１２２３）、イミ
ダクロプリド（４５８）、イミプロトリン（４６０）、インドキサカルブ（４６５）、ヨ
ードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）、ＩＰＳＰ（１２２９）、イサザホス（１２３１
）、イソベンザン（１２３２）、イソカルボホス（代替名）（４７３）、イソドリン（１
２３５）、イソフェンホス（１２３６）、イソラン（１２３７）、イソプロカルブ（４７
２）、イソプロピル Ｏ－（メトキシ－アミノチオホスホリル）サリチル酸塩（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（４７３）、イソプロチオラン（４７４）、イソチオエ－ト（１２４４）、イソキ
サチオン（４８０）、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ジャスモリン Ｉ（６９６
）、ジャスモリン ＩＩ（６９６）、ヨードフェンホス（１２４８）、幼若ホルモン Ｉ（
代替名）［ＣＣＮ］、幼若ホルモン ＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］、幼若ホルモン ＩＩＩ（
代替名）［ＣＣＮ］、ケレバン（１２４９）、キノプレン（４８４）、ラムダ－シハロト
リン（１９８）、ヒ酸鉛［ＣＣＮ］、レピメクチン（ｌｅｐｉｍｅｃｔｉｎ）（ＣＣＮ）
、レプトホス（１２５０）、リンデン（４３０）、リリムホス（ｌｉｒｉｍｆｏｓ）（１
２５１）、ルフェヌロン（４９０）、リチダチオン（ｌｙｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）（１２
５３）、ｍ－クメニル－メチルカーバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１０１４）、リン化マグ
ネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）、マラチオン（４９２）、マロンベン（ｍａｌｏｎ
ｏｂｅｎ）（１２５４）、マジドクス（ｍａｚｉｄｏｘ）（１２５５）、メカルバム（５
０２）、メカルホン（ｍｅｃａｒｐｈｏｎ）（１２５８）、メナゾン（１２６０）、メホ
スホラン（１２６１）、塩化第一水銀（５１３）、メスルフェンホス（１２６３）、メタ
フルミゾン（ＣＣＮ）、メタム（ｍｅｔａｍ）（５１９）、メタム－カリウム（代替名）
（５１９）、メタム－ナトリウム（５１９）、メタクリホス（１２６６）、メタミドホス
（５２７）、フッ化メタンスルホニル（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）（
１２６８）、メチダチオン（５２９）、メチオカルブ（５３０）、メタクロトホス（１２
７３）、メソミル（５３１）、メトプレン（５３２）、メトキン（ｍｅｔｈｏｑｕｉｎ）
－ブチル（１２７６）、メトトリン（ｍｅｔｈｏｔｈｒｉｎ）（代替名）（５３３）、メ
トキシクロル（５３４）、メトキシフェノジド（５３５）、臭化メチル（５３７）、イソ
チオシアン酸メチル（５４３）、メチルクロロホルム（代替名）［ＣＣＮ］、塩化メチレ
ン［ＣＣＮ］、メトフルトリン［ＣＣＮ］、メトルカルブ（５５０）、メトキサジアゾン
（ｍｅｔｏｘａｄｉａｚｏｎｅ）（１２８８）、メビンホス（５５６）、メキサカルバメ
ート（ｍｅｘａｃａｒｂａｔｅ）（１２９０）、ミルベメクチン（５５７）、ミルベマイ
シンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］、ミパホクス（ｍｉｐａｆｏｘ）（１２９３）、マイ
レックス（１２９４）、モノクロトホス（５６１）、モフロチオン（ｍｏｒｐｈｏｔｈｉ
ｏｎ）（１３００）、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ナフタロホス（代替名）［
ＣＣＮ］、ナレド（５６７）、ナフタレン（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム
）（１３０３）、ＮＣ－１７０（ディベロップメントコード）（１３０６）、ＮＣ－１８
４（化合物コード）、ニコチン（５７８）、ニコチン硫酸塩（５７８）、ニフリジド（ｎ
ｉｆｌｕｒｉｄｉｄｅ）（１３０９）、ニテンピラム（５７９）、ニチアジン（１３１１
）、ニトリルカルブ（ｎｉｔｒｉｌａｃａｒｂ）（１３１３）、ニトリルカルブ １：１
塩化亜鉛複合体（１３１３）、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）、ＮＮＩ－０２５０（
化合物コード）、ノルニコチン（従来の名前）（１３１９）、ノバルロン（５８５）、ノ
ビフルムロン（５８６）、Ｏ－２，５－ジクロロ－４－ヨードフェニル Ｏ－エチル－エ
チルホスホロチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１０５７）、Ｏ，Ｏ－ジエチル Ｏ－４－メ
チル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イルホスホロチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１
０７４）、Ｏ，Ｏ－ジエチル Ｏ－６－メチル－２－プロピルピリミジン－４－イルホス
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ホロチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７５）、Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラプロピル 
ジチオピロホスフェート（ＩＵＰＡＣ名）（１４２４）、オレイン酸（ＩＵＰＡＣ名）（
５９３）、オメトエート（５９４）、オキサミル（６０２）、オキシジメトン－メチル（
６０９）、オキシデプロホス（１３２４）、オキシジスルホトン（ｏｘｙｄｉｓｕｌｆｏ
ｔｏｎ）（１３２５）、ｐｐ'－ＤＤＴ（２１９）、パラ－ジクロロベンゼン［ＣＣＮ］
、パラチオン（６１５）、パラチオン－メチル（６１６）、ペンフルロン（ｐｅｎｆｌｕ
ｒｏｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、ペンタクロロフェノール（６２３）、ラウリン酸ペンタ
クロロフェノール（ＩＵＰＡＣ名）（６２３）、ペルメトリン（６２６）、石油（代替名
）（６２８）、ＰＨ ６０－３８（ディベロップメントコード）（１３２８）、フェンカ
プトン（１３３０）、フェノトリン（６３０）、フェントエート（６３１）、ホレート（
６３６）、ホサロン（６３７）、ホスホラン（１３３８）、ホスメット（６３８）、ホス
ニクロル（ｐｈｏｓｎｉｃｈｌｏｒ）（１３３９）、ホスファミドン（６３９）、ホスフ
ィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）、ホキシム（６４２）、ホキシム－メチル（１３４０）
、ピリメタホス（ｐｉｒｉｍｅｔａｐｈｏｓ）（１３４４）、ピリミカーブ（６５１）、
ピリミホス－エチル（１３４５）、ピリミホス－メチル（６５２）、ポリクロロシクロペ
ンタジエン異性体（ＩＵＰＡＣ名）（１３４６）、ポリクロロテルペン（従来の名前）（
１３４７）、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］、チオシアン酸カリウム［ＣＣＮ］、プラレトリ
ン（ｐｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）（６５５）、プレコセン（ｐｒｅｃｏｃｅｎｅ） Ｉ（代
替名）［ＣＣＮ］、プレコセン ＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］、プレコセン ＩＩＩ（代替名
）［ＣＣＮ］、ピリミドホス（ｐｒｉｍｉｄｏｐｈｏｓ）（１３４９）、プロフェノホス
（６６２）、プロフルトリン（ｐｒｏｆｌｕｔｈｒｉｎ）［ＣＣＮ］、プロマシル（１３
５４）、プロメカルブ（１３５５）、プロパホス（１３５６）、プロペタンホス（６７３
）、プロポキスル（６７８）、プロチダチオン（ｐｒｏｔｈｉｄａｔｈｉｏｎ）（１３６
０）、プロチオホス（６８６）、プロトエート（１３６２）、プロトリフェンブテ（ｐｒ
ｏｔｒｉｆｅｎｂｕｔｅ）［ＣＣＮ］、ピメトロジン（６８８）、ピラクロホス（６８９
）、ピラゾホス（６９３）、ピレスメトリン（ｐｙｒｅｓｍｅｔｈｒｉｎ）（１３６７）
、ピレトリン Ｉ（６９６）、ピレトリン ＩＩ（６９６）、ピレトリン（６９６）、ピリ
ダベン（６９９）、ピリダリル（７００）、ピリダフェンチオン（７０１）、ピリミジフ
ェン（７０６）、ピリミタート（１３７０）、ピリプロキシフェン（７０８）、カシア（
ｑｕａｓｓｉａ）（代替名）［ＣＣＮ］、キナルホス（７１１）、キナルホス－メチル（
１３７６）、キノチオン（ｑｕｉｎｏｔｈｉｏｎ）（１３８０）、キンチオホス（１３８
１）、Ｒ－１４９２（ディベロップメントコード）（１３８２）、ラフォキサニド（代替
名）［ＣＣＮ］、レスメトリン（７１９）、ロテノン（７２２）、ＲＵ １５５２５（デ
ィベロップメントコード）（７２３）、ＲＵ ２５４７５（ディベロップメントコード）
（１３８６）、リアニア（ｒｙａｎｉａ）（代替名）（１３８７）、リアノジン（従来の
名前）（１３８７）、サバジラ（代替名）（７２５）、シュラーダン（１３８９）、セブ
ホス（ｓｅｂｕｆｏｓ）（代替名）、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ＳＩ－０００
９（化合物コード）、ＳＩ－０２０５（化合物コード）、ＳＩ－０４０４（化合物コード
）、ＳＩ－０４０５（化合物コード）、シラフルオフェン（７２８）、ＳＮ ７２１２９
（ディベロップメントコード）（１３９７）、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］、シアン化ナ
トリウム（４４４）、フッ化ナトリウム（ＩＵＰＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）
（１３９９）、ヘキサフルオロ・ケイ酸ナトリウム（１４００）、ナトリウムペンタクロ
ロフェノキシド（６２３）、セレン酸ナトリウム（ＩＵＰＡＣ名）（１４０１）、チオシ
アン酸ナトリウム［ＣＣＮ］、ソファミド（ｓｏｐｈａｍｉｄｅ）（１４０２）、スピノ
サド（７３７）、スピロメシフェン（７３９）、スピロテトルマット（ｓｐｉｒｏｔｅｔ
ｒｍａｔ）（ＣＣＮ）、スルコフロン（７４６）、スルコフロン－ナトリウム（７４６）
、スルフラミド（ｓｕｌｆｌｕｒａｍｉｄ）（７５０）、スルホテップ（７５３）、フッ
化スルフリル（７５６）、スルプロホス（１４０８）、タール油（代替名）（７５８）、
タウ－フルバリネート（３９８）、タジムカルブ（ｔａｚｉｍｃａｒｂ）（１４１２）、
ＴＤＥ（１４１４）、テブフェノジド（７６２）、テブフェンピラド（７６３）、テブピ
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リミホス（７６４）、テフルベンズロン（７６８）、テフルトリン（７６９）、テメホス
（７７０）、ＴＥＰＰ（１４１７）、テラレスリン（１４１８）、タ－バム（代替名）、
テルブホス（７７３）、テトラクロロエタン［ＣＣＮ］、テトラクロルビンホス（７７７
）、テトラメトリン（７８７）、シータ－シペルメトリン（２０４）、チアクロプリド（
７９１）、チアフェノクス（ｔｈｉａｆｅｎｏｘ）（代替名）、チアメトキサム（７９２
）、チクロホス（ｔｈｉｃｒｏｆｏｓ）（１４２８）、チオカルボキシム（ｔｈｉｏｃａ
ｒｂｏｘｉｍｅ）（１４３１）、チオシクラム（７９８）、シュウ酸水素チオシクラム（
７９８）、チオジカルブ（７９９）、チオファノックス（８００）、チオメトン（８０１
）、チオナジン（１４３４）、チオスルタップ（ｔｈｉｏｓｕｌｔａｐ）（８０３）、チ
オスルタップ－ナトリウム（８０３）、チューリンジエンシン（ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｎ）（代替名）［ＣＣＮ］、トルフェンピラド（８０９）、トラロメトリン（８１２）
、トランスフルトリン（８１３）、トランスペルメトリン（ｔｒａｎｓｐｅｒｍｅｔｈｒ
ｉｎ）（１４４０）、トリアミホス（ｔｒｉａｍｉｐｈｏｓ）（１４４１）、トリアザメ
ート（８１８）、トリアゾホス（８２０）、トリアズロン（ｔｒｉａｚｕｒｏｎ）（代替
名）、トリクロルホン（８２４）、トリクロルメタホス（ｔｒｉｃｈｌｏｒｍｅｔａｐｈ
ｏｓ）－３（代替名）［ＣＣＮ］、トリクロロナート（１４５２）、トリフェンホス（ｔ
ｒｉｆｅｎｏｆｏｓ）（１４５５）、トリフルムロン（８３５）、トリメタカルブ（８４
０）、トリペン（ｔｒｉｐｒｅｎｅ）（１４５９）、バミドチオン（８４７）、バニリプ
ロール（ｖａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）［ＣＣＮ］、ベラトリジン（代替名）（７２５）、ベ
ラトリン（代替名）（７２５）、ＸＭＣ（８５３）、キシルイルカルブ（８５４）、ＹＩ
－５３０２（化合物コード）、ゼータ－シペルメトリン（２０５）、ゼータメトリン（ｚ
ｅｔａｍｅｔｈｒｉｎ）（代替名）、リン化亜鉛（６４０）、ゾラホス（ｚｏｌａｐｒｏ
ｆｏｓ）（１４６９）及びＺＸＩ ８９０１（ディベロップメントコード）（８５８）か
ら成る物質の群から選択される殺虫剤、
　ビス（トリブチルスズ）酸化物（ＩＵＰＡＣ名）（９１３）、ブロモアセトアミド［Ｃ
ＣＮ］、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］、クロエトカルブ（９９９）、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣ
Ｎ］、硫酸銅（１７２）、トリフェニルスズ（３４７）、リン酸第二鉄（ＩＵＰＡＣ名）
（３５２）、メタアルデヒド（５１８）、メチオカルブ（５３０）、ニクロサミド（５７
６）、ニクロサミド－オラミン（５７６）、ペンタクロロフェノール（６２３）、ナトリ
ウムペンタクロロフェノキシド（６２３）、タジムカルブ（ｔａｚｉｍｃａｒｂ）（１４
１２）、チオジカルブ（７９９）、トリブチルスズオキシド（９１３）、トリフェンモル
フ（１４５４）、トリメタカルブ（８４０）、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（
３４７）及びトリフェニルスズヒドロキシド（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）から成る物質の
群から選択される軟体動物駆除剤、
　ＡＫＤ－３０８８（化合物コード）、１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン（ＩＵＰ
ＡＣ/ケミカルアブストラクトネーム）（１０４５）、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵ
ＰＡＣ／ケミカルアブストラクトネーム）（１０６２）、１，３－ジクロロプロペンを含
む１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ名）（１０６３）、１，３－ジクロロプロペン
（２３３）、３，４－ジクロロテトラヒドロチオフェン １，１－二酸化物（ＩＵＰＡＣ/
ケミカルアブストラクトネーム）（１０６５）、３－（４－クロロフェニル）－５－メチ
ルローダニン（ＩＵＰＡＣ名）（９８０）、５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チ
アジアジナン（ｔｈｉａｄｉａｚｉｎａｎ）－３－イル酢酸（ＩＵＰＡＣ名）（１２８６
）、６－イソペンテニルイソペンテニルアミノプリン（代替名）（２１０）、アバメクチ
ン（１）、アセトプロール［ＣＣＮ］、アラニカルブ（１５）、アルジカルブ（１６）、
アルドキシカルブ（８６３）、ＡＺ ６０５４１（化合物コード）、ベンクロチアズ（ｂ
ｅｎｃｌｏｔｈｉａｚ）［ＣＣＮ］、ベノミル（６２）、ブチルピリダベン（ｂｕｔｙｌ
ｐｙｒｉｄａｂｅｎ）（代替名）、カズサホス（１０９）、カルボフラン（１１８）、二
硫化炭素（９４５）、カルボスルファン（１１９）、クロロピクリン（１４１）、クロル
ピリホス（１４５）、クロエトカルブ（９９９）、サイトカイニン（代替名）（２１０）
、ダゾメット（２１６）、ＤＢＣＰ（１０４５）、ＤＣＩＰ（２１８）、ジアミダホス（
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ｄｉａｍｉｄａｆｏｓ）（１０４４）、ジクロフェンチオン（１０５１）、ジクリホス（
ｄｉｃｌｉｐｈｏｓ）（代替名）、ジメトエート（２６２）、ドラメクチン（代替名）［
ＣＣＮ］、エマメクチン（２９１）、エマメクチン安息香酸塩（２９１）、エプリノメク
チン（代替名）［ＣＣＮ］、エトプロホス（３１２）、二臭化エチレン（３１６）、フェ
ナミホス（３２６）、フェンピラド（代替名）、フェンスルホチオン（１１５８）、ホス
チアゼート（４０８）、ホスチエタン（１１９６）、フルフラール（代替名）［ＣＣＮ］
、ＧＹ－８１（ディベロップメントコード）（４２３）、ヘテロホス（ｈｅｔｅｒｏｐｈ
ｏｓ）［ＣＣＮ］、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）、イサミドホス（ｉｓａｍ
ｉｄｏｆｏｓ）（１２３０）、イサザホス（１２３１）、イベルメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］、カイネチン（代替名）（２１０）、メカルホン（ｍｅｃａｒｐｈｏｎ）（１２５
８）、メタム（５１９）、メタム－カリウム（代替名）（５１９）、メタム－ナトリウム
（５１９）、臭化メチル（５３７）、イソチオシアン酸メチル（５４３）、ミルベマイシ
ン（代替名）［ＣＣＮ］、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］、ミロテシウム ベルカ
リア組成物（代替名）（５６５）、ＮＣ－１８４（化合物コード）、オキサミル（６０２
）、ホレート（６３６）、ホスファミドン（６３９）、ホスホカルブ（ｐｈｏｓｐｈｏｃ
ａｒｂ）［ＣＣＮ］、セブホス（ｓｅｂｕｆｏｓ）（代替名）、セラメクチン（代替名）
［ＣＣＮ］、スピノサド（７３７）、タ－バム（代替名）、テルブホス（７７３）、テト
ラクロロチオフェン（ＩＵＰＡＣ／ケミカルアブストラクトネーム）（１４２２）、チア
フェノクス（ｔｈｉａｆｅｎｏｘ）（代替名）、チオナジン（１４３４）、トリアゾホス
（８２０）、トリアズロン（ｔｒｉａｚｕｒｏｎ）（代替名）、キシレノール［ＣＣＮ］
、Ｙｌ－５３０２（化合物コード）及びゼアチン（代替名）（２１０）から成る物質の群
から選択される線虫駆除薬、
　エチルキサントゲン酸カリウム［ＣＣＮ］及びニトラピリン（５８０）から成る物質の
群から選択される硝酸化成抑制剤、
　アシベンゾラル（６）、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（６）、プロベナゾール（６５８
）及びオオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ）抽出物（代
替名）（７２０）から成る物質の群から選択される植物活性剤、
　２－イソバレリリダン（ｉｓｏｖａｌｅｒｙｌｉｎｄａｎ）－１，３－ジオン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１２４６）、４－（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド
（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）、アルファ－クロロヒドリン［ＣＣＮ］、リン化アルミニウ
ム（６４０）、アンツ（ａｎｔｕ）（８８０）、亜ヒ酸（８８２）、炭酸バリウム（８９
１）、ビスチオセミ（ｂｉｓｔｈｉｏｓｅｍｉ）（９１２）、ブロデファコーム（８９）
、ブロマジオロン（９１）、ブロメタリン（ｂｒｏｍｅｔｈａｌｉｎ）（９２）、シアン
化カルシウム（４４４）、クロラロース（１２７）、クロロファシノン（１４０）、コレ
カルシフェロール（代替名）（８５０）、クマクロール（１００４）、クーマフリル（１
００５）、クマテトラリル（１７５）、クリミジン（１００９）、ジフェナコウム（ｄｉ
ｆｅｎａｃｏｕｍ）（２４６）、ジフェチアロン（２４９）、ダイファシノン（２７３）
、エルゴカルシフェロール（３０１）、フロコウマフェン（ｆｌｏｃｏｕｍａｆｅｎ）（
３５７）、フルオルアセトアミド（３７９）、フルプロパジン（ｆｌｕｐｒｏｐａｄｉｎ
ｅ）（１１８３）、フルプロパジン塩酸塩（１１８３）、ガンマ－ＨＣＨ（４３０）、Ｈ
ＣＨ（４３０）、シアン化水素（４４４）、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）、
リンデン（４３０）、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）、臭化メチル（５
３７）、ノルボルマイド（１３１８）、ホサセチム（ｐｈｏｓａｃｅｔｉｍ）（１３３６
）、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）、リン［ＣＣＮ］、ピンドン（１３４１）、
亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］、ピリミニール（１３７１）、シリロシド（１３９０）、亜ヒ
酸ナトリウム［ＣＣＮ］、シアン化ナトリウム（４４４）、フルオロ酢酸ナトリウム（７
３５）、ストリキニーネ（７４５）、硫酸タリウム［ＣＣＮ］、ワルファリン（８５１）
及びリン化亜鉛（６４０）から成る物質の群から選択される殺鼠剤、
　２－（２－ブトキシエトキシ）－エチルピペロニラート（ＩＵＰＡＣ名）（９３４）、
５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキシ（ｈｅｘｙ
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ｌｃｙｃｌｏｈｅｘ）－２－エノン（ＩＵＰＡＣ名）（９０３）、ネロリドールを含むフ
ァメゾル（ｆａｍｅｓｏｌ）（代替名）（３２４）、ＭＢ－５９９（ディベロップメント
コード）（４９８）、ＭＧＫ ２６４（ディベロップメントコード）（２９６）、ピペロ
ニルブトキシド（６４９）、ピプロタル（ｐｉｐｒｏｔａｌ）（１３４３）、プロピル異
性体（１３５８）、Ｓ４２１（ディベロップメントコード）（７２４）、セサメクス（ｓ
ｅｓａｍｅｘ）（１３９３）、セサスモリン（ｓｅｓａｓｍｏｌｉｎ）（１３９４）及び
スルホキシド（１４０６）から成る物質の群から選択される共力剤、
　アントラキノン（３２）、クロラロース（１２７）、ナフテン酸銅［ＣＣＮ］、オキシ
塩化銅（１７１）、ダイアジノン（２２７）、ジシクロペンタジエン（化学名）（１０６
９）、グアザチン（４２２）、グアザチン酢酸塩（４２２）、メチオカルブ（５３０）、
ピリジン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）、チラム（８０４）、トリメタカルブ（
８４０）、ナフテン酸亜鉛［ＣＣＮ］及びジラム（８５６）から成る物質の群から選択さ
れる動物忌避剤、
　イミニン（ｉｍａｎｉｎ）（代替名）［ＣＣＮ］及びリバビリン（代替名）［ＣＣＮ］
、及び創傷保護剤から成る物質の群から選択される、酸化水銀（５１２）、オクチリノン
（５９０）及びチオファネート－メチル（８０２）から成る物質の群から選択される殺ウ
イルス剤、
　式Ａ－１
【化２１】

　式Ａ－２
【化２２】
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　式Ａ－３
【化２３】

　式Ａ－４
【化２４】

　式Ａ－５
【化２５】
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　式Ａ－６
【化２６】

　式Ａ－７
【化２７】

　式Ａ－８
【化２８】

　式Ａ－９
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【化２９】

　式Ａ－１０
【化３０】

　式Ａ－１１
【化３１】

　式Ａ－１２
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【化３２】

　式Ａ－１３
【化３３】

　式Ａ－１４
【化３４】

　式Ａ－１５
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　式Ａ－１６
【化３６】

　式Ａ－１７
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　式Ａ－１８
【化３８】

　式Ａ－１９
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　式Ａ－２０
【化４０】

　式Ａ－２１
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【化４１】

　式Ａ－２２
【化４２】

　式Ａ－２３
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【化４３】

　式Ａ－２４
【化４４】

　式Ａ－２５
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【化４５】

　式Ａ－２６
【化４６】

　の化合物、並びにアザコナゾール（６０２０７－３１－０］、ビテルタノール［７０５
８５－３６－３］、ブロムコナゾール［１１６２５５－４８－２］、シプロコナゾール［
９４３６１－０６－５］、ジフェノコナゾール［１１９４４６－６８－３］、ジニコナゾ
ール［８３６５７－２４－３］、エポキシコナゾール［１０６３２５－０８－０］、フェ
ンブコナゾール［１１４３６９－４３－６］、フルキンコナゾール［１３６４２６－５４
－５］、フルシラゾール［８５５０９－１９－９］、フルトリアホール［７６６７４－２
１－０］、ヘキサコナゾール［７９９８３－７１－４］、イマザリル［３５５５４－４４
－０］、イミベンコナゾール［８６５９８－９２－７］、イプコナゾール［１２５２２５
－２８－７］、メトコナゾール［１２５１１６－２３－６］、ミクロブタニル［８８６７
１－８９－０］、ペフラゾエート［１０１９０３－３０－４］、ペンコナゾール［６６２
４６－８８－６］、プロチオコナゾール［１７８９２８－７０－６］、ピリフェノックス
［８８２８３－４１－４］、プロクロラズ［６７７４７－０９－５］、プロピコナゾール
［６０２０７－９０－１］、シメコナゾール［１４９５０８－９０－７］、テブコナゾー
ル［１０７５３４－９６－３］、テトラコナゾール［１１２２８１－７７－３］、トリア
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ジメホン［４３１２１－４３－３］、トリアジメノール［５５２１９－６５－３］、トリ
フルミゾール［９９３８７－８９－０］、トリチコナゾール［１３１９８３－７２－７］
、アンシミドール［１２７７１－６８－５］、フェナリモル［６０１６８－８８－９］、
ヌアリモール［６３２８４－７１－９］、ブピリメート［４１４８３－４３－６］、ジメ
チリモール［５２２１－５３－４］、エチリモール［２３９４７－６０－６］、ドデモル
フ［１５９３－７７－７］、フェンプロピジン（Ｆｅｎｐｒｏｐｉｄｉｎｅ）［６７３０
６－００－７］、フェンプロピモルフ［６７５６４－９１－４］、スピロキサミン［１１
８１３４－３０－８］、トリデモルフ［８１４１２－４３－３］、シプロジニル［１２１
５５２－６１－２］、メパニピリム［１１０２３５－４７－７］、ピリメタニル［５３１
１２－２８－０］、フェンピクロニル［７４７３８－１７－３］、フルジオキソニル［１
３１３４１－８６－１］、ベナラキシル［７１６２６－１１－４］、フララキシル［５７
６４６－３０－７］、メタラキシル［５７８３７－１９－１］、Ｒ－メタラキシル［７０
６３０－１７－０］ 、オフレース［５８８１０－４８－３］、オキサジキシル［７７７
３２－０９－３］、ベノミル［１７８０４－３５－２］、カルベンダジム［１０６０５－
２１－７］、デバカルブ（Ｄｅｂａｃａｒｂ）［６２７３２－９１－６］、フベリダゾー
ル［３８７８－１９－１］、チアベンダゾール［１４８－７９－８］、クロゾリネート［
８４３３２－８６－５］、ジクロゾリン［２４２０１－５８－９］、イプロジオン（Ｉｐ
ｒｏｄｉｏｎｅ）［３６７３４－１９－７］、マイクロゾリン（Ｍｙｃｌｏｚｏｌｉｎｅ
）［５４８６４－６１－８］、プロシミドン［３２８０９－１６－８］、ビンクロゾリン
［５０４７１－４４－８］、ボスカリド［１８８４２５－８５－６］、カルボキシン［５
２３４－６８－４］、フェンフラム［２４６９１－８０－３］、フルトラニル［６６３３
２－９６－５］、メプロニル［５５８１４－４１－０］、オキシカルボキシン［５２５９
－８８－１］、ペンチオピラド［１８３６７５－８２－３］、チフルザミド［１３０００
０－４０－７］、グアザチン［１０８１７３－９０－６］、ドジン［２４３９－１０－３
］［１１２－６５－２］（フライエベース（ｆｒｅｉｅ　Ｂａｓｅ））、イミノクタジン
（Ｉｍｉｎｏｃｔａｄｉｎｅ）［１３５１６－２７－３］、アゾキシストロビン［１３１
８６０－３３－８］、ジモキシストロビン［１４９９６１－５２－４］、エネストロブリ
ン（Ｅｎｅｓｔｒｏｂｕｒｉｎ）｛Ｐｒｏｃ．ＢＣＰＣ、Ｉｎｔ．Ｃｏｎｇｒ．、Ｇｌａ
ｓｇｏｗ、２００３、１、９３｝、フルオキサストロビン［３６１３７７－２９－９］、
クレソキシム－メチル［１４３３９０－８９－０］、メトミノストロビン［１３３４０８
－５０－１］、トリフロキシストロビン［１４１５１７－２１－７］、オリサストロビン
［２４８５９３－１６－０］、ピコキシストロビン［１１７４２８－２２－５］、ピラク
ロストロビン［１７５０１３－１８－０］、フェルバム［１４４８４－６４－１］、マン
コゼブ［８０１８－０１－７］、マンネブ［１２４２７－３８－２］、メチラム［９００
６－４２－２］、プロピネブ［１２０７１－８３－９］、チラム［１３７－２６－８］、
ジネブ［１２１２２－６７－７］、ジラム［１３７－３０－４］、カプタホール［２４２
５－０６－１］、キャプタン［１３３－０６－２］、ジクロフルアニド［１０８５－９８
－９］、フルオルイミド［４１２０５－２１－４］、ホルペット［１３３－０７－３ ］
、トリルフルアニド［７３１－２７－１］、ボルドー混合物［８０１１－６３－０］、水
酸化銅［２０４２７－５９－２］、オキシ塩化銅［１３３２－４０－７］、硫酸銅［７７
５８－９８－７］、酸化銅［１３１７－３９－１］、マンコッパー［５３９８８－９３－
５］、オキシン－銅［１０３８０－２８－６］、ジノカップ［１３１－７２－６］、ニト
ロタール－イソプロピル［１０５５２－７４－６］、エディフェンホス［１７１０９－４
９－８］、イプロベンホス（Ｉｐｒｏｂｅｎｐｈｏｓ）［２６０８７－４７－８］、イソ
プロチオラン［５０５１２－３５－１］、ホスジフェン（Ｐｈｏｓｄｉｐｈｅｎ）［３６
５１９－００－３］、ピラゾホス［１３４５７－１８－６］、トルクロホス－メチル［５
７０１８－０４－９］、アシベンゾラル－Ｓ－メチル［１３５１５８－５４－２］、アニ
ラジン［１０１－０５－３］、ンチアバリカルブ［４１３６１５－３５－７］、ブラスト
サイジン－Ｓ［２０７９－００－７］、キノメチオネート［２４３９－０１－２］、クロ
ロネブ［２６７５－７７－６］、クロロタロニル［１８９７－４５－６］、シフルフェナ
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ミド［１８０４０９－６０－３］、シモキサニル［５７９６６－９５－７］、ジクロン［
１１７－８０－６］、ジクロシメット［１３９９２０－３２－４］、ジクロメジン［６２
８６５－３６－５］、ジクロラン［９９－３０－９］、ジエトフェンカルブ［８７１３０
－２０－９］、ジメトモルフ［１１０４８８－７０－５］、ＳＹＰ－ＬＩ９０（フルモル
フ（Ｆｌｕｍｏｒｐｈ））［２１１８６７－４７－９］、ジチアノン［３３４７－２２－
６］、エタボキサム［１６２６５０－７７－３］、エトリジアゾール［２５９３－１５－
９］、ファモキサドン［１３１８０７－５７－３］、フェンアミドン［１６１３２６－３
４－７］、フェノキサニル［１１５８５２－４８－７］、トリフェニルスズ［６６８－３
４－８］、フェリムゾン［８９２６９－６４－７］、フルアジナム［７９６２２－５９－
６］、フルオピコリド［２３９１１０－１５－７］、フルスルファミド［１０６９１７－
５２－６］、フェンヘキサミド［１２６８３３－１７－８］、ホセチル－アルミニウム［
３９１４８－２４－８］、ヒメキサゾール［１０００４－４４－１］、イプロバリカルブ
［１４０９２３－１７－７］、ＩＫＦ－９１６（シアゾファミド）［１２０１１６－８８
－３］、カスガマイシン［６９８０－１８－３］、メタスルホカルブ［６６９５２－４９
－６］、メトラフェノン［２２０８９９－０３－６］、ペンシクロン［６６０６３－０５
－６］、フタリド［２７３５５－２２－２］、ポリオキシン［１１１１３－８０－７］、
プロベナゾール［２７６０５－７６－１］、プロパモカルブ［２５６０６－４１－１］、
プロキナジド［１８９２７８－１２－４］、ピロキロン［５７３６９－３２－１］、キノ
キシフェン［１２４４９５－１８－７］、キントゼン［８２－６８－８］、シュヴェーフ
ェル［７７０４－３４－９］、チアジニル［２２３５８０－５１－６］、トリアゾキシド
［７２４５９－５８－６］、トリシクラゾール［４１８１４－７８－２］、トリホリン［
２６６４４－４６－２］、バリダマイシン［３７２４８－４７－８］、ゾキサミド（ＲＨ
７２８１）［１５６０５２－６８－５］、マンジプロパミド［３７４７２６－６２－２］
、式Ｆ－１の化合物
【化４７】

　｛式中、Ｒａ5はトリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ２００４/０５８７２
３）である｝；式Ｆ－２の化合物
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【化４８】

　｛式中、Ｒａ6は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ２００４/０５８７
２３）である｝；式Ｆ－３（ｓｙｎ）のラセミ化合物
【化４９】

　｛式中、Ｒａ7は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ２００４/０３５５
８９）である｝；式Ｆ－４（ａｎｔｉ）のラセミ混合物
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【化５０】

　｛式中、Ｒａ7は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ２００４/０３５５
８９））である｝;式Ｆ－５の化合物
【化５１】

　これは、式Ｆ－３（ｓｙｎ）及び式Ｆ－４（ａｎｔｉ）のラセミ化合物のエピマー混合
物であり、ここで、式Ｆ－３（ｓｙｎ）のラセミ化合物の式Ｆ－４（ａｎｔｉ）のラセミ
化合物に対する比率は、１０００：１～１：１０００である｛式中、Ｒａ7は、トリフル
オロメチル又はジフルオロメチル（Ｗ０２００４/０３５５８９）である｝；式Ｆ－６の
化合物
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【化５２】

　｛式中、Ｒａ8は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（Ｗ０２００４/０３５５
８９）である｝；式Ｆ－７（トランス）のラセミ化合物
【化５３】

　｛式中、Ｒａ9は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（Ｗ００３/０７４４９１
）である｝；式Ｆ－８（シス）のラセミ化合物
【化５４】

　｛式中、Ｒａ9は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ０３/０７４４９１
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【化５５】

　式Ｆ－７（トランス）及び式Ｆ－８（シス）のラセミ化合物の混合物であり、ここで、
式Ｆ－７（トランス）のラセミ化合物の式Ｆ－８（シス）のラセミ化合物に対する比率は
、２：１～１００：１である｛式中、Ｒａ9は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチ
ル（ＷＯ０３/０７４４９１）である｝；
　式Ｆ－１０の化合物
【化５６】

　｛式中、Ｒ10は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ２００４/０５８７
２３）である｝；式Ｆ－１１（トランス）のラセミ化合物
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【化５７】

　｛式中、Ｒ11は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（Ｗ００３/０７４４９１
）である｝；式Ｆ－１２（シス）のラセミ化合物
【化５８】

　｛式中、Ｒ11は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ０３/０７４４９１
）である｝;式Ｆ－１３の化合物
【化５９】

　これは、式Ｆ－１１（トランス）及び式Ｆ－１２（シス）のラセミ混合物である｛式中
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、Ｒ11は、トリフルオロメチル又はジフルオロメチル（ＷＯ ０３/０７４４９１）である
｝；及び、式Ｆ－１４の化合物
【化６０】

　（Ｗ０２００４/０５８７２３）
　及び、式Ｆ－１５の化合物

【化６１】

　から成る群から選択される殺真菌剤。
【００８８】
　活性成分の後の括弧内の参考文献、例えば［３８７８－１９－１］は、ケミカルアブス
トラクト登録番号を参照する。式Ａ－１～Ａ－２６の化合物は、ＷＯ０３／０１５５１８
又はＷＯ０４／０６７５２８に記載されている。
【００８９】
　グループＭの化合物は知られている。グループＭの化合物が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉ
ｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」に含まれる場合［Ｔｈｅ Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ Ｍａｎｕａｌ－Ａ 
Ｗｏｒｌｄ Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；第１３版；編集者：Ｃ．Ｄ．Ｓ．Ｔｏｍｌｉｎ；Ｔ
ｈｅ Ｂｒｉｔｉｓｈ Ｃｒｏｐ Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ Ｃｏｕｎｃｉｌ］、それらは特定
の化合物に関する上記の丸括弧内に与えられたエントリーナンバーの下で記載される；例
えば、化合物「アバメクチン」は、エントリーナンバー（１）の下で記載される。上記で
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「ＣＣＮ」が特定の化合物に付加される場合、問題の化合物は「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ 
ｏｆ Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ Ｃｏｍｍｏｎ Ｎａｍｅｓ」に含まれる。これは、インターネ
ット上でアクセス可能である［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ ｏｆ Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ Ｃｏｍｍｏｎ Ｎａｍｅｓ， Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ１９９５－２００４］；例えば
、化合物「アセトプロール」は、インターネットアドレスｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａ
ｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌの下で記
載されている。
【００９０】
　ほとんどのグループＭの化合物は、いわゆる「一般名」により上記で参照され、その関
連する「ＩＳＯ一般名」又は別の「一般名」が個々の場合において用いられる。指定が「
一般名」である場合、代わりに用いられる指定の性質は、特定の化合物に対する丸括弧内
に与えられる；その場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／ケミカルアブストラクト名、「化
学名」、「従来名」、「化合物名」又は「ディベロップメントコード」が用いられ、或い
はそれらの指定と「一般名」のどちらも用いられない場合は、「代替名」が用いられる。
「ＣＡＳ登録番号」は、ケミカルアブストラクト登録番号を意味する。
【００９１】
　式Ｉの化合物のグループＭの１つのメンバーとの以下の混合物が好ましい（以下のリス
トにおいて、「Ｍ」はグループＭから選択される１つのメンバーを意味し、式Ｉの以下の
個々の化合物のグループＭの各メンバーとの全ての混合物が具体的に記載される）：
　Ｔ１．１．１＋Ｍ；Ｔ１．１．２＋Ｍ；Ｔ１．１．３＋Ｍ；Ｔ１．１．４＋Ｍ；Ｔ１．
１．５＋Ｍ；Ｔ１．１．６＋Ｍ；Ｔ１．１．７＋Ｍ；Ｔ１．１．８＋Ｍ；Ｔ１．１．９＋
Ｍ；Ｔ１．１．１０＋Ｍ；Ｔ１．１．１１＋Ｍ；Ｔ１．１．１２＋Ｍ；Ｔ１．１．１３＋
Ｍ；Ｔ１．１．１４＋Ｍ；Ｔ１．１．１５＋Ｍ；Ｔ１．１．１６＋Ｍ；Ｔ１．１．１７＋
Ｍ；Ｔ１．１．１８＋Ｍ；Ｔ１．１．１９＋Ｍ；Ｔ１．１．２０＋Ｍ；Ｔ１．１．２１＋
Ｍ；Ｔ１．１．２２＋Ｍ；Ｔ１．１．２３＋Ｍ；Ｔ１．１．２４＋Ｍ；Ｔ１．１．２５＋
Ｍ；Ｔ１．１．２６＋Ｍ；Ｔ１．１．２７＋Ｍ；Ｔ１．１．２８＋Ｍ；Ｔ１．１．２９＋
Ｍ；Ｔ１．１．３０＋Ｍ；Ｔ１．１．３１＋Ｍ；Ｔ１．１．３２＋Ｍ；Ｔ１．１．３３＋
Ｍ；Ｔ１．１．３４＋Ｍ；Ｔ１．１．３５＋Ｍ；Ｔ１．１．３６＋Ｍ；Ｔ１．１．３７＋
Ｍ；Ｔ１．１．３８＋Ｍ；Ｔ１．１．３９＋Ｍ；Ｔ１．１．４０＋Ｍ；Ｔ１．１．４１＋
Ｍ；Ｔ１．１．４２＋Ｍ；Ｔ１．１．４３＋Ｍ；Ｔ１．１．４４＋Ｍ；Ｔ１．１．４５＋
Ｍ；Ｔ１．１．４６＋Ｍ；Ｔ１．１．４７＋Ｍ；Ｔ１．１．４８＋Ｍ；Ｔ１．１．４９＋
Ｍ；Ｔ１．１．５０＋Ｍ；Ｔ１．１．５１＋Ｍ；Ｔ１．１．５２＋Ｍ；Ｔ１．１．５３＋
Ｍ；Ｔ１．１．５４＋Ｍ；Ｔ１．１．５５＋Ｍ；Ｔ１．１．５６＋Ｍ；Ｔ１．１．５７＋
Ｍ；Ｔ１．１．５８＋Ｍ；Ｔ１．１．５９＋Ｍ；Ｔ１．１．６０＋Ｍ；Ｔ１．１．６１＋
Ｍ；Ｔ１．１．６２＋Ｍ；Ｔ１．１．６３＋Ｍ；Ｔ１．１．６４＋Ｍ；Ｔ１．１．６５＋
Ｍ；Ｔ１．１．６６＋Ｍ；Ｔ１．１．６７＋Ｍ；Ｔ１．１．６８＋Ｍ；Ｔ１．１．６９＋
Ｍ；Ｔ１．１．７０＋Ｍ；Ｔ１．１．７１＋Ｍ；Ｔ１．１．７２＋Ｍ；Ｔ１．１．７３＋
Ｍ；Ｔ１．１．７４＋Ｍ；Ｔ１．１．７５＋Ｍ；Ｔ１．１．７６＋Ｍ；Ｔ１．１．７７＋
Ｍ；Ｔ１．１．７８＋Ｍ；Ｔ１．１．７９＋Ｍ；Ｔ１．１．８０＋Ｍ；Ｔ１．１．８１＋
Ｍ；Ｔ１．１．８２＋Ｍ；Ｔ１．１．８３＋Ｍ；Ｔ１．１．８４＋Ｍ；Ｔ１．１．８５＋
Ｍ；Ｔ１．１．８６＋Ｍ；Ｔ１．１．８７＋Ｍ；Ｔ１．１．８８＋Ｍ；Ｔ１．１．８９＋
Ｍ；Ｔ１．１．９０＋Ｍ；Ｔ１．１．９１＋Ｍ；Ｔ１．１．９２＋Ｍ；Ｔ１．１．９３＋
Ｍ；Ｔ１．１．９４＋Ｍ；Ｔ１．１．９５＋Ｍ；Ｔ１．１．９６＋Ｍ；Ｔ１．１．９７＋
Ｍ；Ｔ１．１．９８＋Ｍ；Ｔ１．１．９９＋Ｍ；Ｔ１．１．１００＋Ｍ；Ｔ１．１．１０
１＋Ｍ；Ｔ１．１．１０２＋Ｍ；Ｔ１．１．１０３＋Ｍ；Ｔ１．１．１０４＋Ｍ；Ｔ１-
１．１０５＋Ｍ；Ｔ１．１．１０６＋Ｍ；Ｔ１．１．１０７＋Ｍ；Ｔ１．１．１０８＋Ｍ
；Ｔ１．１．１０９＋Ｍ；Ｔ１．１．１１０＋Ｍ；Ｔ１．１．１１１＋Ｍ；Ｔ１．１．１
１２＋Ｍ；Ｔ１．１．１１３＋Ｍ；Ｔ１．１．１１４＋Ｍ；Ｔ１．１．１１５＋Ｍ；Ｔ１
．１．１１６＋Ｍ；Ｔ１．１．１１７＋Ｍ；Ｔ１．１．１１８＋Ｍ；Ｔ１．１．１１９＋
Ｍ；Ｔ１．１．１２０＋Ｍ；Ｔ１．１．１２１＋Ｍ；Ｔ１．１．１２２＋Ｍ；Ｔ１．１．
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１２３＋Ｍ；Ｔ１．１．１２４＋Ｍ；Ｔ１．１．１２５＋Ｍ；Ｔ１．１．１２６＋Ｍ；Ｔ
１．１．１２７＋Ｍ；Ｔ１．１．１２８＋Ｍ；Ｔ１．１．１２９＋Ｍ；Ｔ１．１．１３０
＋Ｍ；Ｔ１．１．１３１＋Ｍ；Ｔ１．１．１３２＋Ｍ；Ｔ１．１．１３３＋Ｍ；Ｔ１．１
．１３４＋Ｍ；Ｔ１．１．１３５＋Ｍ；Ｔ１．１．１３６＋Ｍ；Ｔ１．１．１３７＋Ｍ；
Ｔ１．１-１３８＋Ｍ；Ｔ１．１．１３９＋Ｍ；Ｔ１．１．１４０＋Ｍ；Ｔ１．１．１４
１＋Ｍ；Ｔ１．１．１４２＋Ｍ；Ｔ１．１．１４３＋Ｍ；Ｔ１．１．１４４＋Ｍ；Ｔ１．
１．１４５＋Ｍ；Ｔ１．１．１４６＋Ｍ；Ｔ１．１．１４７＋Ｍ；Ｔ１．１．１４８＋Ｍ
；Ｔ１．１．１４９＋Ｍ；Ｔ１．１．１５０＋Ｍ；Ｔ１．１．１５１＋Ｍ；Ｔ１．１．１
５２＋Ｍ；Ｔ１．１．１５３＋Ｍ；Ｔ１．１．１５４＋Ｍ；Ｔ１．１．１５５＋Ｍ；Ｔ１
．１．１５６＋Ｍ；Ｔ１．１．１５７＋Ｍ；Ｔ１．１．１５８＋Ｍ；Ｔ１．１．１５９＋
Ｍ；Ｔ１．１．１６０＋Ｍ；Ｔ１．１．１６１＋Ｍ；Ｔ１．１．１６２＋Ｍ；Ｔ１．１．
１６３＋Ｍ；Ｔ１．１．１６４＋Ｍ；Ｔ１．１．１６５＋Ｍ；Ｔ１．１．１６６＋Ｍ；Ｔ
１．１．１６７＋Ｍ；Ｔ１．１．１６８＋Ｍ；Ｔ１．１．１６９＋Ｍ；Ｔ１．１．１７０
＋Ｍ；Ｔ１．１．１７１＋Ｍ；Ｔ１．１．１７２＋Ｍ；Ｔ１．１．１７３＋Ｍ；Ｔ１．１
．１７４＋Ｍ；Ｔ１．１．１７５＋Ｍ；Ｔ１．１．１７６＋Ｍ；Ｔ１．１．１７７＋Ｍ；
Ｔ１．１．１７８＋Ｍ；Ｔ１．１．１７９＋Ｍ；Ｔ１．１．１８０＋Ｍ；Ｔ１．１．１８
１＋Ｍ；Ｔ１．１．１８２＋Ｍ；Ｔ１．１．１８３＋Ｍ；Ｔ１．１．１８４＋Ｍ；Ｔ１．
１．１８５＋Ｍ；Ｔ１．１．１８６＋Ｍ；Ｔ１．１．１８７＋Ｍ；Ｔ１．１．１８８＋Ｍ
；Ｔ１．１．１８９＋Ｍ；Ｔ１．１．１９０＋Ｍ；Ｔ１．１．１９１＋Ｍ；Ｔ１．１．１
９２＋Ｍ；Ｔ１．１．１９３＋Ｍ；Ｔ１．１．１９４＋Ｍ；Ｔ１．１．１９５＋Ｍ；Ｔ１
．１．１９６＋Ｍ；Ｔ１．１．１９７＋Ｍ；Ｔ１．１．１９８＋Ｍ；Ｔ１．１．１９９＋
Ｍ；Ｔ１．１．２００＋Ｍ；Ｔ１．１．２０１＋Ｍ；Ｔ１．１．２０２＋Ｍ；Ｔ１．１．
２０３＋Ｍ；Ｔ１．１．２０４＋Ｍ；Ｔ１．１．２０５＋Ｍ；Ｔ１．１．２０６＋Ｍ；Ｔ
１．１．２０７＋Ｍ；Ｔ１．１．２０８＋Ｍ；Ｔ１．１．２０９＋Ｍ；Ｔ１．１．２１０
＋Ｍ；Ｔ１．１．２１１＋Ｍ；Ｔ１．１．２１２＋Ｍ；Ｔ１．１．２１３＋Ｍ；Ｔ１．１
．２１４＋Ｍ；Ｔ１．１．２１５＋Ｍ；Ｔ１．１．２１６＋Ｍ；Ｔ１．１．２１７＋Ｍ；
Ｔ１．１．２１８＋Ｍ；Ｔ１．１．２１９＋Ｍ；Ｔ１．１．２２０＋Ｍ；Ｔ１．１．２２
１＋Ｍ；Ｔ１．１．２２２＋Ｍ；Ｔ１．１．２２３＋Ｍ；Ｔ１．１．２２４＋Ｍ；Ｔ１．
１．２２５＋Ｍ；Ｔ１．１．２２６＋Ｍ；Ｔ１．１．２２７＋Ｍ；Ｔ１．１．２２８＋Ｍ
；Ｔ１．１．２２９＋Ｍ；Ｔ１．１．２３０＋Ｍ；Ｔ１．１．２３１＋Ｍ；Ｔ１．１．２
３２＋Ｍ；Ｔ１．１．２３３＋Ｍ；Ｔ１．１．２３４＋Ｍ；Ｔ１．１．２３５＋Ｍ；Ｔ１
．１．２３６＋Ｍ；Ｔ１．１．２３７＋Ｍ；Ｔ１．１．２３８＋Ｍ；Ｔ１．１．２３９＋
Ｍ；Ｔ１．１．２４０＋Ｍ；Ｔ１．１．２４１＋Ｍ；Ｔ１．１．２４２＋Ｍ；Ｔ１．１．
２４３＋Ｍ；Ｔ１．１．２４４＋Ｍ；Ｔ１．１．２４５＋Ｍ；Ｔ１．１．２４６＋Ｍ；Ｔ
１．１．２４７＋Ｍ；Ｔ１．１．２４８＋Ｍ；Ｔ１．１．２４９＋Ｍ；Ｔ１．１．２５０
＋Ｍ；Ｔ１．１．２５１＋Ｍ；Ｔ１．１．２５２＋Ｍ；Ｔ１．１．２５３＋Ｍ；Ｔ１．１
．２５４＋Ｍ；Ｔ１．１．２５５＋Ｍ；Ｔ１．１．２５６＋Ｍ；Ｔ１．１．２５７＋Ｍ；
Ｔ１．１．２５８＋Ｍ；Ｔ１．１．２５９＋Ｍ；Ｔ１．１．２６０＋Ｍ；Ｔ１．１．２６
１＋Ｍ；Ｔ１．１．２６２＋Ｍ；Ｔ１．１．２６３＋Ｍ；Ｔ１．１．２６４＋Ｍ；Ｔ１．
１．２６５＋Ｍ；Ｔ１．１．２６６＋Ｍ；Ｔ１．１．２６７＋Ｍ；Ｔ１．１．２６８＋Ｍ
；Ｔ１．１．２６９＋Ｍ 及び Ｔ１．１．２７０＋Ｍ。
【００９２】
　式Ｉの化合物及びグループＭの１つ以上の化合物を含んで成る混合物は、例えば単一の
「レディー－ミックス（ｒｅａｄｙ－ｍｉｘ）」形態において、単一の活性成分要素の別
の製剤から構成される混合したスプレー混合物、例えば「タンク－ミックス（ｔａｎｋ－
ｍｉｘ）」において、及び連続的な様式、すなわち合理的に短い期間、例えば２、３時間
又は２、３日交互に適用する場合には単一の活性成分の組み合わせ使用において、適用す
ることができる。成分（Ｉ）及び（Ｍ）を提供する順序は、本発明を実施するのに本質的
要素ではない。
【００９３】
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　その組成物は、更に
　固体又は液体の助剤、例えば安定剤、例えば非エポキシ化又はエポキシ化植物油（例え
ば、エポキシ化ココナッツ油、ナタネ油又はダイズ油)、消泡剤、例えばシリコーン油、
保存料、粘性調節剤、結合剤及び／又はタッキファイヤー、肥料又は具体的な効果を達成
するための他の活性成分、例えば殺菌剤、殺真菌剤、抗線虫剤、植物性化剤、軟体動物駆
除剤又は除草剤も含んで成ることができる。
【００９４】
　本発明の組成物は、例えば、助剤の不在下で固体の活性成分を粉砕、スクリーニング及
び／又は圧縮することにより、並びに少なくとも１つの助剤の存在下で例えば活性成分を
助剤と共に均質に混合及び／又は粉砕することにより、それ自体知られた方法において調
製される。組成物を調製するためのこれらの方法及びこれらの組成物の調製のための化合
物Ｉの使用も、本発明の対象である。
【００９５】
　組成物のための方法（すなわち上記のタイプ害虫を防除する方法、例えば噴霧、散布、
ダスティング、ブラッシング、ドレッシング、まき散らし又は注入－これらは、現状の意
図した目的に適合するように選択されるべきである）及び上記のタイプの害虫を防除する
ための組成物の使用は、本発明の他の対象である。典型的な濃度割合は、０．１～１００
０ｐｐｍ、好ましくは０．１～５００ｐｐｍの活性成分である。１ヘクタールあたりの適
用の程度は、一般的に１ヘクタールあたり１～２０００ｇの活性成分、特に１０～１００
０ｇ／ｈａ、好ましくは１０～６００ｇ／ｈａである。
【００９６】
　作物保護の分野における適用の好ましい方法は、植物の葉への適用（葉面散布）であり
、それは問題の害虫による侵入の危険性に対抗するように適用の頻度及び程度を選択する
ことが可能である。或いは、活性成分は、植物の場所を液体組成物で浸すことにより、或
いは植物の場所に、例えば土壌に、固体の形態、例えば顆粒の形態の活性成分を組み込む
こと（土壌適用）により、根系（全身作用）から植物に達することができる。水稲穀物の
場合、このような顆粒を測定して、浸水した水田に入れることができる。
【００９７】
　本発明の組成物は、上記のタイプの害虫に対する、植物繁殖材料（ｐｒｏｐａｇａｔｉ
ｏｎ ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば種子、例えば果実、塊茎又は仁、或いは苗の保護にも
適している。この繁殖材料は、植え付けの前にその組成物で処理することができ、例えば
種子は播種の前に処理することができる。或いは、仁を液体組成物に浸すこと又は固体組
成物の層を適用することのいずれかにより、種子仁に組成物を適用することができる（コ
ーティング）。繁殖材料を適用の部位、例えば掘削の間に種子の畝間に植えつける際に、
組成物を適用することも可能である。植物繁殖材料のためのこれらの処理方法及びこのよ
うにして処理した植物繁殖材料は、更なる本発明の対象である。
【実施例】
【００９８】
　調製実施例
　実施例Ｐ１：化合物Ｎｏ．Ｔ５５．１．１からの化合物Ｎｏ．Ｔ１．１．１の調製：
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【化６２】

　６００ｍｇの化合物Ｔ５５．１．１を、５ｍｌのジクロロメタンに溶解し、氷浴を用い
て０℃の温度まで冷却する。その後、８７５ｍｇのトリフルオロ酢酸を液滴により添加し
、その反応混合物を３時間周囲温度で撹拌する。その後、１０ｍｌのトルエンを添加し、
その反応混合物を減圧下で濃縮する。残渣をジクロロメタンと水の混合物に溶解し、その
後炭酸ナトリウム溶液で中和する。水相をジクロロメタンで数回抽出する。混合した有機
相をＭｇＳＯ4で乾燥し、濃縮する。残渣を酢酸エチルとジクロロメタンの混合物中で再
結晶し、１６６～１６７℃の融点を有する白色の結晶の形態で化合物Ｔ１．１．１を得る
。
【００９９】
　実施例Ｐ２：化合物Ｎｏ．Ｔ５５．１．１の調製：
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【化６３】

　１ｇの化合物Ｔ６４．１．１を１０ｍｌのジクロロメタンに溶解し、その後３．４ｍｇ
の酸化ルテニウム（ＩＶ）水和物を添加する。その後、５ｍｌの水に溶解した５５９ｍｇ
のナトリウム（メタ）過ヨウ素酸塩の溶液を液滴により添加し、反応混合物を３０分間撹
拌する。この時間の後、水相を分離し、１ｍｌのイソプロパノールをジクロロメタン相に
添加する。この混合物を１５分間周囲温度で撹拌し、それにより灰色の懸濁液が形成する
。この懸濁液をＨｙｆｌｏ上でろ過し、その後ろ液をＭｇＳＯ4上で乾燥し、溶媒を蒸発
未より濃縮する。残渣を、最初にヘキサン：酢酸エチル ３：１用いて、１５分内に溶出
液として酢酸エチルを１００％まで増加させて、ＨＰＬＣにより精製する。油の形態の生
成物Ｔ５５．１．１を得、それは固体になる。
【０１００】
　実施例Ｐ３：化合物Ｔ６４．１．１の調製：
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【化６４】

　２．８ｇの既知の化合物Ｄを６０ｍｌの２，２，２－トリフルオロエタノールに溶解し
、－４０℃の温度まで冷却する。この温度で、１．１１ｇのＮ－ｔｅｒｔ－ブチルオキシ
カルボニル－３－（４－シアノフェニル）オキサジジリンを添加し、反応混合物を－４０
℃の温度で３時間撹拌する。その後、反応混合物を蒸発により濃縮し、残渣を最初にヘキ
サン：酢酸エチル ３：１用いて、１５分内に溶出液として酢酸エチルを１００％まで増
加させて、ＨＰＬＣにより精製する。１２５～１２６℃の融点を有する、固体形態の生成
物Ｔ６４．１．１を得る。
【０１０１】
　以下の表Ｐに記載した化合物は、上記の方法と類似の方法で調製することができる（ｍ
．ｐ．＝融点℃）：
【０１０２】
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【表６】

【０１０３】
　以下の実施例は、本発明を説明することを意図し、式Ｉの好ましい化合物を示す。それ
らは本発明を限定しない。温度は、セ氏温度で与えられる。略記「Ｍ．Ｐ．」は、「融点
」を意味する。
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【０１０４】
　表Ａは、式Ｉ－Ａの化合物中の変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3及びＹ1の２７０の意味を開示する。
置換基Ｙ1の意味の左側は窒素原子に結合し、右側は硫黄原子に結合する。
【０１０５】
【表７】
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【表８】
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【表９】
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【表１０】
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【表１１】
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【表１２】
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【表１３】
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【表１４】
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【表１５】
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【表１６】
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【表１７】
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【表１８】
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【表１９】
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【表２０】

【０１０６】
　表１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１．１．１～Ｔ１．１．２７０を開示す
る
【化６５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１０７】
　例えば、具体的な化合物Ｔ．１．１．２３は式Ｔ１の化合物であり、ここで各変数Ｒ1

、Ｓ1、Ｓ3及びＹ1は、表Ａの系列Ａ．１．２３において与えられる具体的意味を有する
。同一の系に従って、表１に開示された他の２６９の全ての具体的な化合物並びに表２～
６３に開示された全ての具体的な化合物は、同様に特定される。
【０１０８】
　表２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２．１．１～Ｔ２．１．２７０を開示す
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【化６６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１０９】
　表３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３．１．１～Ｔ３．１．２７０を開示す
る

【化６７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１０】
　表４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４．１．１～Ｔ４．１．２７０を開示す
る
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【化６８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１１】
　表５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５．１．１～Ｔ５．１．２７０を開示す
る

【化６９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１２】
　表６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６．１．１～Ｔ６．１．２７０を開示す
る
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【化７０】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１３】
　表７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ７．１．１～Ｔ７．１．２７０を開示す
る
【化７１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１４】
　表８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ８．１．１～Ｔ８．１．２７０を開示す
る
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【化７２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１５】
　表９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ９．１．１～Ｔ９．１．２７０を開示す
る
【化７３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１６】
　表１０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１０．１．１～Ｔ１０．１．２７０を
開示する
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【化７４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１７】
　表１１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１１．１．１～Ｔ１１．１．２７０を
開示する
【化７５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１８】
　表１２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１２．１．１～Ｔ１２．１．２７０を
開示する
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【化７６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１１９】
　表１３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１３．１．１～Ｔ１３．１．２７０を
開示する
【化７７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２０】
　表１４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１４．１．１～Ｔ１４．１．２７０を
開示する
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【化７８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２１】
　表１５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１５．１．１～Ｔ１５．１．２７０を
開示する
【化７９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２２】
　表１６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１６．１．１～Ｔ１６．１．２７０を
開示する
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【化８０】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２３】
　表１７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１７．１．１～Ｔ１７．１．２７０を
開示する

【化８１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２４】
　表１８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１８．１．１～Ｔ１８．１．２７０を
開示する
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【化８２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２５】
　表１９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ１９．１．１～Ｔ１９．１．２７０を
開示する
【化８３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２６】
　表２０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２０．１．１～Ｔ２０．１．２７０を
開示する
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【化８４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２７】
　表２１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２１．１．１～Ｔ２１．１．２７０を
開示する
【化８５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２８】
　表２２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２２．１．１～Ｔ２２．１．２７０を
開示する
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【化８６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１２９】
　表２３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２３．１．１～Ｔ２３．１．２７０を
開示する
【化８７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３０】
　表２４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２４．１．１～Ｔ２４．１．２７０を
開示する
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【化８８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３１】
　表２５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２５．１．１～Ｔ２５．１．２７０を
開示する
【化８９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３２】
　表２６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２６．１．１～Ｔ２６．１．２７０を
開示する
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【化９０】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３３】
　表２７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２７．１．１～Ｔ２７．１．２７０を
開示する
【化９１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３４】
　表２８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２８．１．１～Ｔ２８．１．２７０を
開示する
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【化９２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３５】
　表２９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ２９．１．１～Ｔ２９．１．２７０を
開示する
【化９３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３６】
　表３０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３０．１．１～Ｔ３０．１．２７０を
開示する
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【化９４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３７】
　表３１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３１．１．１～Ｔ３１．１．２７０を
開示する
【化９５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３８】
　表３２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３２．１．１～Ｔ３２．１．２７０を
開示する
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【化９６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１３９】
　表３３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３３．１．１～Ｔ３３．１．２７０を
開示する
【化９７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４０】
　表３４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３４．１．１～Ｔ３４．１．２７０を
開示する
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【化９８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４１】
　表３５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３５．１．１～Ｔ３５．１．２７０を
開示する

【化９９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４２】
　表３６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３６．１．１～Ｔ３６．１．２７０を
開示する
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【化１００】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４３】
　表３７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３７．１．１～Ｔ３７．１．２７０を
開示する

【化１０１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４４】
　表３８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３８．１．１～Ｔ３８．１．２７０を
開示する
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【化１０２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４５】
　表３９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ３９．１．１～Ｔ３９．１．２７０を
開示する
【化１０３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４６】
　表４０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４０．１．１～Ｔ４０．１．２７０を
開示する
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【化１０４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４７】
　表４１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４１．１．１～Ｔ４１．１．２７０を
開示する

【化１０５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４８】
　表４２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４２．１．１～Ｔ４２．１．２７０を
開示する
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【化１０６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１４９】
　表４３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４３．１．１～Ｔ４３．１．２７０を
開示する
【化１０７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５０】
　表４４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４４．１．１～Ｔ４４．１．２７０を
開示する
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【化１０８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５１】
　表４５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４５．１．１～Ｔ４５．１．２７０を
開示する

【化１０９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５２】
　表４６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４６．１．１～Ｔ４６．１．２７０を
開示する
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【化１１０】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５３】
　表４７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４７．１．１～Ｔ４７．１．２７０を
開示する
【化１１１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５４】
　表４８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４８．１．１～Ｔ４８．１．２７０を
開示する
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【化１１２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５５】
　表４９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ４９．１．１～Ｔ４９．１．２７０を
開示する
【化１１３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５６】
　表５０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５０．１．１～Ｔ５０．１．２７０を
開示する
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【化１１４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５７】
　表５１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５１．１．１～Ｔ５１．１．２７０を
開示する
【化１１５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５８】
　表５２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５２．１．１～Ｔ５２．１．２７０を
開示する
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【化１１６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１５９】
　表５３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５３．１．１～Ｔ５３．１．２７０を
開示する

【化１１７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６０】
　表５４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５４．１．１～Ｔ５４．１．２７０を
開示する
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【化１１８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６１】
　表５５：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５５．１．１～Ｔ５５．１．２７０を
開示する
【化１１９】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６２】
　表５６：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５６．１．１～Ｔ５６．１．２７０を
開示する
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【化１２０】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６３】
　表５７：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５７．１．１～Ｔ５７．１．２７０を
開示する
【化１２１】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６４】
　表５８：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５８．１．１～Ｔ５８．１．２７０を
開示する
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【化１２２】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６５】
　表５９：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ５９．１．１～Ｔ５９．１．２７０を
開示する

【化１２３】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６６】
　表６０：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６０．１．１～Ｔ６０．１．２７０を
開示する
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【化１２４】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６７】
　表６１：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６１．１．１～Ｔ６１．１．２７０を
開示する

【化１２５】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６８】
　表６２：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６２．１．１～Ｔ６２．１．２７０を
開示する
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【化１２６】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１６９】
　表６３：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６３．１．１～Ｔ６３．１．２７０を
開示する
【化１２７】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１７０】
　表６４：この表は、以下の式の２７０の化合物Ｔ６４．１．１～Ｔ６４．１．２７０を
開示する
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【化１２８】

　ここで、これらの２７０の具体的な化合物のそれぞれに関して、各変数Ｒ1、Ｓ1、Ｓ3

及びＹ1は、表Ａの対応する系列（２７０の系列Ａ．１．１～Ａ．１．２７０から適切に
選択される）において与えられる具体的な意味を有する。
【０１７１】
　製剤実施例（％＝重量パーセント）
【表２１】

【０１７２】
　任意の所望濃度のエマルジョンは、水を用いた希釈によりこのような濃縮物から調製す
ることができる。
【０１７３】
【表２２】

【０１７４】
　この溶液は、マイクロドロップ（ｍｉｃｒｏｄｒｏｐ）の形態での使用に適している。
【０１７５】
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【０１７６】
　活性成分をジクロロメタンに溶解し、その溶液を担体上に噴霧し、その後溶媒を減圧下
で蒸発した。
【０１７７】

【表２４】

【０１７８】
　レディー－トゥー－ユース（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ）を、担体と活性成分の均質な
混合により得る。
【０１７９】

【表２５】

【０１８０】
　活性成分を添加剤と共に混合し、その混合物を適切な製粉機中で十分に粉にする。これ
は水和剤を与える。この水和剤は、水で希釈して、任意の所望の濃度の懸濁液を得る。
【０１８１】
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【表２６】

【０１８２】
　活性成分を添加剤と共に混合し、その混合物を粉にし、水で湿らし、押し出し、粒状に
し、気流中で乾燥する。
【０１８３】

【表２７】

【０１８４】
　ミキサー中で、微粉化した活性成分を、ポリエチレングリコールで湿らせたカオリンに
均一に適用する。これにより、ダスト－フリー（ｄｕｓｔ－ｆｒｅｅ）の被覆顆粒を得る
。
【０１８５】

【表２８】

【０１８６】
　微粉化した活性成分を添加剤と共に均質に混合する。任意の所望濃度の懸濁液は、水と
の希釈により得られる懸濁濃縮物から調製することができる。
【０１８７】
　生物学的実施例（％＝重量パーセント（特に断りのない限り））
　実施例Ｂ１：アフィス　クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）に対する活
性
　エンドウマメの苗木を、アフィス　クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）
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により感染させ、その後４００ｐｐｍの活性成分を含んで成るスプレー混合物を用いて噴
霧し、２０℃でインキュベートする。３及び６日後に、その集団における減少率（％活性
）を、処理植物と未処理植物の死んだアブラムシの数を比較することにより決定する。
【０１８８】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。
【０１８９】
　実施例Ｂ２：ディアブロティカ　バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔ
ａ）に対する活性
　トウモロコシの苗木を、４００ｐｐｍの活性成分を含んで成る水性エマルジョンスプレ
ー混合物で噴霧し、スプレーコーティングが乾燥した後に、ディアブロティカ　バルテア
タ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）の１０個の幼虫（二齢）を生息させ、プ
ラスチック容器内に入れる。６日後に、その集団における減少率（％活性）を、処理植物
と未処理植物の死んだ幼虫の数を比較することにより決定する。
【０１９０】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。特に、化合物Ｔ．６
４．１．１３６、Ｔ６４．１．１及びＴ１．１．１は８０％超の活性を有する。
【０１９１】
　実施例Ｂ３：ヘリオチス　ビレシンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）に
対する活性（葉面散布）
　若いダイズ植物を、４００ｐｐｍの活性成分を含んで成る水性エマルジョンスプレー混
合物で噴霧し、スプレーコーティングが乾燥した後に、ヘリオチス　ビレシンス（Ｈｅｌ
ｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）の１０個のイモムシ（一齢）を生息させ、プラスチ
ック容器内に入れる。６日後に、その集団及び食害における減少率（％活性）を、処理植
物と未処理植物の死んだ幼虫の数及び食害を比較することにより決定する。
【０１９２】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。特に、化合物Ｔ．６
４．１．１３６、Ｔ５５．１．１３６、Ｔ１．１．１３６、Ｔ６４．１．１、Ｔ１．１．
１、Ｔ５５．１．１は８０％超の活性を有する。
【０１９３】
　実施例Ｂ４：実施例Ｂ３：ヘリオチス　ビレシンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓ
ｃｅｎｓ）に対する活性（卵に適用）
　綿の上に置いたヘリオチス　ビレシンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）
の卵を、４００ｐｐｍの活性成分を含んで成る水性エマルジョンスプレー混合物で噴霧す
る。８日後に、卵の孵化率及びイモムシの生存率のパーセンテージ（％活性）を、未処理
コントロールバッチとの比較において評価する。
【０１９４】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。特に、化合物Ｔ．６
４．１．１３６、Ｔ５５．１．１３６、Ｔ１．１．１３６、Ｔ６４．１．１、Ｔ１．１．
１、Ｔ５５．１．１は８０％超の活性を有する。
【０１９５】
　実施例Ｂ５：ミザス　ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）に対する活性（葉
面散布）
　エンドウマメの苗木を、ミザス　ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）により
感染させ、その後４００ｐｐｍの活性成分を含んで成るスプレー混合物で噴霧し、その後
、苗木を２０℃でインキュベートする。３及び６日後に、その集団における減少率（％活
性）を、処理植物と未処理植物の死んだアブラムシの数を比較することにより決定する。
【０１９６】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。
【０１９７】
　実施例Ｂ６：ミザス　ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）に対する活性（全
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　エンドウマメの苗木を、ミザス　ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）により
感染させ、その後その根を４００ｐｐｍの活性成分を含んで成るスプレー混合物中に置く
。その後、苗木を２０℃でインキュベートする。３及び６日後に、その集団における減少
率（％活性）を、処理植物と未処理植物の死んだアブラムシの数を比較することにより決
定する。
【０１９８】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。
【０１９９】
　実施例Ｂ７：プルテラ キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）に対
する活性
　若いキャベツ植物を、４００ｐｐｍの活性成分を含んで成る水性エマルジョンスプレー
混合物で噴霧し、スプレーコーティングが乾燥した後に、プルテラ キシロステラ（Ｐｌ
ｕｔｅｌｌａ ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）の１０個のイモムシ（三齢）を生息させ、プラス
チック容器内に入れる。３日後に、その集団及び食害における減少率（％活性）を、処理
植物と未処理植物の死んだ幼虫の数及び食害を比較することにより決定する。
【０２００】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。特に、化合物Ｔ．６
４．１．１３６、Ｔ１．１．１３６、Ｔ６４．１．１及びＴ１．１．１は８０％超の活性
を有する。
【０２０１】
　実施例Ｂ８：スポドプテラ　リトラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉ
ｓ）に対する活性
　若いダイズ植物を、４００ｐｐｍの活性成分を含んで成る水性エマルジョンスプレー混
合物で噴霧し、スプレーコーティングが乾燥した後に、スポドプテラ　リトラリス（Ｓｐ
ｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）の１０個のイモムシ（一齢）を生息させ、プ
ラスチック容器内に入れる。３日後に、その集団及び食害における減少率（％活性）を、
処理植物と未処理植物の死んだ幼虫の数及び食害を比較することにより決定する。
【０２０２】
　この試験において、上記の表に挙げた化合物は優れた活性を示す。特に、化合物Ｔ．６
４．１．１３６、Ｔ５５．１．１３６、Ｔ１．１．１３６、Ｔ６４．１．１、Ｔ１．１．
１、Ｔ５５．１．１は８０％超の活性を有する。
【０２０３】
　実施例Ｂ９：本発明の化合物の技術水準の構造的に最も近い比較可能な化合物との殺虫
活性の比較（ＥＰ－Ａ－１００６１０７の２３ページに記載の化合物Ｎｏ．１２４）
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【化１２９】

　播種後４日（ｆｏｕｒ　ｄａｙ　ｏｌｄ）の苗木（ズィー・メイス（Ｚｅａ　ｍａｉｓ
）、ストネビル（Ｓｔｏｎｅｖｉｌｌｅ）品種）を、規定の濃度（１２．５ｐｐｍ、３ｐ
ｐｍ及び０．８ｐｐｍ）で当該化学物質を希釈した２４ｍｌの水を含むバイアルに個々に
置いた。苗木を、６日間生育させる。その後、葉を切って、ペトリ皿に置き（３．５ｃｍ
の直径）、１２～１５個の一齢のＳ．リトラリス（Ｓ．ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）を接種し
、生育チャンバー内で４日間インキュベートする（２５℃、５０％ｒ．ｈ．、１８：６　
Ｌ：Ｄのフォトペリオド（ｐｈｏｔｏ　ｐｅｒｉｏｄ））。生きている昆虫の数を数え、
致死率を計算する。試験は一回繰り返して行った。結果を、表Ｂ９に示す。
【０２０４】
　表Ｂ９：スポドプテラ　リトラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）
（鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）：ヤガ科（Ｎｏｃｔｕｉｄａｅ））に関する、全身
性殺虫試験
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【表２９】

【０２０５】
　表Ｂ９は、本発明の化合物Ｎｏ．Ｔ１．１．１は、技術水準の化合物より、スポドプテ
ラ　リトラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）において実質的に優れ
た殺虫作用を発揮する。特に低い適用量において（３ｐｐｍ及びお０．８ｐｐｍ）、本発
明の化合物は技術水準の化合物よりはるかに優れている。この強化された効果は、これら
の化合物の構造的な類似性に基づいて予想されるものではなかった。
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【国際調査報告】
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